
調
査
報
告
五
十
六
’
二

山
岸
文
庫
蔵
『
古
今
和
歌
集
聞
耆
」
翻
刻

群珂

謬
錘
窪
議

一
一
一
一

〆
宇
一
『

11吋-1

h'1'P

杉 牧西
蝉

:,鑑

澤
美
仁

野
和
夫

山
友
美

零
‐

－Qq－
シ写



前
号
（
実
践
女
子
大
学
文
芸
資
料
研
究
所
『
年
報
』
十
七
号
「
川
岸
文
庫
蔵
『
古
今
和
歌
集
聞
書
』
翻
刻
（
一
）
」
）
に
引
き
続
き
、
本
稿
で

は
第
二
冊
を
翻
刻
す
る
。

、、、、 、、、、、

一
、

一
、

【
凡
例
】
（
各
冊
に
お
い
て
朱
墨
の
割
合
に
差
が
あ
る
た
め
、
朱
墨
表
記
に
関
す
る
凡
例
は
各
冊
ご
と
に
定
め
る
こ
と
に
す
る
。
）

一
、
本
翻
刻
は
実
践
女
子
大
学
図
書
館
山
岸
文
庫
に
所
蔵
さ
れ
る
『
古
今
和
歌
集
間
書
』
（
五
冊
）
を
底
本
と
し
て
翻
刻
を
進
め
る
。

、
、シ
ヲ
ル

、

頭
書
の
合
点
は
、
次
の
箇
所
（
皿
ウ
「
潤
」
、
詔
オ
「
井
出
の
山
吹
」
）
の
み
で
あ
り
、
そ
れ
ら
は
墨
で
あ
る
。
ま
た
、
問
答
の
合
点
は
す

べ
て
朱
で
あ
る
た
め
、
翻
刻
本
文
上
で
特
別
表
記
上
の
区
別
は
行
っ
て
い
な
い
。

声
点
、
見
せ
消
ち
、
訓
象
仮
名
の
殆
ど
は
墨
で
あ
る
が
、
以
下
に
挙
げ
る
箇
所
は
朱
で
記
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
翻
刻
本
文
上
で
は
「
〔
〕
」

○
０
０
０

０
○
○

○
○
○
○
○
○
○

○
０
０

０
０
０

０
０
０
０
０

０

と
示
す
。
（
２
ウ
「
春
か
け
て
」
・
「
承
え
む
」
、
３
ウ
「
こ
の
め
も
は
る
の
」
、
４
ウ
「
た
く
へ
」
・
「
い
だ
そ
」
・
「
う
か
り
ね
に
」
、
９
オ
「
白

０
０
０

０
０
０
０

０
○
○
○
○
Ｏ
○

○
○
○

○
０
０

０
Ｏ

ツ
ラ
ユ
キ

お

妙
の
袖
」
・
「
白
妙
の
衣
」
、
９
ウ
「
そ
て
ふ
り
は
へ
て
」
・
「
ぬ
き
を
」
、
皿
ウ
「
た
つ
き
」
、
ｕ
オ
「
道
行
」
、
翅
ウ
「
貫
之
」
、
過
オ
「
か
く

力
」
．
、

寺
三
越

る
」
、
妬
ウ
「
上
」
、
”
オ
「
寺
」
、
豹
ウ
「
巻
二
」
、
妬
オ
「
巣
を
」
）

書
名
符
及
び
朱
引
等
は
煩
雑
さ
を
避
け
る
た
め
今
回
は
省
く
。

傍
注
は
本
文
よ
り
活
字
の
ポ
イ
ン
ト
を
下
げ
て
原
本
に
準
じ
、
傍
記
す
る
。

虫
損
等
に
よ
る
欠
字
分
は
□
を
以
て
示
す
。

一
つ
ま
た
は
複
数
の
「
上
」
を
も
っ
て
記
さ
れ
て
い
る
見
せ
消
ち
は
本
文
左
傍
に
（
上
）
と
示
す
。

原
本
の
行
取
り
、
改
丁
に
準
じ
、
墨
付
丁
数
及
び
オ
・
ウ
の
省
略
符
号
を
付
し
て
（
」
１
オ
）
の
如
く
示
す
。

漢
字
は
原
則
と
し
て
通
行
の
字
体
を
用
い
る
。
異
体
字
（
す
）
、
フ
）
は
そ
れ
ぞ
れ
（
コ
ト
）
、
（
シ
テ
）
と
示
す
。

問
答
の
頭
左
右
に
朱
で
合
点
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
（
、
、
／
）
と
示
す
。

頭
書
は
未
で
記
さ
れ
て
い
る
。
但
し
、
以
下
に
挙
げ
る
箇
所
は
墨
で
記
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
一
部
に
記
さ
れ
る
合
点
も
墨
で
あ
る
。
な
お
、

シ
ヲ
ル

翻
刻
本
文
上
で
は
ゴ
チ
ッ
ク
体
で
示
す
。
（
１
オ
「
三
吉
野
」
・
「
二
葉
」
、
２
オ
「
ま
め
男
」
、
２
ウ
「
羽
林
」
、
虹
ウ
「
潤
」
、
詔
オ
「
井
出

本
稿
で
は
第
二
冊
を
翻
刻
す
る
。

の
山
吹
」
）

翻

刻
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五十六一二山岸文庫蔵『古今和歌集間書』

三
吉
野

二

葉

古
今
に
付
て
定
家
家
隆
の
二
の
読
有
而
二
定
家
ニ
ハ
古
今
と
読

、

家
隆
二
〈
古
今
と
読
也
付
垂
古
今
卜
云
二
一
義
有
一
に
は
延
喜
以
前
の
吾
を

、

集
ル
を
古
と
云
時
／
世
の
人
鳧
の
吾
を
集
る
を
今
と
云
也
二
に
は
古
と
は

神
代
を
差
て
い
ひ
今
と
は
人
代
を
さ
し
て
云
也
和
吾
と
は
我
朝

毛
亀
〃
〃
Ｗ
ソ

の
御
法
一
切
の
あ
ら
き
物
こ
は
き
も
の
に
至
る
ま
て
詞
に
和
け
て

読
故
に
和
歌
と
云
此
和
寄
の
二
字
に
付
て
深
儀
宣
壽
澪
叶
集
＃
は

数
を
尽
す
儀
也
巻
第
一
は
部
類
義
也
故
に
古
今
和
寄
集
巻
第
一
卜
云
也

一
ふ
る
年
に
は
る
立
日
！
ば
仁
和
二
年
十
二
月
に
春
立
日
仙
洞
の
奇
合
に
よ

め
る
在
原
元
方
か
寄
也
元
方
卜
は
業
平
の
孫
左
衛
門
佐
棟
梁
か
一
男

時
に
左
中
弁
歌
の
意
は
十
二
月
に
立
春
あ
る
か
故
に
と
よ
め
る
也

春
立
け
る
日
！
は
延
喜
三
年
正
月
也
是
《
延
喜
の
御
時
八
幡
宮
に
お
さ
め

、

む
か
為
に
七
百
番
奇
合
有
け
る
時
よ
め
る
寄
也
袖
ひ
ち
て
の
吾
に

、

三
季
有
序
に
如
跨
云
春
か
す
ゑ
の
吾
に
た
上
る
や
と
は
た
て
る
か

と
云
事
也
み
よ
し
野
と
は
三
吉
野
に
三
の
所
有
上
吉
野
中
吉
野

下
吉
野
是
ノ
三
処
を
三
吉
野
と
云
也
此
寄
は
清
和
の
御
時
春
日
の
宮
に

詣
た
り
け
る
時
は
る
か
に
吉
野
の
方
を
見
や
り
て
読
給
惟
高

親
王
の
御
吾
也
二
条
の
后
春
始
の
御
吾
と
は
二
条
の
后
の
春
宮

共
五

古
今
和
歌
集
第
二

古
今
和
歌
集
巻
第
一

○
春
吾
上

圓
蔵
房

兀
超
蔵

」
前
表
紙

」
見
返
し

一

」
１
ユ
ー
オ

－95－



ま
め
男

見
え
ん

羽
林

き
『
ぬ
↓
○

シ
ウ
タ
イ

十

の
女
御
の
后
也
貞
観
四
年
三
月
に
十
四
に
て
入
内
次
の
年
の
。
二
月
に
春

“
フ
ユ
ッ
ク

ヒ

春
の
立
け
る
日
人
々
を
召
て
奇
よ
ま
せ
給
け
る
御
を
は
冬
嗣
の

御
女
の
読
給
計
也
彼
を
は
嵯
峨
第
七
の
王
子
者
河
原
の
左
大
臣
融
卿

ギ
ョ
シ
ッ

の
御
室
也
二
条
の
后
と
は
大
原
中
納
言
長
良
の
御
娘
清
和
の
女
御
也

此
時
清
和
は
春
宮
の
太
子
也
雪
の
中
に
春
は
き
に
け
り
と
云
心
也
万

葉
云
降
続
し
高
根
の
雪
の
中
に
立
春
の
気
色
は
霞
な
る
ら
し

タ
ツ

文
選
云
三
冬
未
埣
尽
雪
ノ
中
ノ
新
年
四
季
兼
テ
先
キ
立
初
春
ノ
影
色

、

さ
れ
は
此
文
の
意
を
よ
め
り
雪
の
中
に
春
は
き
に
け
り
と
は

年
の
中
に
春
は
き
に
け
り
と
云
也
梅
か
え
に
き
ゐ
る
鶯
と
は

梅
か
え
に
き
て
ゐ
る
鶯
也
此
嵜
は
昌
泰
二
年
十
二
月
の
立
春
に
読
給

中
山
ノ
右
大
臣
長
年
の
御
吾
也
忠
仁
公
の
一
男
也
是
は
式
部
卿
の
宮
と
て
光

孝
第
四
の
姫
宮
也
近
江
国
高
嶋
と
云
処
に
ま
し
ｊ
、
け
る
所
へ
忍
ひ
て

か
よ
ひ
給
け
る
時
彼
御
所
の
梅
か
え
に
鶯
の
鳴
を
見
て
読
給
け
る

ピ
ッ
函
フ

寄
也
長
年
は
彼
姫
宮
の
蜜
夫
也
密
夫
と
は
ま
め
お
と
こ
と
も
読
し
た

実
名
後
見

お
と
こ
共
読
也
政
纒
一
云
風
妙
也
方
君
者
霊
王
之
臣
下
ナ
リ
為
天
下
ノ
大
見

コ
ウ
ダ

マ
メ
ヲ
ト
コ

キ
ヤ
ウ

正
二
贄
”
シ
然
而
依
為
后
宮
呂
宅
姫
蜜
夫
空
於
夛
境
知
原
一
一
被
誹
圭
成
ユ
荒

シ
タ
ヲ
ト
コ

郷
之
鬼
卜
文
の
意
は
霊
王
の
臣
下
に
方
君
と
云
者
有
時
の
羽
林
也

群
鍛
彼
后
は
方
君
か
め
い
な
り
其
を
お
ば
し
て
被
テ
誹
↓
成
し
鬼
升
さ
と
を
あ
ら

、
、
○
○
○
○
一
云

す
春
か
け
て
と
は
年
の
内
の
立
春
な
れ
は
。
な
り
雪
の
木
に
ふ

り
か
坐
る
と
は
素
性
か
宿
所
の
木
也
素
性
は
遍
昭
か
二
男
俗
名
蔵

人
義
方
廿
一
に
て
出
家
し
て
清
水
法
師
と
な
る
後
に
は
長
谷
に
住

け
り
権
律
師
に
任
て
是
寄
は
清
水
に
て
読
る
奇
と
注
せ
り
春

〔
○
○
○
〕

た
て
は
の
吾
に
象
え
む
と
は
ぶ
ゆ
ら
ん
と
云
事
也
此
奇
は
延
喜
二
年
正
月

』

」
○
企
、
オ

」
１
ゥ
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五十六一二山岸文庫蔵『古今和歌錐間苫』

あ
へ
す

脳
不
知

お
ほ
い
ま
う

ち
き
ゑ

二二

葉

、

寄
也
題
不
知
↑
は
皆
心
有
吾
に
云
其
事
を
書
入
・
多
キ
に
依
て
題

不
知
と
云
也
心
さ
し
ふ
か
く
そ
め
て
し
お
り
け
れ
は
と
は
雪
の
木
に

降
り
か
上
り
た
る
は
花
二
に
た
る
間
は
な
は
と
心
さ
し
深
く
思
ひ
て
折

て
み
れ
は
雪
き
え
あ
へ
す
ち
り
あ
へ
す
と
は
消
る
程
も
な
し
と
云
早

く
き
ゆ
る
義
也
万
葉
に
は
不
合
ト
書
て
あ
へ
す
よ
め
り
家
隆
に

は
居
け
れ
は
と
ょ
め
り
是
は
花
の
さ
く
か
と
て
雪
の
ふ
り
か
坐
り

た
る
木
の
も
と
に
居
り
け
れ
は
と
云
り
此
奇
は
御
娘
の
染
殿
の
后

内
裏
に
ま
し
ノ
、
け
る
に
参
り
て
御
ま
へ
な
る
梅
木
に
雪
の
降

か
基
り
た
る
を
桑
て
よ
み
給
忠
仁
公
の
御
寄
也
忠
仁
公
＄
は
東
山
／
関

白
又
染
殿
間
白
と
も
白
河
の
関
白
と
も
云
正
一
位
上
大
政
大
臣
良

サ
ウ
シ

房
也
此
時
左
大
臣
也
冬
嗣
の
二
男
兄
長
良
早
死
た
る
に
依
て
関
白

と
成
る
我
朝
の
関
白
の
始
也
自
是
人
我
朝
に
正
一
位
絶
た
り
お
ぼ
い

ま
う
ち
き
ゑ
と
は
三
公
／
和
名
な
り
三
公
卜
は
内
大
臣
右
大
臣
左
大
臣
也

お
ほ
い
ま
う
ち
き
ゑ
と
は
太
政
大
臣
也
ま
う
ち
き
象
と
は
大
夫
也
春
宮
の

象
や
す
所
と
は
清
和
春
宮
の
御
時
事
也
正
月
三
日
と
は
貞
観
五
年
正
月

な
り
雪
の
か
し
ら
に
降
か
皇
り
け
る
と
は
暗
た
る
空
よ
り
村
雲
の

雪
の
降
け
る
を
云
春
の
日
の
ひ
か
り
に
あ
た
る
と
は
春
宮
の
女
御、

の
御
め
く
象
に
あ
た
る
を
云
頭
の
雪
と
は
康
秀
此
時
六
十
也
霞

〔
○
○
○
０
０
０
０
〕

立
の
吾
に
こ
の
め
も
は
る
の
と
は
こ
の
め
の
は
る
を
春
に
な
そ
ら
へ
た
る
也

春
の
は
し
め
に
ょ
め
り
と
は
寛
平
七
年
正
月
也
藤
原
ノ
言
直
時
に

、

の

内
／
蔵
頭
越
後
介
惟
岡
か
男
寄
に
別
無
義
春
の
は
し
め
・
吾
と
は

延
喜
三
年
正
月
内
裏
の
奇
合
に
よ
め
る
春
き
い
と
の
奇
は
文
集
ノ
鶯

チ
ク

賦
の
意
を
ょ
め
り
文
集
云
庭
竹
有
し
音
鶯
舌
告
吻
春
ヲ
莞
松
二

」
２
ウ

」
３
オ
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朝
な
ノ
ｆ
、

物
う
か
る
ね
に

た
く
へ
て

松
浦
姫

い
密
た
手
鈩
も

サ
ヘ
テ
。
カ
ナ
シ
ム

風
寒
鹿
意
悲
レ
冬
ヲ
此
意
を
よ
め
る
寄
也
寛
平
の
御
時
き
さ

力
ケ
コ

い
の
宮
と
は
照
宣
公
御
娘
陰
子
是
七
条
の
中
宮
也
照
宣
公
卜
は
長
良

の
二
男
堀
河
関
白
従
一
位
上
大
政
大
臣
也
寛
平
卜
は
宇
多
天
皇
御
事
也

嵜
合
卜
は
彼
七
条
の
中
宮
は
奇
を
好
§
給
ひ
て
常
に
御
寄
合
有
け
れ
は
古

今
の
中
に
寛
平
后
宮
の
奇
合
と
云
事
有
シ
今
此
寄
合
は
寛
平

マ
十
‐
ス
。
ｑ
、

六
年
正
月
十
一
日
葺
合
な
り
源
ノ
当
純
と
云
は
是
時
は
常
陸
守
後
に
は

ヨ
シ
ア
リ

Ａ
Ｉ

右
大
将
な
り
文
徳
天
皇
ノ
孫
近
院
ノ
右
大
臣
源
ノ
能
有
の
一
男
山
風
に

と
く
る
氷
の
吾
山
風
は
当
流
搾
嗣
は
引
ち
出
る
波
や
春
の
ば
つ
花
と
は

文
選
云
天
台
山
の
高
瀧
に
万
浪
成
犀
花
ヲ
と
い
へ
り
此
文
の
意
也
花
の
か
ほ

風
の
た
よ
り
に
た
く
へ
て
の
吾
は
莚
喜
三
年
内
裏
の
吾
合
の
寄
也

此
寄
は
文
集
賦
意
也
文
集
云
林
花
色
み
へ
何
二
由
テ
ヵ
好
キ
山
水
満
テ
来
テ
興

サ
ソ

正
二
新
ナ
リ
窓
ヲ
過
ァ
枕
誘
う
梅
風
ノ
蔦
簾
ヲ
巻
テ
見
月
盧
峯
ノ
暁
キ
ー

ト
リ
サ
ソ
フ

詠
一
吟
吏
詠
ノ
客
ノ
採
レ
紙
ヲ
染
し
筆
ヲ
伴
う
侍
人
一
此
賦
は
春
風
鶯
を
さ

〔
０
○
○
一
マ
ツ
ラ
ヒ
亜
安

そ
ふ
と
云
意
を
作
り
た
く
へ
と
は
便
り
の
義
也
万
葉
云
松
浦
姫

モ
唇
コ
シ
ヒ
ト
ノ
コ
ト
ト
ヒ
テ
コ
コ
ロ
タ
、
ル
ル
カ
セ
ハ
イ
タ
ソ
モ

唐
人
野
事
間
天
心
便
留
風
波
伊
多
曽
毛
さ
れ
は
た
く
う
と
は

タ
ガ
ウ
ル

便
の
字
也
一
松
浦
姫
卜
は
男
の
唐
へ
渡
り
し
を
ま
ね
き
け
る
か
ま
ね
き

〔
○
Ｏ

死
に
し
に
げ
る
よ
り
し
て
其
山
を
松
浦
山
と
云
仙
多
牌
毛
ト
は
い
だ

Ｏ
〕
そ
は
な
ん
と
云
詞
也
一
大
江
千
里
＄
は
其
時
に
承
の
入
か
承
後
に
は
中
納

ア
サ
ッ
ナ

言
大
江
の
朝
綱
の
五
男
う
ぐ
ひ
す
の
奇
ば
寛
平
九
年
の
内
裏
の

○
○
か
る
野
に
無
義
春
た
て
は
の
部
は
同
し
寛
平
九
年
の
奇
合
の
奇
也

０

０
○

奇
合
の
吾
也
。
う
か
り
ね
に
鴬
の
な
く
と
は
花
の
さ
か
ぬ
程
は
う
ぐ
ひ
す

も
物
う
げ
に
な
く
と
云
義
也
野
へ
ち
か
く
の
牙
は
染
殿
の
后
の
嵯

よ

峨
の
ほ
と
り
に
御
所
作
り
て
時
に
か
・
ひ
給
ひ
し
時
の
事
也
あ
し
た
ノ
ー
と

云
事
を
朝
な
ノ
Ｊ
、
１
と
云
也
△
糾
柿
倣
仕
仙
仙
物
仲
肚

ｊ
ノ
Ｊ
１
ｌ
落
丁
ア
リ

Ｊ
ｊ

Ｐ
卜
Ｉ
Ｄ
Ｉ
ド
ト
ー
↓
Ｌ
卜
房
心

捗
牛
ト
キ
ｑ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
房
』
上
ト
ル
廿
分
ｈ
峠
半
十
丁
牛

’
４
哉
斗

」
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若
草
の

つ
孝
一

（
州
涯
唖
い
》
減
俸
舞
艤
二
幅
冴
繧
せ
れ
は
と
云
事
也

い
、
、
、
、
！
～

春
日
野
は
け
ふ
は
な
や
き
そ
若
草
の
と
云
此
奇
に
不
審
有
問
伊
勢
物

語
に
は
武
蔵
野
は
と
い
ひ
髪
に
は
か
す
か
の
と
云
此
義
如
何
い
せ
物
語
に
は
正

し
く
武
蔵
の
国
へ
下
る
と
ゑ
え
た
り
此
ち
か
ひ
如
何
答
云
実
に
は

ｊ

武
蔵
野
国
へ
下
ら
す
春
日
の
中
に
む
さ
し
塚
と
云
所
有
其
を
む
さ

し
書
り
貫
之
此
事
を
顕
さ
む
か
為
に
春
日
野
と
書
り
此
寄
は
長ホク
チ
ヤ
ウ

良
の
中
納
言
大
和
守
に
て
奈
良
に
住
給
ひ
け
る
時
二
条
の
后
卜
唖
定
の

シ
メ
サ
ム
ル
心
也

女
御
に
て
内
裏
へ
も
ま
い
り
給
は
さ
り
け
る
時
業
平
い
す
象
奉
り
て
彼
春

コ
シ

日
野
の
む
さ
し
塚
ノ
腰
に
を
し
か
く
し
た
て
ま
つ
り
た
り
け
る
を
父
の

許
よ
り
尋
て
野
に
火
を
つ
け
ん
と
し
け
る
時
后
の
読
給
へ
る
吾
也

～抑
春
日
野
に
武
蔵
塚
！
み
え
る
は
日
本
記
云
文
武
天
皇
の
御
時
中
納
言

美
作
朝
臣
と
云
人
あ
り
多
年
武
蔵
守
に
て
在
国
し
た
り
け
る
か
奈
良

の
京
に
上
り
て
病
二
付
テ
死
な
ん
と
し
け
る
時
子
を
よ
ひ
て
云
我
武
蔵

国
に
執
心
有
思
の
外
に
此
に
て
死
は
か
ば
ね
を
彼
国
に
お
く
る
へ
し
と
云
死

て
後
彼
国
へ
送
ら
ん
事
難
レ
叶
春
日
の
す
ゑ
に
埋
て
け
り
其
後
此
人
悪

霊
と
成
て
此
事
を
う
ら
ゑ
け
れ
は
武
蔵
国
よ
り
土
を
取
よ
せ
て
彼
墓

を
つ
ゐ
て
武
蔵
塚
と
名
つ
く
其
墓
の
ま
は
り
を
時
の
武
蔵
野
と
云

今
の
光
台
寺
の
後
の
岡
是
也
さ
れ
は
春
日
野
中
に
武
蔵
野
在
之

若
草
の
つ
ま
も
こ
も
れ
り
と
は
女
の
つ
ま
も
こ
も
れ
り
と
云
事
也
さ
れ
ば

業
平
は
二
条
の
后
の
為
に
は
つ
ま
也
女
を
若
草
と
云
事
伊
勢
物
語
に

云
業
平
妹
の
許
へ
や
る
吾
二
云
う
ら
わ
か
ゑ
ね
よ
け
に
み
ゆ
る
は
っ

草
を
人
の
む
す
ば
ん
こ
と
を
し
そ
思
ふ
返
事
は
っ
草
の
な
と
め
つ
ら
し

○
○
○

き
こ
と
の
ば
そ
う
ら
な
く
物
を
お
も
ひ
け
る
か
な
文
集
云
女
の
随
庫
男
一
如
シ

’
５
オ

Ｌ
」
Ｆ
Ｄ
台
／
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妻
卜
云
事

と
ふ
ひ
の

野
守

ひ
れ
ふ
る

し
嘩
苓
若
草
風
一
一
故
に
男
ヲ
〈
云
風
斗
女
ヲ
《
為
草
菫
白
り
さ
れ
は
わ
か
草
↑
〈

、

后
也
問
つ
ま
と
は
妻
ノ
字
也
多
分
女
を
い
ふ
也
髪
に
男

、

を
つ
ま
と
云
事
如
何
答
つ
ま
と
云
に
三
義
有
一
妻
ノ
字
を
ょ
翠

、

、
ノ

ー
に
は
夫
字
を
よ
み
三
に
は
調
字
を
よ
む
女
を
つ
ま
と
云
事
は
常

ト
ヲ
ッ
ヒ
ト
マ
ツ
ラ
サ
ヨ
ヒ
メ

の
事
也
男
を
妻
卜
云
事
万
葉
云
遠
津
人
松
浦
籠
姫

ツ
マ
ニ
イ
ー
ー
ヒ
レ
フ
Ⅲ
ク
シ
三
リ
ヲ
ヘ
ル
ヤ
マ
ノ
ナ

夫
恋
示
袖
振
紫
余
里
負
留
山
野
名
是
は
男
の
唐
へ
わ
た

る
を
恋
し
か
り
て
其
舟
の
ゑ
ゆ
る
を
ま
ね
き
け
る
か
ま
ね

き
死
に
し
に
た
り
其
よ
り
彼
山
を
松
浦
山
と
云
ひ
れ
ふ
る

、

、

と
云
に
二
義
有
一
に
は
袖
振
義
二
に
は
舞
人
の
う
ち
か
け

な
む
と
の
ひ
れ
を
云
新
柵
六
帖
云
醍
醐
の
桜
会
の
舞
児

を
み
て
玉
柳
ひ
れ
ふ
り
た
て
る
う
な
ひ
子
か
か
な
つ
る
袖
に

、

春
風
そ
ふ
く
是
は
舞
人
う
ち
か
け
の
ひ
れ
也
三
に
調
の

三
ス
ッ
マ
ト

字
を
か
け
る
事
は
論
語
注
云
明
王
ノ
代
二
〈
為
し
調
明
臣
毫
是

字
に
て
は
二
の
物
の
と
Ｌ
の
を
る
を
つ
ま
と
云

（
約
七
行
分
余
白
）

、

さ
れ
は
夫
婦
共
に
詞
ル
ヲ
妻
卜
云
春
日
野
の
と
ふ
火
と
云
に
二
義
有
一
〈

ト
プ
ヒ

大
国
二
燧
↑
云
事
有
是
は
都
に
不
思
義
出
く
れ
は
諸
国
に
は
や
く
し
ら

、
つ
か
を
つ
き
て
上
に
家
を
作
り
て
そ
れ
に
人
を
を
く
彼
の

せ
ん
か
為
に
都
の
四
方
に
高
く
・
塚
を
と
ふ
火
野
と
云
京
に
事
出
く
れ

は
火
を
と
ほ
し
て
四
方
の
岡
よ
り
指
上
る
是
を
み
っ
た
ヘ
ノ
、
と
ほ

す
程
に
諸
国
に
知
事
程
な
く
し
て
都
へ
程
な
く
あ
つ
ま
る
是
を
天

智
天
皇
の
御
時
我
朝
に
う
つ
し
て
春
日
山
に
野
守
を
置
て
京

に
事
出
く
れ
ば
火
を
と
ほ
さ
せ
け
り
し
は
し
は
た
え
さ
り
け
れ
と
も
日

本
は
高
下
不
平
に
し
て
不
叶
し
て
絶
ぬ
是
を
守
を
と
ふ
火
の
野

」
八
ｂ
‐
オ

」
Ｒ
）
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芸
｝
え
な
／
、
に

松
の
雪

あ
つ
さ
弓

守
と
云
此
野
守
は
不
退
に
野
に
居
た
る
も
の
な
れ
は
春
日
野
の

～

若
な
は
生
た
る
か
出
て
み
よ
と
云
二
《
飛
火
と
云
は
源
氏
注
云
昔
山
に

ア
リ

カ
ノ

僧
有
念
比
に
思
ふ
児
有
彼
児
死
て
後
彼
僧
あ
く
か
れ
出
て
迷

辺

ひ
あ
り
く
程
に
奈
良
の
興
福
寺
の
烏
に
て
鞠
け
る
児
を
み
れ
は

上

わ
か
れ
し
児
に
少
も
か
は
ら
す
取
よ
り
て
あ
ひ
な
る
上
程
に
互
の
志
切
な

り
是
僧
白
地
に
京
へ
出
た
り
け
る
に
元
の
師
み
付
て
山
に
い
て

ヲ
モ
イ

登
り
て
不
出
僧
深
く
思
入
て
歎
き
け
り
児
も
此
由
を
問
て
深

く
歎
き
け
り
互
に
死
ぬ
る
事
同
時
也
又
や
く
事
も
同
時
也
け

れ
は
彼
僧
を
は
坂
本
に
て
や
き
け
り
児
を
は
春
日
野
の
す
ゑ

に
て
や
き
け
り
僧
の
火
飛
て
な
ら
に
来
化
児
の
火
飛
あ
か
り

澄

て
あ
ふ
消
二
此
事
正
月
十
五
日
以
前
に
日
を
不
定
し
て
合
う
事
近

き
世
ま
て
あ
り
き
此
火
北
南
へ
別
れ
は
世
中
わ
ろ
く
西
東
へ
わ
か

る
れ
は
世
中
吉
シ
是
を
見
ゆ
為
野
守
と
て
正
月
十
五
日
以
前
に
は

春
日
野
に
人
を
を
く
若
な
を
ひ
た
る
か
出
て
み
よ
と
云
也
此
事

は
清
和
御
時
内
裏
奇
合
に
読
給
惟
高
の
親
王
の
御
寄
也
象
山
に
は
松

の
雪
た
に
き
え
な
く
に
と
云
は
最
初
降
た
り
し
雪
た
に
も
消

ぬ
に
都
の
野
へ
に
は
若
な
つ
む
と
よ
め
り
先
降
り
た
り
し
雪
の

義
也
家
隆
に
は
松
の
雪
た
に
と
か
け
り
松
の
雪
と
は
松
は
葉
ほ
そ

く
雪
た
ま
り
か
た
し
是
雪
に
も
き
え
ぬ
に
と
読
り
此
寄
は
七
条

中
宮
の
家
の
御
寄
合
し
給
ひ
け
る
時
中
宮
の
あ
そ
は
せ
る
吾
也

ｌ
、
カ
ン
ナ
ギ

あ
つ
さ
弓
と
云
に
三
義
有
一
〈
巫
の
口
よ
す
る
と
て
う
へ
弓
を
云

、二
《
あ
つ
さ
の
木
と
云
木
有
其
木
に
て
作
り
た
る
弓
也
此
辺
に
は
ち

、
１
、

ア
ツ
サ
ノ

き
の
木
と
云
東
に
は
あ
つ
さ
の
木
と
云
三
〈
陸
奥
国
に
足
熊
郡

」
７
ウ 言

－
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白
妙
の
袖

帝
王
遍
照
を

さ
し
て
君
ト

の
給
ふ
事

四
葉

と
云
所
に
つ
く
る
弓
也
此
弓
は
公
家
の
年
貢
に
も
奉
る
弓
也
此

義
実
義
也
此
照
宣
公
御
寄
也
仁
和
御
門
み
こ
に
お
は
し
ま
す
と

云
事
古
今
に
多
ク
余
の
物
多
シ
此
人
さ
の
ゑ
か
く
ま
し
ま
す
は
何
義
そ

と
云
に
此
人
は
五
十
ま
て
御
子
に
て
お
は
し
ま
し
き
故
に
御
子
御
時
の

事
物
に
多
ク
い
れ
り
陽
成
天
皇
物
狂
に
ま
し
ｊ
、
て
お
り
ゐ
匡
な

ら
せ
給
け
る
は
彼
糸
こ
元
良
／
親
王
恒
定
ノ
親
王
等
ヲ
位
に

即
奉
ら
む
と
し
け
れ
は
此
二
人
な
か
ら
病
ま
し
ノ
、
け
れ
は
叶
給
は

す
仁
明
天
皇
第
三
御
子
光
孝
御
年
五
十
に
成
給
ふ
を
位
に

即
奉
ら
ん
と
す
臣
下
あ
ま
た
申
さ
く
老
人
位
に
即
給
は
ん

事
不
可
然
と
て
不
奉
用
右
大
臣
長
手
卿
し
き
り
に
即
奉

る
へ
き
よ
し
を
申
給
ふ
さ
ら
は
と
て
御
車
を
以
向
へ
け
る
に
若
シ
北

山
の
小
松
原
の
中
に
御
所
の
あ
れ
は
彼
茂
り
生
た
る
松
さ

り
て
車
を
と
を
し
奉
ら
は
王
と
し
奉
ら
む
と
不
然
は
車
を

か
へ
す
へ
し
と
て
車
に
て
迎
ル
ー
松
生
て
と
を
し

価

奉
る
さ
て
位
二
付
給
何
て
小
松
の
帝
と
号
す
仁
和
元
年

上

御
即
位
あ
れ
は
仁
和
帝
と
申
人
に
若
な
た
ひ
奉
る
と
は

僧
正
遍
昭
に
た
ひ
け
る
也
此
奇
は
御
門
に
か
は
り
奉
り
て

ナ
リ

仕
り
給
ヲ
七
条
中
宮
御
嵜
中
宮
は
此
御
門
に
御
ょ
め
也

、

君
か
た
め
と
は
遍
昭
た
め
と
云
意
也
歌
奉
れ
と
被

仰
し
と
は
延
喜
御
時
古
今
を
撰
し
給
し
時
人
々
に

奇
め
し
け
る
時
の
事
也
春
日
野
の
吾
に

〔
０
○
０
Ｏ
〕

白
妙
の
袖
ト
ハ
国
王
大
臣
よ
り
外
に
て
よ
ま
す
是
は

ナ
ヲ
シ

〔
○
０
０
Ｏ
〕

直
衣
の
白
妙
を
云
也
た
上
白
妙
の
衣
な
ん
と
読

」
Ｑ
Ｕ
｛
ソ
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百
千
烏

袖
ふ
り
は
え
て

ぬ
き
を
う
す
魂

へ
ら
な
れ

シ
ロ
カ
．
不
ヲ
ノ
ブ

事
は
国
王
よ
り
外
に
そ
不
可
有
国
王
は
銀
層

金
層
と
て
二
の
衣
を
め
す
也
銀
層
！
〈
白
キ
ヲ
云
金
虐
と
は

や
ま
は
と
色
也
さ
れ
は
白
き
に
付
て
白
妙
之
衣
と
云
也

〔
○
○
○
０
０
０
０
○
〕

そ
て
ふ
り
は
へ
て
と
は
袖
う
ち
た
れ
て
と
云
文
也
在

原
行
平
阿
保
親
王
の
二
男
時
に
兵
衛
佐
後
に
は
中
納
言

う

民
部
卿
は
な
の
き
る
か
す
ゑ
の
衣
と
は
ぬ
き
を
か
す
象

○
・
・
○

と
は
次
第
二
か
す
ゑ
の
衣
ぬ
い
て
う
す
く
な
れ
は
山
風

に
桑
た
る
と
云
へ
ら
な
れ
と
は
へ
き
也
か
す
み
の
衣
と
云

坤
。
即
＠

事
は
大
方
山
な
む
と
に
た
ち
き
な
ん
と
可
読
共
ま
こ
と

サ
ウ

に
は
其
文
の
有
に
よ
り
て
い
へ
り
古
曽
書
二
云
風
二
散
ル

碑
手
．
ン淺
花
糸
＃
〈
結
吟
一
菫
三
一
不
し
断
山
二
立
霞
ノ
衣
〈
峻
庵
枝
ヲ
熾
ル

ム
・
不
ユ
キ

レ
霞
ヲ
此
文
の
意
を
よ
め
る
寄
也
・
源
姉
姓
伸
江
啼
卿

ム
ネ
《
卒
寛
平
の
御
時
后
宮
野
合
と
は

寛
平
七
年
三
月
の
吾
合
の
丹
也
源
ノ
宗
干
時
に
中
宮
ノ
大

夫
後
中
納
言
宇
多
ノ
天
皇
第
九
ノ
御
子
也
と
き
は
な
る
の
計

心
は
春
は
猶
み
と
り
に
ま
さ
れ
り
と
云
是
は
白
居
易
筆

色
添
所
ノ
名
也

遠
霞
・
鳫
峯
松
楓
月
光
り
増
ス
浜
亭
沙
二
此
意
也
恢
毒
″
ハ

ロ

ア
ハ
ラ
ヤ
ナ
リ

ラ
屋
也
奇
奉
れ
と
云
は
上
に
奇
め
し
し
時
の
事
也
歌
に

別
義
な
し
わ
か
せ
こ
の
三
の
義
の
事
は
如
前ニシ
ノ
ヲ
フ
テ
ラ

青
柳
の
糸
よ
り
か
く
る
の
奇
は
別
義
な
し
西
大
寺

サ
イ
じ

と
は
奈
良
の
西
大
寺
也
吾
は
序
如
レ
云

も
Ｌ
ち
と
り
卜
は
二
義
有
一
《
百
千
烏
と
か
け
り
是
《
一
切
ノ

鳥
を
さ
す
云
也
百
千
は
多
数
ヲ
か
ぬ
る
義
也
春
閑
に
来

ナ
ク
也

ぬ
れ
は
一
切
の
烏
の
鳴
共
二
に
は
鶯
の
名
也
も
上
さ
へ
す
り
の

上

」
ｑ
Ｙ
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寺
娼
つ
当
ご

ぶ
ち
行
ふ
り
に

五
葉

よ
ふ
こ
烏

こ
モ
、
サ
ヘ
ス
リ
ノ

烏
と
云
か
し
よ
て
也
政
纒
云
上
陽
人
ノ
深
宮
／
春
怨
シ
只
百
噛
鴬
ス
ニ

ヤ
ス
ム
ヒ
ヒ

息
し
思
是
意
な
る
な
し
此
吾
は
春
日
宮
二
百
首
奉
り
給
時

ヨ
由
＆読
給
延
喜
の
御
計
也
を
ち
こ
ち
と
は
遠
近
と
か
け
り
万

ナ
・
マ
、
ノ

葉
云
か
／
蜂
屍
野
波
野
澤
逓
琴
年
酢
娠
続
瀧
避
砕
奉
漉
鰄

力

〔
○
０
０
〕

斑
毛
此
計
は
吉
伽
大
臣
入
唐
の
時
道
に
て
よ
め
る
研
也
た
つ
き

カ
ン

サ
ウ

と
は
便
也
後
漢
書
云
漢
皇
城
閉
シ
テ
軍
兵
難
吟
通
シ
孝
曹

力
ウ
ナ
リ
ト

タ
ッ
キ

難
し
行
其
道
無
便
一
と
い
へ
り
さ
れ
ば
を
ち
こ
ち
の
た
つ

き
も
し
ら
ぬ
と
は
と
を
ひ
ち
か
ひ
の
た
よ
り
も
し
ら
ぬ
な
り

よ
ふ
一
」
烏
と
は
或
は
猿
を
云
と
い
へ
り
実
に
は
は
こ
と
りクワ
ン

と
て
三
月
な
む
と
に
山
に
あ
る
烏
也
は
こ
ｌ
、
と
鳴
也
喚

カ
ケ

子
烏
ト
書
り
是
は
伯
撰
卜
云
文
二
委
ク
い
へ
り
昔
高
麗
一
一

一
言
イ
ラ
ン

永
藺
山
と
云
山
を
女
の
子
を
い
た
き
て
通
り
け
る
か
白
地
に

さ
し
す
へ
た
り
け
る
を
鷲
に
と
ら
て
は
や
こ
／
く
～
と
な
き

し

あ
り
き
け
る
か
な
き
死
に
・
た
り
こ
の
烏
と
な
れ
り
生
を
か

へ
て
烏
卜
な
て
も
は
こ
ノ
、
と
な
く
也
価
喚
子
烏
卜
名
付

此
奇
は
但
馬
守
に
成
て
下
り
け
る
時
中
山
と
云
所
二
と

ま
り
た
り
け
る
に
か
の
烏
の
鴫
を
間
て
よ
め
り
け
り

猿
丸
大
夫
か
吾
也
こ
し
へ
ま
か
り
け
る
人
と
は
藤
原

惟
岡
越
前
守
に
て
延
喜
三
年
三
月
二
下
り
け
る
時
の

〔
○
Ｏ
〕

事
也
躬
恒
か
と
も
た
ち
な
り
道
行
ふ
り
と
は
道
行

触
と
か
け
り
そ
な
た
へ
雪
触
れ
は
と
云
意
也
か
へ

る
か
り
を
よ
め
り
と
は
宇
多
院
御
時
内
裏
の
奇
合

に
読
る
寄
也
計
に
別
無
義
お
り
つ
れ
は
の
奇
は
寛
平

」
ｎ
才
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ｏ
ネ
イ

御
時
内
裏
の
常
寧
殿
の
前
の
梅
を
立
寄
て
折
給
ひ
け

。
四

る
に
鶯
の
鳴
け
れ
は
ょ
桑
給
七
条
中
宮
の
御
寄
也

力

弓
二
無
義
色
よ
り
も
香
こ
そ
哀
の
弓
は
同
御
時
吾

合
に
宇
多
院
読
給
御
吾
也
是
吾
は
史
記
文
意
を
読
り

ト
プ
メ
ウ
ッ
、
二

梅
香
衣
二
章
シ
テ
旧
人
之
跡
卜
問
非
髻
電
非
睦
覚
恋
慕
ノ

イ
カ
ー
ー
シ
テ
カ
ハ
ス
レ
テ
カ
セ
ン

涙
ヲ
告
し
神
、
、
ヲ
先
帝
ノ
紅
顔
何
忘
安
レ
年
ヲ
此
文
意
は
禺
ノ

の
御
門
の
王
子
に
照
鋤
太
子
卜
云
人
ま
し
ノ
ー
け
り
女
を
心
さ

上

し
深
く
お
も
ひ
給
へ
り
彼
女
本
国
へ
帰
り
け
る
時
彼
太
子

ノ
キ軒
端
な
り
け
る
梅
の
う
つ
く
し
か
り
け
る
を
袖
に
て

こ
き
入
て
つ
上
ゑ
て
か
へ
り
ぬ
程
な
く
死
ぬ
太
子
此
事
を
き
上
給
て

歎
無
限
し
と
て
彼
の
女
の
国
に
尋
行
給
て
其
家
二
行
給

き

い
主
は
な
く
し
て
空
に
衣
の
有
け
る
を
取
て
見
給
ひ

上

た
り
け
れ
は
こ
き
入
て
包
た
り
し
花
も
と
の
ま
些
也

シ
イ

太
子
是
を
ゑ
て
深
く
歎
き
給
て
遂
二
本
国
へ
還
給

は
す
し
て
出
家
遁
世
し
給
ふ
彼
女
と
云
は
た
坐
人
に

あ
ら
す
彼
国
の
王
の
姫
宮
母
帝
御
門
也
照
林
太
子
の

色
の
深
き
を
間
て
彼
に
あ
は
ん
か
為
に
た
上
人
の
体

に
成
て
太
子
の
国
に
行
て
あ
ひ
奉
れ
り
と
い

へ
り
是
よ
り
し
て
梅
か
香
を
袖
に
く
む
す
と

云
り
必
す
哀
傷
に
読
也
や
と
ち
か
く
の
奇
は

．
袖
口

さ
き
の
梅
の
香
袖
に
菫
す
と
云
意
を
以
て
ま
つ
○
○

人
の
袖
の
香
に
よ
そ
へ
て
よ
め
る
也
是
は
延
喜
第
一
ノ
皇

シ
ケ
ア
キ
ラ

ヲ
ト
、

子
重
明
ノ
王
子
北
野
ノ
乙
人
ノ
む
す
め
に
通
ひ
給
ひ
し

」
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ウ
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闇
は
あ
や
な
し

老
か
く
る
や
と

く
ら
ふ
山

六
葉

時
久
し
く
絶
て
後
よ
み
て
遣
す
寄
也
梅
の
は

な
た
ち
よ
る
は
か
り
有
し
よ
り
の
吾
も
同
意
を
よ

め
る
也
二
条
の
后
の
御
計
也
東
三
条
左
の
お
ほ
い
ま
う

ち
き
み
と
は
嵯
峨
天
皇
第
九
の
御
子
源
の
常
の
卿

〔
ツ
ヲ
ニ
キ
〕

な
り
是
は
梅
花
を
折
て
貫
之
に
た
ふ
と
て

読
給
牙
也
鴬
の
か
さ
に
い
ふ
て
ふ
梅
の
花
！
《

さ
い
は
ら
の
奇
に
青
柳
の
糸
う
ち
は
へ

て
う
ぐ
ひ
す
の
い
ふ
て
ふ
か
さ
は
梅
の
花
笠
此
寄

の
意
を
よ
め
る
な
り
老
か
く
る
や
と
は
梅
の
花

笠
此
吾
の
意
を
よ
め
る
な
り
老
か
く
る
や
と
は
梅
の
花
は

の

年
若
き
時
也
花
也
是
を
か
さ
し
む
我
身
の
老
か
か
く

上

る
皇
と
よ
め
り
よ
そ
の
柔
の
吾
は
寛
平
御
時
内
裏

の
梅
を
よ
そ
に
の
孟
見
て
す
き
け
る
か
め
さ
れ
て

か
へ
り
け
る
時
一
枝
折
て
ょ
め
り
御
門
聞
召
て
御
感

あ
て
禄
た
ひ
け
り
と
云
り
梅
の
花
折
て
人
に

〔
お
〕か
く
る
と
は
貫
之
か
許
へ
お
く
る
な
り
吾
に
別
義
な
し

こ

く
ら
ふ
山
に
て
よ
み
け
る
と
は
大
和
の
く
ら
ふ
山
に
て

、
、
、

よ
め
る
也
嵜
に
義
な
し
月
夜
に
梅
の
花
を
お
り

て
と
人
の
い
ひ
け
れ
は
！
〈
素
性
か
も
と
よ
り

こ
う
な
り
吾
に
別
義
な
し
闇
は
あ
や
な
し

と
は
え
き
な
し
と
云
事
也
か
や
は
か
く
る
皇
と
は
色
こ
そ

も

み
え
す
と
も
香
は
よ
め
か
く
れ
し
と
の
事
也
は
つ
せ

こ

も
う
て
の
と
は
貫
之
常
に
長
谷
に
ま
い
り
け
る
也

」
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さ
た
か

故
郷

く
る
と
あ
く
と

め
か
れ
ぬ

人
ま
に

芋
化
の
ら
／
つ

ろ
ふ

是
は
貫
之
は
長
谷
の
利
生
に
ま
う
け
た
り
け
る
子
也

ヲ
チ
キ
ヤ
ウ

上
二
如
レ
云
ヵ
房
主
ト
ハ
忠
峯
か
舅
栄
仙
法
橋
也
さ
た

か
に
卜
は
定
ま
て
云
事
也
故
郷
と
は
貫
之
か
常
に
く
る

処
な
れ
は
云
さ
れ
と
も
実
事
ニ
ハ
彼
所
の
名
に
ふ
る

『
、
、
ハ
ツ
、
、
‘
、

さ
と
上
云
名
有
其
意
を
よ
め
り
万
葉
云
御
長

七
ノ
ブ
ル
サ
ト
プ
ク
カ
セ
ノ

谷
野
布
流
里
サ
ヘ
テ
吹
風
野
せ
と
に
そ
ひ
Ｌ
く

か
ね
の
あ
り
と
も
是
ふ
る
さ
と
上
は
所
の
名
也
水
の

ほ
と
り
に
梅
花
さ
け
る
と
は
伊
勢
西
河
の
は
た

宴

に
家
を
作
り
て
住
け
る
時
宇
多
院
花
の
妻
の
為
に

上

御
幸
な
り
た
り
し
時
読
ル
寄
也
伊
勢
は
伊
勢
守
継
陰
か

む
す
め
藤
原
家
”
宗
三
位
子
也
寄
義
な
し
年
を
へ
て

下
上

の
弓
は
同
時
よ
め
る
同
人
家
に
有
け
る
梅
花
上

ス
ミ

貫
之
近
江
粟
津
二
御
家
造
ァ
棲
け
る
時
の
事
な
り

く
る
と
あ
く
と
は
朝
夕
也
是
は
あ
け
ぬ
く
れ
ぬ
な
り

１
１
、
、
１
ハ
カ
レ
ヌ

め
か
く
れ
ぬ
ト
ハ
目
別
義
也
巍
海
喰
ス
い
つ
の
ひ
と
ま
に

と
は
い
つ
の
人
の
み
い
ま
に
う
つ
る
ひ
ぬ
ら
ん
と
よ
め
り

又
ひ
と
ま
と
は
一
間
の
義
の
意
な
り
い
つ
の
ひ
と
と
き

ス
カ
ル
ナ
ク
イ
ナ
ノ
シ
ハ
ヤ
マ
ア
サ

の
ま
に
と
云
心
也
万
葉
云
鹿
鳴
猪
無
野
芝
山
朝

ア
ク
ト
キ
リ
タ
テ
ワ
タ
リ
・
●
、
ヘ
ヌ
こ
ハ
ナ
ヲ
ユ
ク
ス
エ
ヒ
コ
、
ロ
ッ
キ
テ

タ
登
霧
立
渡
里
不
見
日
波
猶
行
末
毛
心
尽
天

ヤ
エ
』
ハ
ヲ
モ
プ
ラ
ン

、

野
物
思
覧
さ
れ
ば
く
る
と
あ
く
と
は
朝
夕
の
義
也
問
花

の
う
つ
る
ふ
と
は
色
の
か
わ
る
を
云
ふ
梅
の
花
の
う
つ

上

ろ
ふ
と
云
は
色
の
か
は
る
を
云
也
如
何
答
や
ま
ふ
き
な
ん

ノ

ト
ハ
色
の
か
は
る
を
う
つ
る
ふ
と
い
ひ
梅
の
花
な
ん
と
は

」
咽
ウ

」
皿
オ

－107－



な
ら
は
さ
ら
な
ん

す
さ
め
ぬ

畠
ノ
ー
ｒ
仁
一
」
〃
く
、

七
葉

ウ
ッ
コ
フ

散
を
云
長
能
か
和
名
序
云
散
し
風
花
〈
帰
し
根
二
不
犀
待

残
ノ
春
↓
帰
恥
谷
二
鶯
〈
残
噂
音
ヲ
入
ユ
首
夏
一
又
万
葉

シ
ス
ラ
ヲ
カ
シ
ル
ノ
カ
キ
ヲ
ノ
ウ
ノ
ハ
ナ
ノ
ウ
ッ
セ
テ
カ
コ
ス
エ

云
賤
男
賀
柴
野
垣
面
野
卯
花
野
散
賀
木
末

ノ
ア
ヲ
ク
ナ
リ
ユ
ク

ウ
ツ
ロ
フ
。

野
青
成
行
此
寄
は
家
持
か
吾
也
さ
れ
は
う
つ

る
ふ
１
ハ
ち
る
を
云
也
寛
平
御
時
后
宮
の
吾
合

中

の
吾
と
は
寛
平
七
年
春
の
吾
合
也
此
寄
は
七
条
・
宮

（
に
力
）

御
寄
也
計
口
義
な
し
ち
る
と
み
て
の
吾
は
ち
る
と
ゑ
て

に

さ
て
有
へ
き
・
匂
ひ
の
袖
に
ま
て
花
の
わ
す
れ
か
た
し

と
よ
め
り
う
た
て
と
は
う
た
て
し
う
ト
云
事
也
是
ハ
白
楽

サ
ソ
フ

天
ノ
春
賦
中
ノ
花
部
詩
の
意
也
林
風
誘
花
↓
窓
ノ

｛
ソ
ー
プ
“
白
、

よ
〃
園
ク
・
』
、

シ
Ｏ

前
怨
梅
香
残
酔
袖
二
増
ユ
方
見
思
与
此
詩
の
意
也

ち
り
ぬ
と
も
の
吾
は
業
平
忍
ひ
て
か
ょ
ひ
奉

り
け
る
時
貞
観
十
三
年
二
月
に
備
前
に
し

る
よ
し
有
て
下
り
け
る
に
二
条
后
の
読
て
造

す
歌
也
是
風
の
吾
也
義
な
し
な
ら
は
さ
ら
な

む
↑
く
ち
る
と
い
ふ
事
を
は
な
ら
ふ
へ
か
ら
す
と
云
也

上

侍

人
の
家
に
う
へ
殉
た
る
桜
と
は
在
時
従
時
春

か
東
山
に
住
け
る
家
に
植
た
る
花
の
さ
き
は
し

め
た
る
を
云
在
侍
従
は
業
平
の
孫
滋
春
か
一
男
奇
に

無
義
山
た
か
み
の
吾
に
人
も
す
さ
め
ぬ
卜
は
人
も

、
、
、

ア
イ

あ
ひ
せ
ぬ
と
の
義
也
問
常
に
は
愛
せ
ぬ
を
す
さ
む
と

云
人
を
す
さ
む
る
と
云
も
人
を
ざ
ひ
し
む
る
を

云
也
猩
な
ん
そ
此
寄
に
愛
す
る
を
す
さ
む
る
と
云
哉

」
喝
オ

」
Ｍ
ウ

－108－



五十六一二山岸文庫蔵『古今和歌集聞耆』

ゑ
は
や

壁
ご
〃
加

答
云
今
髪
に
あ
ひ
す
る
・
を
す
さ
む
と
云
事
は
い
さ

ノ
ノ
″
コ
ノ
ア
キ
ハ
キ
ミ
ニ
ッ
カ
マ
ッ
ル
イ
ト
マ

む
る
意
也
万
葉
云
此
野
秋
波
君
永
仕
留
暇

ナ
．
．
、
ツ
キ
モ
ス
サ
メ
テ
ヨ
ヤ
Ｊ
く
、
ソ
フ
ル

無
身
月
毛
不
愛
天
夜
々
曽
布
留
文
集
云

○
唖

ト
ッ
キ
鍔
一

ス
サ
ム
ル
ヲ

好
女
〈
不
し
飽
レ
嫁
喜
ゞ
フ
人
愛
一
公
主
〈
不
し
飽
レ
賢
二
悦
フ

人
ノ
善
と
い
へ
り
又
漢
書
日
漢
氏
恋
ル
忘
婦
亨

涙
身
〈
如
二
在
海
巾
二
小
嶋
三
振
波
常
二
懸
テ
沈
テ
難

浮
圭
悔
哉
愛
君
日
怨
哉
共
契
時
是
李
夫
人
に
別
也
漢
ノ
武
帝
ノ

歎
キ
給
し
涙
床
に
積
て
如
叶
海
害
る
也
さ
れ
は
康
秀
李

斗
ご
ウ
ミ

夫
人
と
云
題
に
て
恋
に
な
く
涙
の
波
の
深
に
海
に
い
さ
わ

，
～
上
、
そ

れ
ら
さ
ら
は
み
る
め
か
つ
か
む
い
た
く
な
わ
ひ
て
我
我
桑

上

は
や
さ
む
＃
〈
我
象
て
さ
か
や
か
さ
む
と
よ
め
り
は
や
す

‐
’
一
ヶ
巻
書
ア
リ

と
は
さ
か
ふ
る
義
也
太
平
御
覧
云
君
子
得
暁
賢
其

タ
カ
ラ
フ
ヘ

家
貧
シ
テ
其
心
楽
シ
少
人
ノ
得
恥
愚
ヲ
其
家
宝
一
栄
テ
其
心

ナ
ヤ
二

脳
陸
物
ヲ
さ
れ
は
象
は
や
さ
む
と
は
さ
か
や
か
さ
む
と
云

古
向

事
也
是
寄
は
惟
・
親
王
遁
世
ノ
後
握
小
野
ノ
山
寺
に
宮
造
り

ス
ミ

て
棲
給
け
る
所
へ
ま
し
ノ
、
て
さ
ひ
し
げ
に
御
座
シ

け
る
を
み
奉
り
て
庭
な
る
桜
に
結
ひ
給
へ
る
御
妹
生

子
内
親
王
の
御
計
也
是
風
の
寄
也
山
桜
の
吾
は
北
山
の
桜
を

み
に
お
は
す
と
て
忠
仁
公
の
読
給
ふ
御
嵜
也
嵜
に
義
な
し

染
殿
の
后
と
は
忠
仁
公
の
御
む
す
め
也
さ
き
の
を
ほ
き
お
ほ

い
ま
う
ち
き
象
と
は
大
政
大
臣
忠
仁
公
也
此
寄
は
忠
仁
公
六

十
に
あ
ま
り
給
ひ
て
後
御
娘
の
后
の
は
な
や
か
に
ま
し

主
す
事
を
悦
ひ
て
よ
み
給
也
年
ふ
れ
は
の
吾
の

」
妬
ウ

」
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山
の
桜
ひ叉

家
つ
と

こ
蛍
一
ま
ぜ
て

/、

毎号
一オ竜

へ
山
也

心
は
我
み
年
よ
り
た
れ
と
も
后
を
象
た
て
ま
つ

れ
は
物
お
も
ひ
も
な
し
と
よ
ゑ
給
へ
る
也
な
き
さ
の

院
ゞ
〈
摂
津
国
の
水
無
瀬
に
有
是
は
惟
高
親
王
の
か

よ
ひ
給
ひ
し
所
也
此
寄
は
業
平
馬
頭
な
し
り
時
惟
高

親
王
に
仕
り
て
御
供
に
ま
い
り
た
り
し
時
よ
み
給

け
る
寄
也
意
は
世
中
に
断
て
桜
の
な
か
り
せ
は
中
ノ
ー
さ

く
ら
を
待
思
ひ
散
を
お
し
む
歎
き
も
な
く
て
春
の

タ
ヘ
テ

心
は
の
と
け
か
ら
ま
し
と
読
り
家
隆
に
は
不
断
桜

の
な
か
り
せ
は
と
よ
め
り
此
義
は
桜
の
咲
た
れ
ば
こ

そ
心
く
る
し
く
も
あ
れ
不
断
に
あ
ら
は
春
の
心
〈
の
と

け
か
ら
ま
し
と
也
い
し
は
し
る
の
奇
は
朱
雀
院
春
宮
／

御
時
二
摂
津
国
布
曳
の
瀧
に
ま
い
り
た
り
け
る
時

タ
キ瀧
の
ほ
と
り
の
桜
の
水
に
枝
の
せ
か
れ
て
花
の
桑
へ

け
る
を
御
読
し
て
あ
そ
ば
せ
る
朱
雀
院
の
御

吾
也
山
の
桜
と
は
比
叡
山
の
桜
也
家
つ
と
は
土
産
の

義
也
花
盛
に
京
を
ゑ
や
り
て
と
は
東
山
に
住
け
る

時
京
を
見
遣
り
て
よ
め
り
こ
ぎ
ま
せ
て
と
は
深
く
ま
し

ウ
ス
ク
コ
ク
イ
ロ
ソ
マ
シ
ハ
ル
ア
サ

ヘ
て
と
の
義
也
万
葉
云
薄
濃
色
曽
交
留
朝

モ
》
『
、
ジ
ノ
カ
ケ
ハ
テ
リ
マ
ス
ル
ル
ラ
シ

日
山
紅
葉
野
景
波
照
増
留
良
紫
と
ょ
め
り
朝

テ
リ
マ
サ
ル

日
山
－
ハ
竜
田
山
の
う
ち
こ
し
河
内
に
あ
り
桑
や
こ
そ

春
の
に
し
き
成
け
る
と
は
花
洛
と
云
意
を
よ
め
る

コ
ヲ
ハ

ト
ナ
セ
リ

也
文
記
禄
云
栄
帝
ノ
都
以
花
与
隙
順
公
ノ
家
〈

ヨ
テ

因
月
二
不
豚
葺
レ
文
意
〈
栄
帝
－
い
ひ
し
御
門
愛
花
↓
九
重
二

｜
Ｒ
ｕ
サ

Ｌ
１
１
ｒ

17
4－
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足
引
の
山

佃

多
ク
植
テ
入
門
こ
と
に
花
有
何
春
都
を
花
洛
卜
名
く

上

是
よ
り
し
て
一
切
ノ
都
を
花
洛
ト
名
く
さ
れ
は
み
や
こ

を
は
春
の
に
し
き
と
云
も
花
の
多
故
に
い
へ
り
是
も

フ
カ

花
洛
の
意
也
順
公
は
月
を
面
白
か
て
家
を
不
し
葺

桜
の
も
と
に
て
年
の
お
ひ
ぬ
る
事
を
な
け
く
と
は
友
則

ニ
シ

か
家
西
山
す
ゑ
け
る
時
の
事
也
色
も
か
も
の
吾
は
桜

を
か
く
し
題
に
て
読
る
寄
也
た
れ
し
か
も
と
め
て

と
は
も
と
め
て
の
義
也
寄
奉
れ
と
被
し
仰
し
ト
ハ

延
喜
御
時
嵜
め
し
上
時
の
事
也
け
ら
し
は
け
り
也

、

山
を
あ
し
ひ
き
と
云
に
三
の
義
有
一
一
〈
大
友
里
子

蔦
木
山
を
猟
し
給
け
る
時
白
キ
鹿
を
射
給
ひ
た
り

価

け
れ
は
足
に
あ
た
り
て
足
を
引
て
に
け
い
何

珊
、
、

コ
レ
エ
タ
ノ

て
山
を
あ
し
ひ
き
卜
云
二
二
〈
光
仁
御
子
惟
條
王
子

ヲ
ホ
サ
キ

廃
帝
王
子
と
軍
を
遣
し
時
筑
前
国
大
崎
云

山
に
て
彼
廃
帝
王
子
足
を
射
れ
て
は
ひ
ノ
ー
に
げ義

給
ひ
た
り
し
ょ
り
あ
し
ひ
き
の
山
と
云
皆
是
実
を
を

也
き
上

か
く
せ
る
か
為
に
実
に
は
日
本
記
云
い
さ
な
を
い
さ
な
象

ヒ

ヒ

の
尊
此
国
を
造
り
て
給
け
る
に
葦
の
し
け
り
た
り

、
山
上

け
り
何
て
日
本
を
葦
原
中
津
国
ゞ
云
如
レ
此
な
ら
む

こ

に
は
い
つ
く
に
か
神
達
も
す
ま
む
と
云
て
こ
神
あ
し

を
ひ
き
す
て
給
ひ
ひ
き
た
る
あ
と
は
い
ま
河
谷
と

な
り
引
あ
つ
め
て
つ
も
れ
る
所
は
山
と
な
る
故
に
山

～

一
フ
タ
ー
ー

を
あ
し
ひ
き
の
山
ト
云
問
其
義
な
し
は
谷
河
な
ん

上

」
Ｗ
ウ

」
鴫
オ

－111－



山
の
か
ひ

き
え
す
は

有
と
も
花

咲桜
散′、
物は
也る
に

ﾌ1』
二篭
ニオご

と
を
も
足
引
と
よ
む
へ
き
か
答
云
彼
谷
河
は
引

ｊ

た
る
あ
と
也
山
は
あ
し
の
つ
も
る
形
也
さ
れ
は

あ
し
の
有
に
付
て
山
を
あ
し
引
と
云
山
の
か
ひ
ト
〈

山
の
あ
ひ
也
五
韻
に
て
知
へ
し
雲
を
花
に
似
り
と
云
事

本
文
有
文
選
云
白
雲
峯
二
立
テ
遠
花
添
レ
色
春
水

満
谷
松
影
深
シ
又
長
房
記
云
雲
〈
似
し
花
雪
〈
如
レ
鶴

春
色
蒸
々
ト
シ
テ
不
し
尽
と
か
げ
り
万
葉
云
山
桜

一
、
テ
イ
ロ
ノ
ヲ
モ
ケ
レ
ハ
タ
ニ
’
一
モ
ヲ
’
一
二
」
力
、
ル
ク
モ

飽
ク
魔
天
色
野
重
波
谷
示
毛
尾
永
毛
懸
白
雲

さ
れ
は
花
は
雲
に
似
り
と
云
寛
平
の
御
時
と
は

寛
平
七
年
寄
合
也
糸
よ
し
の
Ｌ
山
へ
に
と
は
山
の

辺
に
と
云
義
也
や
よ
ひ
に
閏
月
の
あ
ま
り
け
る
と
は

貞
観
十
四
年
の
や
よ
ひ
也
寄
無
義
桜
の
花

さ
か
り
に
ひ
さ
し
く
と
は
さ
り
け
る
と
は
業
平

有
常
か
娘
と
夫
婦
な
り
し
時
京
へ
象
や
仕
し
に

行
た
り
し
か
二
条
后
を
を
か
し
奉
り
て
忠
仁
公
に

三
月
か
ほ
と
あ
っ
け
を
か
れ
た
り
け
る
時
の
事
也

桜
の
花
さ
か
り
に
き
た
り
け
る
と
は
貞
観
十
三
年

と

三
年
に
勅
勘
ゆ
り
て
き
た
る
也
あ
た
な
り
てヒ

な
に
こ
そ
た
て
れ
ト
ハ
桜
は
七
日
に
咲
散
物
也

然
に
此
花
ち
ら
ぬ
業
平
か
来
し
る
ニ
ハ
花
も
年
に

稀
な
る
人
を
待
け
り
と
読
ル
也
此
奇
は
有
常
か

娘
の
嵜
也
き
え
す
は
有
と
も
花
卜
朶
ま
し
や
と

は
ち
り
し
き
た
ら
ん
花
は
雪
と
の
み
見
へ
て
花

L一

18
ウ

｜
ｎ
ソ
米

Ｌ
『
Ｉ
ユ
貢
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初
葉

桜
色
に
衣

と
見
ま
し
や

＊
句
①

＊
１
１

ト
ハ
み
え
し
と
よ
め
る
也
散
ぬ
れ
は
の
吾
は

南
殿
桜
の
ち
り
か
た
な
る
を
御
覧
し
て
よ
ま
せ

給
ふ
七
条
中
宮
の
御
牙
也
寄
二
義
な
し
お
り
と

ト
モ
〈

ら
は
の
吾
も
同
人
の
御
吾
也
紀
の
有
朋
上
長

セ
ヲ
ノ

谷
雄
卿
子
友
則
か
父
也
さ
く
ら
色
に
と
は
桜
の

色
に
衣
を
ふ
か
く
染
て
春
卜
云
桜
の
花
見
に

来
り
け
る
人
と
は
貫
之
か
来
け
る
也
嵜
無
別

義
亭
子
院
と
は
宇
多
院
御
事
也
是
は
御
所

の
名
也
七
条
坊
門
南
小
池
の
御
所
是
也
計
に

春
霞
の
奇
は
南
殿
の
桜
の
ち
り
か
た
な
る
を
御
覧
し
て
延
喜
御
寄
也

牙
に
無
義
ま
て
と
云
に
ち
ら
て
も
の
牙
は
二
条
ノ
后
の
嵜
也
内
裏
の

奇
合
吾
也
な
ら
ひ
次
三
首
同
人
御
寄
也
寄
無
義

後
人
難
云
何
ソ
桜
に
思
ひ
ま
さ
ま
し
と
云
は
桜
よ
り
面
白
物
／
有
か
と
云
り

答
云
大
方
花
は
一
旦
の
興
也
月
ハ
か
は
ら
ぬ
な
か
め
な
る
に
依
て

月
〈
花
に
増
れ
り
と
見
た
り
証
寄
俊
本
卿
の
奇
に
云

春
の
花
秋
の
紅
葉
も
し
は
し
ま
て
月
そ
か
は
ら
ぬ
と
も
と
成
け
る

さ
れ
は
月
は
花
よ
り
も
興
有
と
見
た
り

残
り
な
く
の
吾
に
あ
り
て
世
の
中
ば
て
の
う
け
れ
ば
と
は
た
と
ひ
花
は

（
三
行
分
創
オ
を
重
複
書
写
）
＊
２

（
十
一
行
分
刻
オ
を
重
複
書
写
）

古
今
和
歌
集
巻
第
二

義
な
し○

春
下

」
岨
ウ

」
別
オ

」
鋤
ウ

」
皿
オ
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き
え
か
て
に

ひ
と
さ
か
り

心
ち
そ
こ
な
ひ
て

た
れ
こ
め
て

三
葉

山
の
桜
ひ
へ
山

又

閏 空
岬

ち
る
ま
を

た
に
と

二
葉

い
つ
ま
て
ち
ら
す
と
も
我
身
の
と
ま
る
ま
し
け
れ
ば
ば
て
う
し
と
云
也

こ
の
里
に
の
奇
は
二
条
の
后
大
原
に
住
給
け
る
時
読
給
ひ
け
る
吾
也

、

、

う
つ
せ
み
と
云
に
三
の
義
有
一
〈
空
蝉
と
か
け
り
二
に
は
小
蝉
と
か
き

い
～
、
‐
ヤ
マ
カ
セ
〈
イ
《
カ
ハ
ラ
ヌ
ヲ
隼
ヵ
〈
ノ

三
に
は
遷
蝉
と
書
り
万
葉
云
山
風
波
色
不
改
雄
萩
賀
葉
野

ウ
シ
鹿
ウ
イ
ロ
ニ
ヴ
ッ
セ
・
雪
、
ノ
〈
カ
ナ
キ
カ
ラ
モ
ナ
ワ
ノ
コ
ル
カ
モ

宇
津
呂
宇
色
永
空
蝉
野
無
墓
賀
良
毛
猫
残
留
賀
毛

万
葉
打
聞
也
ウ
ッ
セ
§
ノ
コ
’
一
キ
ク
ト
キ
ソ
且
ヒ
ヲ
ク
コ
ノ
シ
タ

古
撰
云
坂
上
老
女
奇
に
小
蝉
野
音
聞
時
曽
露
毛
置
木
下

カ
ケ
モ
ウ
チ
シ
ホ
レ
ケ
ル
、
、

影
毛
打
潤
建
留
三
二
遷
蝉
！
〈
日
本
記
二
有
是
は
夏
よ
り
秋
へ
遷

る
義
也
空
文
字
を
う
つ
と
読
事
は
文
選
云
盗
舜
〈
魯
州
ノ

空
人
也
文
う
つ
せ
桑
の
世
と
は
は
か
な
き
世
也
此
寄
は
染
殿
の
内

侍
の
司
也
染
殿
后
の
い
と
こ
西
三
條
左
大
臣
良
相
の
娘
也

桜
花
ち
ら
は
ち
ら
な
む
の
奇
は
惟
高
親
王
御
出
家
の
後
小
野
宮
二
寵
リ

函
ソ
ウ
ク

ヲ
イ

給
ひ
し
時
読
給
奇
也
寄
二
無
義
承
均
法
師
＃
は
世
之
か
猶
子
紀

文
定
か
子
也
桜
ち
る
の
吾
に
き
え
か
て
に
と
は
消
か
た
く
す
と
云
義
也

花
ち
ら
す
計
に
無
義
い
さ
桜
の
弓
に
ひ
と
さ
か
り
と
は
花
と
ひ
と
つ

さ
か
り
に
我
も
ち
ら
む
世
に
な
か
ら
へ
は
人
に
う
き
め
ゑ
え
な
む
と
読
也

あ
ひ
し
れ
り
け
る
人
と
は
躬
恒
也
吾
に
ひ
と
め
ぶ
し
と
は
人
を
一
目
見
鵬

に
は
非
す
花
を
一
目
み
て
行
し
人
を
云
也
古
今
庭
山
の
桜
ト
ハ
比
叡
山

の
桜
を
云
と
可
得
意
也
清
原
深
養
父
卜
は
干
時
肥
後
守
但
馬
守
通
雄
ヵ

孫
又
肥
後
守
房
則
か
次
男
春
霞
の
吾
に
散
ま
を
た
に
と
は
散
隙
を

ヨ
ル

た
に
と
云
心
也
心
ち
そ
こ
な
ひ
て
と
は
心
ち
の
わ
つ
ら
ふ
と
云
藤
原
ノ
因

メ

香
ノ
朝
臣
と
は
是
は
干
時
内
侍
頭
也
右
大
将
藤
原
経
行
ノ
嬢
副
に
た
れ

籠
て
と
は
を
ろ
し
籠
て
と
云
義
也
東
宮
の
雅
院
と
ば
内
裏
の
待
賢

門
院
の
内
北
の
門
也
是
は
光
孝
天
皇
ノ
御
時
保
明
ノ
親
王
莞
シ
給
ひ
て

」
別
ウ

」
躯
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、
］
罐
奉

し
つ
心
な
し

よ
き
て

こ
と
な
ら
は

後
悪
霊
と
成
給
た
り
け
る
を
祓
ひ
奉
る
所
也
御
河
水
と
は
内
裏
ノ

朝
き
よ
め
の
ち
り
は
き
入
る
河
也
常
寧
殿
下
よ
り
堀
リ
流
セ
ル
河
也

菅
野
高
世
と
は
干
時
式
部
日
本
武
尊
の
孫
藤
原
ノ
古
人
ノ
末
忠
輔
か

子
也
寄
無
義
こ
と
な
ら
は
と
は
如
此
な
ら
は
元
よ
り
さ
か
て
こ
そ
有

ら
め
や
か
て
ち
れ
は
と
云
也
家
隆
に
は
朝
と
な
ら
は
と
読
り
是
は
ち
る
へ
き

朝
な
ら
は
元
よ
り
さ
か
て
こ
そ
あ
ら
め
と
云
也
し
つ
心
な
し
と
は
し
つ

か
な
る
心
な
し
と
云
心
也
桜
の
こ
と
く
散
物
は
な
し
と
云
人
と
は
貫
之

粟
津
に
住
け
る
時
橘
の
為
幹
客
人
に
て
来
り
け
る
時
花
を
ゑ
て

と
く
散
物
な
し
と
云
聞
て
読
也
奇
に
人
の
心
そ
風
も
吹
あ
へ
ぬ
と

は
人
の
心
そ
風
の
如
く
さ
わ
か
し
き
と
云
是
は
文
記
録
の
文
の
心
を
読
也

文
云
香
慎
峯
ノ
月
清
明
ニ
シ
｜
ァ
影
不
ス
替
一
三
詠
人
厭
圭
毫
厭
応
雨
ヲ
心
。
早
ク
シ
テ
似
／

駿
風
一
此
文
の
心
を
読
ル
也
久
か
た
の
ひ
か
り
の
と
け
き
春
の
日
に
と
は
延
喜

〈
ヤ
？
手
カ
セ

の
御
時
天
下
の
長
閑
テ
ル
を
云
也
東
宮
の
帯
刀
の
陣
と
は
内
裏
の
東
宮
の

座
す
方
に
有
藤
原
ノ
良
風
は
千
時
帯
刀
の
先
生
興
風
か
孫
忠
継
か
子
也

奇
に
よ
き
て
と
は
の
そ
き
て
と
云
義
也
心
つ
か
ら
や
と
は
心
と
ち
る
を
み
ん

と
云
也
桜
の
ち
る
を
読
り
と
は
内
裏
の
南
殿
の
桜
を
ゑ
て
読
ル
也

奇
二・
無
義
山
た
か
み
ぶ
つ
上
我
こ
し
の
奇
は
奇
に
無
義
春
雨
の
奇
は

大
伴
ノ
黒
主
清
和
の
御
時
備
前
国
へ
吉
備
津
宮
の
長
官
に
成
て
下
り

た
り
し
時
彼
宮
の
さ
く
ら
を
み
て
読
る
也
此
奇
に
春
雨
の
ふ
る
は
涙

か
と
は
白
楽
天
賦
の
詞
を
題
に
て
読
る
也
其
詞
云
仁
風
普
ク
潤
う
花

美
ノ
中
此
心
也
仁
風
と
は
春
ノ
風
也
普
ク
潤
と
は
春
の
風
の
花
を
散
す
を

借
く
泣
ク
人
の
涙
の
う
る
ほ
ふ
事
を
作
り
給
賦
也
桜
花
ち
り
ぬ

ラ
ン
ク
ワ

る
の
吾
は
本
文
の
心
を
読
也
文
集
云
乱
花
似
即
浪
二
碧
罹
天
旅
雁

。
○
卸
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故
郷
の
事

花
の
木

ウ
ヘ

浮
痙
船
ヲ
白
雲
ノ
上
此
詞
の
心
也
此
詩
は
白
楽
天
泉
峯
ノ
桜
を
桑
せ
に
王
の
造
し

と

た
り
け
る
時
泉
峯
ニ
テ
作
り
て
王
に
奉
る
詩
也
雁
を
舟
を
読
本
文
も

上

此
詩
也
な
ら
の
象
か
と
具
は
平
城
天
皇
也
吾
に
ふ
る
郷
と
な
り
に
し

な
ら
の
都
に
も
と
は
桓
武
ノ
御
時
延
暦
十
年
歌
に
奈
良
の
京
を
長
岡
の

ヲ
ク
ロ

ヲ
サ

京
へ
う
つ
す
此
時
の
御
使
は
大
納
言
藤
原
小
黒
丸
左
大
弁
同
小
佐

イ
‐
。
、
『美
九
二
人
也
此
時
平
城
は
春
宮
ノ
大
子
に
て
長
岡
に
住
給
ひ
け
る
か

な
ら
に
行
給
ひ
て
や
え
桜
を
み
て
読
給
也
故
郷
と
は
ふ
る
の
京

な
れ
は
云
ふ
る
の
京
を
ふ
る
さ
と
上
云
事
は
内
裏
に
て
は
九
重
の

内
を
は
皆
さ
と
呉
云
又
郷
と
云
字
を
は
み
や
こ
と
云
よ
み
有
さ
と

象
や
こ
同
し
字
な
る
か
故
に
み
や
こ
を
さ
と
奥
云
政
纒
云
風
ノ
姓
方

レ
イ
室
ウ
ノ
。
シ
ン

「
一
ウ

ア
ラ
ス
ゞ
『
、
ヤ
ゴ
ヲ
一
一

死
霊
公
後
臣
依
吟
犯
云
一
二
后
宮
ヲ
被
噂
詳
七
来
ル
荒
郷
ノ
鬼
菫
冒
り
さ
れ
は
桑
や
こ
と

、

さ
と
上
は
同
し
義
也
又
な
ら
の
京
を
古
郷
と
云
に
二
の
義
有
一
〈
ふ
る
き

ｔ
、
、

フ
ル

都
な
る
故
に
云
二
〈
湊
の
か
み
の
郡
布
留
さ
と
な
る
か
故
に
ふ
る
さ
と
些
云

故
に
た
上
古
郷
と
云
は
奈
良
の
京
と
心
得
私
の
古
郷
詞
を
い
ひ
あ
ら
は

す
へ
き
也
た
と
へ
は
わ
か
古
郷
共
出
し
ふ
る
さ
と
坐
も
い
ひ
あ
ら
は
す

へ
き
也
さ
れ
は
古
郷
は
吉
野
山
の
ち
か
け
れ
は
と
云
歌
は
奈
良
の
京
の

事
也
平
城
御
即
位
の
後
長
岡
の
京
は
十
年
有
て
平
ノ
京
へ
う
つ
す

此
時
の
御
使
も
小
黒
丸
淳
和
ノ
御
時
よ
り
平
ノ
京
は
定
り
ぬ
良
峯
の

宗
貞
は
遍
昭
か
俗
名
也
干
時
右
近
衛
ノ
少
将
也
嵜
二
花
の
色
は
霞
に
こ

め
て
み
せ
す
共
の
吾
は
無
義
寛
平
御
時
き
さ
い
の
宮
！
〈
七
条
の

中
宮
又
は
高
藤
ノ
大
臣
の
御
娘
胤
子
の
女
御
と
云
義
も
有
此
牙
合
は

寛
平
九
年
の
春
の
吾
合
也
嵜
に
花
の
木
と
は
桜
を
云
也
春
た
て

ハ
ル
タ
テ

は
と
は
春
断
ハ
ト
書
り
さ
れ
は
春
の
た
ゆ
る
を
云
此
弓
の
心
は
桜
は
い
ま
は

」
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ウ
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ご
‐
と

あ
つ
ら
へ
つ
く
る

あ
り
な
め
と

く
れ
な
は
な
け
の

ジ
乃
恥
『
も

し
力
も
力
く
す
力

五
葉

う
へ
し
春
く
る
れ
は
う
つ
る
ふ
色
に
人
の
習
に
と
云
春
の
色
の

、
、
、
、

テ
イ
シ
ン

牙
は
重
明
親
王
春
日
に
参
給
け
る
時
御
供
に
て
読
給
貞
信
公
ノ
御
寄
也

。
函
⑤

貞
信
公
と
は
昭
宣
公
ノ
第
四
ノ
子
小
一
条
ノ
関
白
従
一
位
上
大
政
大
臣
忠
平
也

重
明
は
延
喜
第
一
の
王
子
也
寄
に
春
の
色
と
は
春
を
云
也
さ
け
る
さ
か
さ
る

花
の
桑
ゆ
覧
と
は
さ
か
ぬ
所
へ
は
散
て
行
と
云
み
わ
山
と
は
大
和
の
三
輪
／

山
也
し
か
も
か
く
す
か
と
は
普
通
／
さ
し
も
か
く
す
か
と
云
義
也
雲
林
院
の

ゑ
こ
と
は
嵯
峨
天
皇
ノ
王
子
常
虎
ノ
親
王
也
い
さ
け
ふ
は
の
弓
に
春

の
山
へ
に
ま
と
ひ
な
ん
と
は
春
の
山
に
童
と
ひ
あ
り
き
て
花
を
見
と
云
義
也

家
隆
一
一
く
ま
と
ゐ
な
む
と
云
是
は
あ
つ
ま
り
居
ル
義
也
な
け
の
花
の
か
け
か
は
と
は

マ
カ
ネ
フ
ク
キ
ヒ
ノ

日
く
れ
な
は
無
な
る
花
の
か
け
か
は
と
云
義
也
万
葉
云
真
金
吹
吉
備
野

ナ
カ
ヤ
マ
ユ
ク
ッ
キ
ノ
ナ
ケ
ノ
ヒ
カ
リ
ニ
ア
ト
テ
ラ
セ
カ
ケ

中
山
行
月
野
無
気
野
光
永
跡
照
影
と
い
へ
り
さ
れ
は
な
け
の
か
け

と
は
な
き
か
け
か
は
と
い
ふ
義
な
り

い
つ
ま
て
か
の
吾
に
花
し
ち
ら
す
は
の
し
文
字
は
や
そ
め
字
也
吾
二
無
義

春
毎
の
吾
に
あ
り
な
め
と
と
は
あ
る
ら
め
と
云
義
也
此
奇
は
貫
之
か
家

フ
ル

に
嵜
合
し
け
る
時
古
き
文
の
心
を
吾
て
人
々
に
よ
ま
せ
け
る
時
文
集

の
文
心
ヲ
読
ル
貫
之
か
娘
助
か
寄
也
此
助
は
延
喜
第
七
の
宮
友
明
の
親
王
ノ

ナ
イ
Ｕ
シ

タ
ト
ヒ
ア
ブ
卜

思
ひ
人
也
後
に
は
助
内
侍
と
云
是
也
文
に
云
縦
雌
嘩
徳
二
万
春
一
一
見
ン
ゞ
ト
ハ
花
ヲ
待
人
ノ
命
ノ

ナ
カ
キ長
？
と
い
へ
り
此
文
の
心
也
耐
縫
全
聖
瀧
罐
錫
埋
蕊
篭
蕊
兼
〃
ラ
ン
↓
ナ
ー

七
条
中
宮
の
御
寄
也
牙
に
無
義
吹
風
の
吾
に
あ
つ
ら
へ
つ
く
る

と
は
常
に
あ
つ
ら
へ
つ
く
る
と
云
心
也
此
ひ
と
も
と
と
は
木
の
下
也
此
吾
は

清
和
の
御
時
志
賀
の
花
見
の
御
幸
御
供
に
て
よ
み
給
也
国
経
ノ
大
納

言
の
寄
也
待
人
も
こ
ぬ
も
の
ゆ
へ
に
の
奇
は
か
ゑ
の
本
文
を
題
に
て
よ

み
し
時
の
同
し
時
の
奇
合
の
寄
也
文
集
云
三
春
惜
花
↓
鶯
ノ
ー
声
卜
云
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な
ら
な
く
に

こ
ま
な
め
て

洽

子

六

葉
ち
く
さ

こ
工
台
つ

心
也
さ
れ
は
花
を
鶯
も
借
む
意
を
よ
む
也

〔
余
“
。
。
、
〕

寛
平
の
御
時
后
の
宮
の
奇
合
の
吾
と
は
上
に
同
し
藤
原
ノ
興
風
↑
は
干
時

セ
ウ

ハ
マ
ナ
リ
。

因
幡
ノ
大
抵
藤
原
ノ
浜
成
か
孫
治
部
ノ
大
輔
道
成
か
子
と
す

チ
ツ
ナ

咲
花
は
ち
く
さ
な
か
ら
に
と
は
千
品
也
花
こ
と
に
と
云
義
也
源
氏
二
云

チ
ク
サ

吉
野
山
ち
く
さ
の
花
を
か
そ
へ
て
や
こ
す
ゑ
こ
と
に
は
う
く
ひ
す
の
な
く

ク
ナ

此
寄
も
木
す
ゑ
こ
と
に
と
い
へ
は
木
あ
ま
た
の
花
を
千
品
と
さ
す
也

春
霞
の
寄
無
義
霞
立
の
奇
無
義
一
花
み
れ
は
の
寄
無
義
一

鶯
の
な
く
野
へ
こ
と
の
吾
は
散
た
に
有
に
風
た
に
吹
を
惜
て
鴬
の
鳴

力
、
、
、

と
読
り
本
文
上
の
三
春
の
文
の
こ
と
し
此
吾
は
延
喜
三
年
に
醍
醐

寺
を
作
り
給
ひ
て
後
に
参
り
給
ひ
け
る
時
道
な
る
花
に
鶯
の

鳴
け
る
を
み
て
よ
ま
せ
給
延
喜
の
御
嵜
也
次
の
吾
同
し
時
ょ
ま
せ

ナ
イ
ン
ア
マ
ネ
イ
コ
ノ

ツ
・
不
シ

給
御
嵜
也
此
寄
無
別
儀
典
侍
洽
子
朝
臣
－
は
左
大
臣
源
ノ
常
の
娘

キ
ウ
シ

』
鋲
、
．

嵯
峨
御
孫
也
治
子
と
書
ァ
三
の
読
有
一
〈
治
子
二
《
あ
ま
ね
き
こ
第

三
の
義
は
家
の
口
知
事
也
寄
に
無
義
仁
和
の
中
将
↑
は
そ
の
親
雅
と

ヨ
シ
カ
タ

不
住
或
本
に
は
良
方
ノ
中
将
を
云
と
見
た
り
み
や
す
所
の
家
の
吾
合
と

は
二
条
の
后
元
慶
ノ
時
の
奇
合
彼
中
将
を
和
吾
所
と
し
て
奇
を
取

さ
は
く
ら
せ
給
ひ
し
時
の
事
也
故
に
仁
和
中
将
の
糸
や
す
所
の
家
の

ノ
チ
カ
ケ

家

奇
合
に
と
云
也
藤
原
ノ
後
蔭
子
時
左
少
将
中
納
言
・
定
か
孫
中
納
言

有
穗
か
子
也
嵜
二
無
義
嵜
に
た
っ
た
と
可
読
一
こ
つ
た
へ
は
の
吾
に

Ｉ
～
帆

マ
キ
ノ
モ
ク
ア
ナ
シ
ノ
ヤ
マ

こ
入
ら
と
は
お
ほ
き
事
多
数
ト
書
り
万
葉
云
槇
木
穴
芝
野
山

ノ
サ
ネ
カ
ッ
ラ
コ
、
ラ
ノ
ト
シ
モ
ク
ル
シ
キ
モ
ノ
ヲ

野
真
葛
多
数
野
年
毛
苦
気
物
於
此
寄
は
大
和
の
乙
丸
か
恋
を

し
て
読
る
吾
也
し
る
し
な
き
の
寄
無
義
但
シ
な
ら
な
く
に
と
云
事

は
無
に
と
云
事
也
こ
ま
な
め
て
は
こ
ま
な
ら
へ
て
と
云
義
也

L一一
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山
寺

花
つ
ゑ

ち
り
か
ふ

七
葉

此
吾
は
忠
仁
公
の
読
て
惟
高
ノ
御
子
に
奉
ル
是
は
志
賀
ノ
花
見

に
ま
し
ま
せ
と
さ
そ
ひ
奉
る
吾
也

ヒ
メ
ミ
ヤ
ヨ
ウ
シ

散
花
を
の
吾
は
延
喜
第
八
の
姫
宮
用
子
内
親
王
の
御
寄
也
別
無
義

花
の
色
は
の
吾
に
我
三
世
に
ふ
る
と
は
我
身
世
の
中
を
ふ
る
い
と
ま
な
き
に

花
を
も
桑
て
散
ぬ
と
云
是
は
業
平
と
夫
婦
に
て
常
磐
の
里
に
住
し

時
の
事
也
仁
和
の
中
将
同
上
一
一
一
み
や
す
処
も
同
上
一
此
時
の
弓
合
髻
元
慶
ノ

時
也
歌
に
お
し
と
思
心
は
い
と
に
よ
ら
れ
な
ん
と
は
花
の
散
を
を
し
む
心
の

乱
れ
て
花
に
よ
る
と
云
を
い
と
さ
く
ら
に
な
そ
ら
へ
て
読
る
な
り

散
花
山
と
に
い
き
て
と
里
め
む
と
は
い
と
さ
く
ら
と
云
に
付
て
読
る
也

志
賀
の
山
こ
え
に
女
の
お
ほ
く
あ
へ
る
と
は
延
喜
三
年
三
月
晦
日
廷

志
賀
の
花
摘
に
行
を
云
也
此
花
つ
ゑ
と
云
は
三
月
の
み
そ
か
匡
必
す

内
裏
の
女
房
た
ち
散
残
る
花
を
尋
て
合
す
る
事
あ
り
其
を

云
也
此
女
と
も
と
は
在
原
滋
春
か
娘
源
ノ
当
純
か
娘
弁
内
侍
源
ノ
彼

の
娘
正
此
人
々
也
あ
つ
さ
弓
の
奇
の
道
も
さ
り
あ
へ
す
花
そ

散
け
る
と
は
女
を
花
に
た
と
へ
て
云
也
寛
平
の
御
時
の
奇
合
上
一
一

〔
寺
〕

同
シ
春
の
野
の
吾
に
散
か
ふ
と
は
ち
り
ま
か
ふ
也
山
寺
に
ま
ふ
て
上

と
は
近
江
の
石
山
寺
也
や
と
り
し
て
の
奇
に
夢
の
う
ち
に
も
花
そ

、
、
、
、
、

ハ
ヤ
ト
キ

散
け
る
と
は
延
喜
伝
ノ
中
ノ
詩
の
意
也
此
詩
台
中
納
言
橘
ノ
逸
勢
か
詩
と
云

人
有
委
く
尋
れ
は
逸
勢
は
古
今
已
後
の
人
也
此
詩
実
に
は
橘
の

ユ
向
ソ

サ
ラ
ム
カ

始
祖
か
詩
と
見
た
り
其
詩
云
春
ル
去
り
夏
シ
来
レ
ー
モ
夢
中
ノ
花
ナ
未
嘩
去
迎
吟
月
ヲ

ヒ
ト
ツ

ス

迎
庵
時
ヲ
其
思
」
一
ナ
リ
と
い
へ
り
此
詩
の
こ
上
ろ
也

寛
平
の
御
時
后
の
宮
の
奇
合
と
は
上
に
お
な
し
吾
無
義

志
賀
よ
り
か
へ
る
女
と
は
是
も
花
つ
ゑ
よ
り
か
へ
る
人
也
業
平
の
い
も
う
と
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あ
か
な
く
に

あ
や
な
く

こ
な
く
に

、井
出
の
山
吹

九
葉

八
葉

可

い
ま
も
力
も

兼
見
ノ
女
王
遍
昭
い
も
う
と
在
常
か
娘
等
也
花
山
は
東
山
に
有
司
無
義

家
に
藤
の
花
さ
け
る
と
は
躬
価
堀
河
に
す
み
け
る
時
西
三
条
の
中

ヨ
シ
ス
ケ

納
言
藤
原
の
知
行
か
た
ち
と
ま
り
て
ふ
為
を
云
也
足
は
良
相
の
子
也

奇
二
無
義
い
ま
も
か
も
と
云
は
今
も
香
は
と
云
義
也
家
隆
に
は

今
も
昔
し
と
云
義
也
と
い
へ
り
橘
の
小
鵬
は
宇
治
河
の
中
に
有

こ
し
ま
の
く
ま
と
は
隅
と
云
義
也
か
く
れ
の
義
也
是
は
宇
多
天
皇
の

宇
治
に
住
給
ひ
け
る
時
か
し
こ
へ
読
て
奉
る
昭
宣
公
の
御
吾
也

あ
め
ふ
り
け
る
日
山
吹
を
お
り
て
人
の
か
り
や
る
と
は
藤
原
の
長
平

の
大
臣
の
許
へ
や
る
と
て
読
給
二
条
の
后
の
御
寄
也

春
雨
の
牙
あ
か
な
く
に
は
あ
か
ぬ
と
云
義
也
山
吹
は
の
吾
に
あ
や
な
は
無
益

義
也
こ
な
く
は
こ
ぬ
に
と
云
義
也
此
計
は
日
本
記
に
有
是
左
大
臣
橘
の

諸
兄
山
城
の
国
井
出
寺
を
作
り
て
廻
廊
に
山
吹
を
植
た
り
け
り
内

タ
カ
．

大
臣
高
向
の
迦
留
卜
彼
の
寺
を
う
つ
し
て
光
明
山
を
立
山
吹
を
移
し

て
彼
寺
の
廻
廊
に
う
へ
て
彼
迦
留
諸
兄
の
へ
使
を
以
て
云
や
る
君
の

う
へ
け
る
山
吹
を
う
つ
し
う
へ
た
る
き
て
象
給
へ
と
云
け
れ
は
こ
む
と
い
ひ

て
こ
さ
り
け
る
日
読
て
造
ス
迦
留
の
大
臣
の
奇
也
彼
井
出
寺
後
津
国
に

移
し
て
作
れ
り
吉
野
河
の
吾
別
無
義
か
は
つ
な
く
の
奇
は
嵯
峨
／

天
皇
お
り
ゐ
の
御
時
承
和
二
年
の
三
月
に
井
出
ノ
山
吹
ゑ
に
座
し
た
り

キ
ヨ
ト
モ

け
る
に
花
散
た
り
け
る
に
よ
ま
せ
給
吾
也
此
牙
は
共
奉
の
臣
下
清
友
ノ

叩
酌

卿
の
吾
と
注
セ
リ
是
は
王
の
御
吾
也
と
云
事
を
か
く
す
故
也

春
の
と
く
す
ぐ
る
を
読
る
と
は
昌
泰
二
年
三
月
也
牙
に
無
義

や
よ
ひ
に
鶯
の
声
の
久
く
き
こ
え
さ
り
け
る
と
は
延
喜
元
年
三
月
也

寄
無
義
や
よ
ひ
の
晦
日
に
山
を
こ
え
け
る
と
は
昌
泰
元
年
に
貫
之

」
詔
オ

」
”
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五十六一二山岸文庫蔵『古今和歌集間害』

弗
卜
つ
こ
‐
と

や
す
き

ま
に
ノ
１
１

＊
１
孟

我
宿
の
吾
は
聖
武
天
皇
の
御
時
人
丸
大
和
国
十
市
郡
に
家
作
り
て

住
け
る
時
我
家
の
藤
の
花
を
み
て
読
ル
也
寄
二
無
義

卯
月
匡
さ
け
る
桜
と
は
延
喜
元
年
卯
月
に
お
そ
桜
の
咲
を
云
也

〔
一
二
〕

古
今
和
歌
集
巻
第
二

肥
前
守
に
成
て
下
り
け
る
時
備
前
の
中
山
を
こ
ゆ
る
と
て
読
也

、

花
ち
ら
す
の
吾
に
ま
に
ｊ
Ｉ
、
と
云
に
二
の
義
有
一
《
ま
Ｌ
に
と
云
義
也
是
は

．
、
、
、
、
、

花
の
散
く
る
ま
坐
に
た
つ
ね
ゆ
け
は
と
云
義
二
〈
ひ
ま
，
Ｊ
１
に
と
云
義
也

シ
ラ
ヤ
マ
ノ
ユ
キ
ノ
マ
ニ
ノ
ｆ
、
ニ
モ
エ
イ
ッ
ル
ク
サ
ノ
チ
ク
ナ
ニ
ハ
ル
ソ
・
マ
、
エ
ケ
ル

万
葉
云
白
山
野
雪
野
間
々
永
萌
出
留
草
野
千
品
永
春
曽
見
建
留

レ留
と
い
へ
り
此
牙
の
ま
に
ｊ
、
と
は
ま
上
の
義
也
春
を
惜
て
と
は
元

慶
七
年
三
月
也
お
し
め
と
も
の
牙
に
春
霞
か
へ
る
逆
に
し
立
と
は

春
の
か
へ
る
道
に
霞
の
立
と
云
意
也
寛
平
の
御
時
に
↑
は
同
上
一

牙
に
声
た
え
す
と
は
声
不
断
の
義
也
や
ょ
ひ
の
脈
日
と

は
延
喜
二
年
三
月
也
花
つ
み
よ
り
帰
る
女
と
は
大
江
盛
章
か

モ
リ
ア
キ
ラ

娘
滋
春
か
娘
等
也
志
賀
よ
り
帰
る
也
と
Ｌ
む
へ
き
も
の
と
は
な
し
に
の

吾
に
散
花
こ
と
に
た
く
ふ
心
か
と
は
帰
る
女
こ
と
に
心
の
た
く
う

ナ
キ

と
い
へ
り
た
く
う
と
云
事
同
上
一
な
し
と
は
無
に
と
云
事
也

や
よ
ひ
の
晦
日
と
は
貞
観
十
四
年
三
月
有
常
か
許
よ
り
藤
の
花
を

こ
ひ
け
れ
は
折
て
や
る
と
て
読
ル
嵜
也
ぬ
れ
つ
上
の
奇
に
春

は
い
く
か
も
あ
ら
し
と
思
へ
は
と
は
春
の
残
り
は
い
く
か
も
あ
ら
し
と

云
心
也
亭
子
院
の
春
の
ば
て
の
弓
合
と
は
宇
多
院
の
御

時
寛
平
六
年
三
月
晦
日
の
吾
合
也
丹
に
無
別
儀
似
シ
奇
に

た
つ
こ
と
や
す
き
と
は
花
の
か
け
を
た
ち
さ
り
か
た
し
と
云
心
也

（
約
三
行
分
余
白
）

○
夏
嵜

」
認
ウ
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二
葉

ま
た
し
き

五
月
ま
つ

花
橘

尾
花
ま
ね
く

う
ち
は
ふ
き

ト
シ
サ
タ

紀
利
貞
ト
ば
千
時
侍
従
紀
ノ
有
常
か
二
男
哀
て
ふ
の
吾
は

花
の
は
か
な
く
散
と
云
事
を
あ
ま
た
に
な
さ
し
と
て
春
よ
り
後
ま
て

さ
く
か
と
読
り
ひ
と
り
さ
ぐ
ら
ん
と
云
処
に
桜
を
か
く
し
て
読
り

五
月
ま
つ
の
吾
に
う
ち
は
ふ
き
と
は
烏
の
羽
を
う
ち
は
ふ
ぐ
を
云
也
此

吾
は
貞
観
十
七
年
四
月
晦
日
に
い
ま
た
郭
公
の
な
か
さ
り
け
れ
は
郭
公
を

待
て
相
坂
山
に
行
た
り
け
る
に
読
給
人
康
の
親
王
の
吾
也
仁
明
天
皇
の

御
子
也
さ
月
こ
は
の
計
に
ま
た
し
き
時
の
声
と
は
い
ま
た
さ
か
り
に

な
ら
ぬ
声
也
五
月
待
花
橘
と
は
大
国
に
は
五
月
五
日
必
す
橘
を
酒
に
入
て

、

の
む
也
さ
れ
は
五
月
を
待
と
云
は
花
橘
の
袖
の
か
と
云
に
二
義
有
一
一
一
は

日
本
記
云
天
武
天
皇
の
御
時
か
百
済
国
よ
り
橘
を
日
本
へ
わ
た
す

王
め
て
お
ほ
し
め
し
て
是
を
御
袖
に
つ
Ｌ
桑
給
ふ
崩
御
の
後
彼
御
衣

を
取
出
し
た
り
け
れ
は
橘
の
香
か
袖
に
匂
ふ
其
時
参
議
岡
丸
と
云

人
御
衣
の
御
袖
を
か
ほ
に
押
当
て
な
く
ｊ
、
読
る
吾
有
其
寄
に
云

な
き
跡
の
形
見
と
て
に
や
大
君
の
衣
の
袖
に
た
ち
ば
な
の
に
ほ
ひ
セ
キ

ル
イ
ウ
ウ
ル
ホ
フ
コ
ウ
ハ
ウ
。
。

は
か
り
を
の
こ
し
を
き
け
ん
又
漢
書
二
云
涙
雨
漸
ク
潤
興
芳
七
尺
之

シ
ウ
ト
ウ
ス
イ
ス
チ
セ
キ
チ
ヤ
ウ

ハ
ヤ
ク
マ
ト
ハ
ス
。

盧
橘
繕
ヵ
｜
一
伝
う
古
紬
頭
髄
貫
疹
脈
ヲ
苑
雀
二
丈
之
薄
花
速
迷
後
心
一

口
四
四
テ
ン
う

と
い
へ
り
文
の
心
は
漢
の
武
帝
の
御
時
田
夫
興
芳
ト
テ
夫
婦
ア
リ
妻
ノ
興
芳
死
テ

ニ
＠

画
。
。
。

後
男
七
日
を
経
て
彼
墓
を
見
ル
ー
墓
よ
り
橘
を
ひ
た
り
な
か
さ
七
尺
也

其
香
別
れ
し
妻
の
有
香
に
似
り
袖
に
其
葉
を
こ
き
入
て
家
に

帰
り
ぬ
此
香
う
せ
す
し
て
後
迄
有
此
二
意
を
以
テ
花
橘
の
袖
の
香

セ
キ
ロ
ウ
シ
司
一

を
昔
の
人
に
よ
せ
て
読
也
又
莞
雀
婁
州
と
て
夫
婦
有
妻
の
苑
雀

物
を
ね
た
ゑ
て
野
に
行
て
死
ぬ
男
尋
て
あ
り
く
に
二
丈
は
か
り
な
る

尾
花
我
を
ま
ね
く
行
て
み
れ
は
彼
妻
の
か
は
ね
よ
り
生
出
た
る

」
鋤
オ

｜
鋤
ウ

－111



五十六一二山岸文庫蔵『古今和歌集聞耆』

宇
佐
ノ
勅
使

な
く
な
る

郭
公
夏
出
ル

郭
公
二
十
種

名
ア
リ

ﾉ歩

I,ビト

た

動
、
ノ
由
、
イ

カ
《
と
汽
勺
人

ス
、
キ

マ
ネ
ク

薄
也
是
よ
り
し
て
尾
花
の
人
を
招
と
云
事
を
読
り
此
五
月
ま
つ

の
吾
は
貞
観
十
三
年
四
月
に
清
和
の
御
時
業
平
宇
佐
ノ
勅
使
に
下
り

た
り
け
る
時
小
野
小
町
業
平
の
妻
に
て
有
し
に
は
な
れ
て
後
宇

「
一
レ
ア
キ
ラ

ヲ
ン
ナ

佐
ノ
使
承
官
人
大
江
惟
章
ヵ
妻
二
成
て
か
し
こ
に
有
と
問
て
業
平
女
あ

訓

る
し
に
見
参
せ
ん
と
云
け
れ
は
小
野
小
町
か
読
て
出
す
吾
也
い
つ
の
ま
に

１

の
奇
は
四
条
の
后
の
御
吾
也
嵜
に
無
義
但
シ
な
く
な
る
と
可
読
今
朝

き
な
く
の
丹
は
延
喜
の
御
時
内
裏
ノ
奇
合
に
読
給
河
原
院
ノ
左
大
臣

ト
プ
ル融
卿
ノ
娘
御
寄
也
此
寄
の
心
は
郭
公
は
昔
を
恋
ル
烏
な
れ
は
橘
も
昔
の

香
に
匂
ふ
物
な
れ
は
橘
に
宿
を
か
る
と
読
ル
也
文
集
云
郭
公
去
テ
南

シ
ニ
ヲ
ブ
タ
、
ヒ

ヲ
モ
。
ス
ム
キ
ツ

寿
ヲ
再
不
帰
一
常
思
テ
旧
里
↓
栖
橘
樹
一
と
い
へ
り
文
の
意
は
郭
公
は
霊
州
の

民
な
り
し
か
舟
に
乗
て
海
を
渡
る
程
に
南
風
に
は
な
た
れ
て
北
国
一
来

る
寒
に
た
へ
す
し
て
死
に
ぬ
生
を
か
へ
て
烏
と
な
り
た
れ
と
も
あ
た
些

か
な
る
時
を
待
て
夏
里
に
出
る
と
い
へ
り
さ
れ
ば
古
郷
を
恋
し
か
り

て
木
の
南
の
枝
に
す
を
く
ひ
橘
を
な
つ
か
し
か
り
て
す
む
と
云
り

音
羽
山
と
は
近
江
に
有
嵜
に
無
儀
郭
公
初
音
き
け
は
の
牙
に

ぬ
し
さ
た
ま
ら
ぬ
恋
せ
ら
る
か
た
と
は
郭
公
と
は
つ
ま
を
恋
る
烏

な
る
か
故
に
其
声
を
間
は
誰
を
と
も
な
き
恋
か
せ
ら
る
上
と
云
也
は
た

イ
ニ
シ
ヘ
ノ
ッ
マ
ヤ
コ
イ
シ
キ
ホ
ト
、
キ
ス
ナ
ッ
ノ
ョ
ス
カ
ラ

と
は
将
に
と
云
義
也
万
葉
云
古
野
妻
野
恋
気
郭
公
夏
野
終
夜

ナ
キ
ア
カ
ス
ラ
ン

ヤ
マ

ワ
カ
レ

ナ
ク

タ
ヘ

鳴
明
覧
又
文
選
云
思
上
未
睦
休
恋
烏
ノ
別
恋
ァ
旧
キ
妻
ヲ
鴫
”
－
不
し
断
文

ス
。
。

文
意
は
郭
公
は
大
唐
の
人
成
け
る
か
最
愛
の
妻
夛
国
王
に
と
ら
れ
て

恋
死
に
し
て
後
烏
と
な
り
ぬ
必
す
と
ら
れ
た
り
し
時
を
思
出
て
鳴
と

１
，
、
、
。
、
、
、
、

云
さ
れ
ば
恋
す
る
烏
と
云
也
郭
公
に
十
種
の
名
有
一
〈
郭
公
二
〈
時
烏

、
、
、
ク
ギ
ラ
、
、
、
『
、
、
ツ
コ
ス
コ
ト
リ
、
、
、

、
、
、

、
、
～

三
〈
苦
帰
楽
四
〈
三
月
過
烏
五
〈
し
て
の
た
お
さ
六
〈
く
っ
て
と
り
七
〈
う
な
い
こ

い
、
、
１
１
、
、
、
い

」
訓
十

31

ウ
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＊
一
ｈ

～

、
Ｉ
、
レ
ン
テ
ウ
、
、
、
ヘ
ッ
四
ト
ン
卜
キ
ス

八
二
過
時
不
燃
烏
九
〈
恋
烏
十
〈
別
遁
度
幾
寿
此
外
二
二
種
の
名
有

、

、

、

ク
ワ
ッ
ソ
コ
ウ

エ
イ
’

一
一
｜
〈
ラ
ム
ル
鳥
二
〈
イ
モ
セ
ト
リ
也
一
〈
郭
公
者
文
選
云
ク
郭
州
ノ
蘇
公
〈
人
二
被
略
リ
知
ラ
栄

ｏ
セ
イ

ネ
ン

タ
ク
コ
ウ
イ
ク
サ
ウ
レ
ヘ

世
長
茂
ク
シ
｜
ァ
不
し
知
吟
貧
手
”
‐
亨
鏡
ケ
ニ
年
ノ
終
，
｜
｜
託
公
発
噂
軍
ヲ
蘇
公
入
恥
海
二
二
世
愁
深
ク
シ
テ
常
一
一

○
○

「
一
ウ
ル
イ

流
カ
ス
紅
涙
↓
文
の
意
は
郭
公
昔
郭
国
の
王
な
り
し
か
余
，
二
さ
か
へ
て
民
の

愁
を
不
し
知
並
ノ
国
に
託
公
と
云
人
軍
を
発
し
て
と
ら
へ
て
海
に

入
て
こ
ろ
し
ぬ
生
を
替
て
郭
公
に
な
れ
り
さ
れ
と
も
昔
の
思
ひ
不
忘
一

し
て
今
も
鳴
と
い
へ
り
余
鳴
時
に
は
紅
涙
を
こ
ほ
す
と
云
故
に

此
集
に
も
か
ら
紅
に
ふ
り
出
て
鳴
と
は
紅
涙
の
ふ
り
出
て
と
云
也

、

郭
国
の
君
な
る
か
故
に
郭
公
と
云
二
二
時
鳥
と
は
時
を
定
て
鳴
故
に

～

云
也
三
二
苦
帰
楽
と
は
此
烏
は
地
獄
に
か
よ
ふ
烏
也
地
獄
に
有
時
は
苦
也

娑
婆
に
帰
て
は
楽
也
苦
帰
楽
と
云
万
葉
云

ア
ラ
キ
ヤ
マ
コ
エ
「
一
ク
「
一
シ
ノ
ウ
ネ
ノ
ハ
ラ
ヲ
ク
モ
ク
ル
シ
ト
ク
キ
ラ
ナ
ク
ナ
リ

キ
ウ

嶮
路
山
越
行
北
野
采
野
原
己
毛
苦
登
帰
楽
鳴
也
又
家
持
か
窮

投
イ
キ
ク
カ
ラ
ニ
コ
エ
ソ
カ
ナ
シ
キ
シ
テ
ノ
ヤ
マ
コ
エ
テ
ヤ
ハ
ク
ル
ク
キ
ラ

題
集
二
云
聞
賀
羅
示
音
曽
悲
幾
死
路
山
越
天
夜
波
来
苦
帰
楽

的
。

／
四
手
イ
本

テ
ウ
ト
リ
、
、

ス
コ

天
宇
烏
四
二
三
月
過
烏
↓
ハ
夏
三
月
鳴
キ
過
す
故
に
云
也
源
氏
云

コ
ニ

鳴
ふ
る
す
音
そ
ひ
さ
し
き
我
宿
の
ま
か
き
に
つ
た
ふ
承
つ
こ
す
こ
烏
万
葉
云

オ
ホ
サ
ト
ノ
ト
』
、
、
ノ
サ
ラ
カ
ワ
ミ
ワ
タ
セ
ハ
コ
タ
カ
『
、
、
キ
ナ
ク
ミ
ッ
コ
ス
コ
ト
リ

大
里
野
富
野
更
河
見
渡
波
己
高
峯
来
鳴
三
月
過
烏

大
里
富
野
更
河
己
高
峯
ゑ
な
近
江
に
有
又
同
集
云

ウ
ノ
ハ
ナ
ノ
カ
ケ
ニ
カ
ク
レ
テ
コ
エ
ハ
シ
テ
ス
カ
タ
ハ
ミ
ヘ
ス
ミ
ッ
コ
ス
コ
ト
リ
、
、

卯
花
野
影
永
陰
天
音
波
之
天
体
波
不
見
三
月
過
烏
五
ニ
し
て
の

、
Ｉ
、

シ
テ
ノ
ヤ
マ
コ
エ
テ
ヤ

た
を
さ
に
二
義
有
一
〈
四
手
山
を
越
ル
と
云
義
万
葉
云
死
路
山
越
哉

キ
ッ
ル
ホ
ト
、
キ
ス
コ
ヒ
シ
キ
ヒ
ト
ノ
ウ
ヘ
カ
タ
｜
プ
ナ
ム

ウ
ロ
チ
ヨ
リ
ム

来
留
郭
公
恋
敷
人
野
上
語
良
南
無
又
云
有
漏
路
余
里
無

娑
婆

ロ
チ
ニ
カ
ョ
フ
ホ
ト
、
キ
ス
ヒ
ト
カ
タ
ナ
ラ
ス
ネ
ヲ
ヤ
ナ
ク
ラ
ン

ケ
サ
コ
ソ
ハ
シ
テ
ノ

漏
路
示
通
郭
公
不
一
方
音
於
野
鳴
覧
又
云
晨
朝
古
曽
波
死
路

冥
途
テ
ヲ
サ
モ
コ
エ
ス
ナ
レ
ワ
カ
レ
シ
ヒ
ト
ノ
コ
ト
ヤ
ト
ハ
マ
ン

手
長
毛
音
寸
南
礼
別
之
人
野
事
哉
問
波
摩
紫
此
等
皆
よ
ゑ

、
Ｉ
、

ム
ヘ
シ
コ
ソ
シ

ち
よ
り
通
う
烏
と
云
義
也
二
一
一
《
田
作
義
を
云
，
万
葉
云
宜
紫
古
曽
士

」
犯
ウ
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っ
な
ひ
こ

タ
ノ
タ
ヲ
サ
ト
ナ
ッ
ケ
ケ
ソ
ホ
卜
、
キ
ス
ト
ソ
ナ
キ
ワ
タ
ル
ナ
ル

田
野
田
長
登
名
付
気
礼
柄
田
早
来
子
登
曽
鳴
渡
留
南
留

又
古
今
集
云
幾
ク
の
田
を
つ
く
れ
は
か
郭
公
し
て
の
た
を
さ
を

朝
な
ｊ
～
よ
ふ
此
等
は
皆
田
を
催
す
烏
と
見
え
た
り
万
葉
注
云
郭
公
は

昔
シ
田
を
作
る
人
成
け
る
か
死
後
此
烏
と
な
れ
り
田
作
る
比
に
な
れ
は

田
作
に
早
来
ル
子
と
人
催
す
烏
也
と
云
也
二
義
有
と
い
へ
共
し
て
の

～

田
長
の
義
は
多
分
田
夫
の
義
を
旨
と
す
六
二
く
っ
て
烏
と
云
に
二

、

義
有
一
く
く
っ
て
と
は
堀
田
と
害
り
田
を
ほ
れ
と
催
ス
義
也
同
上
一
一

、二
一
一
ハ
大
和
物
語
ノ
注
に
く
つ
ぬ
ひ
の
義
を
明
セ
リ
郭
公
昔
人
に
て
早
里
と
云

文
〃
可

処
に
て
く
つ
を
縫
て
う
り
け
る
程
に
穗
斗
渡
幾
寿
と
云
人
踏
をそ
ス

を
き
の
り
て
債
を
な
さ
す
共
に
死
て
烏
と
な
る
郭
公
は
今
の
百
舌

鳥
と
云
烏
也
其
あ
た
ひ
を
は
た
ら
ん
か
為
に
郭
公
と
人
の
名
を

ミ
ッ
カ
う

よ
ふ
程
に
自
か
名
二
い
ひ
な
さ
れ
た
り
故
に
此
時
は
郭
公
に
百
舌
烏

＼

か
く
る
些
也
七
二
う
な
ひ
こ
卜
は
此
郭
公
は
死
路
山
を
越
ル
程
は
お
さ
な
き

童
に
て
越
え
つ
れ
は
烏
と
な
る
と
云
万
葉
云

ヤ
ー
マ
ミ
チ
ヤ
ッ
二
ケ
キ
ウ
ナ
ヒ
コ
カ
ウ
チ
タ
レ
カ
、
一
、
ノ
サ
ミ
タ
レ
ノ
ソ
ラ
、
、

シ
テ
ノ
山
路
哉
露
気
幾
童
子
賀
打
垂
髪
野
五
月
野
空
八
二
過
時

、

不
燃
烏
と
は
人
を
催
す
烏
也
九
二
恋
烏
と
は
恋
を
す
る
烏
也

、

上
に
如
云
一
十
二
別
遁
度
幾
寿
と
は
地
蔵
十
輪
経
説
也
此
ほ
と
上
き
す
は

地
蔵
の
化
身
に
て
人
を
勧
久
て
幾
ノ
寿
チ
を
わ
た
る
そ
わ
か
れ
の
か
れ
よ
と

鳴
と
い
へ
り
此
意
を
保
胤
か
い
も
う
と
の
孝
養
の
願
文
に
書
り
世
尊
《

昭
”
テ
世
ヲ
大
悲
月
普
ク
朗
琴
リ
四
海
一
一
薩
唾
〈
勧
レ
人
ヲ
誓
願
ノ
鳥
広
ク
勧
稜
士
臺
弓

今
此
誓
願
の
烏
と
云
事
は
此
別
遁
度
幾
寿
を
さ
す
言
葉
也
又

宇
治
殿
の
記
二
云
日
蔵
上
人
地
獄
へ
行
給
た
り
け
る
に
延
喜
ノ
御
門

ノ
玉
ハ
ク

御
座
け
る
を
象
付
奉
て
恐
レ
給
ひ
け
れ
は
御
門
ノ
言
地
獄
に
は
無
し
罪
為

」
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郭
公
鴬
に

と
つ
く

小
野
小
町
か
コ
ト

な
か
な
く

上
斗
有
ヲ
罪
一
為
下
↓
汝
我
敬
ブ
事
な
か
れ
上
人
間
ァ
云
依
何
一
此
苦
を
受
給
そ
と

云
御
答
云
我
依
無
実
一
一
菅
承
相
ヲ
流
す
依
此
罪
一
堕
ク
リ
上
人

ノ
玉
〈
ク
言
娑
婆
に
て
何
な
る
勤
に
て
か
此
苦
を
遁
給
へ
き
答
云
別
遁

度
幾
寿
娑
婆
に
無
常
を
告
ク
是
を
聞
カ
ハ
必
世
を
迩
心
有
へ
し

依
之
一
生
死
を
離
ル
ヘ
し
答
給
又
ラ
ル
烏
と
は
地
獄
よ
り
娑
婆
へ

来
ル
時
は
毛
む
く
ノ
、
と
し
て
か
は
き
ぬ
に
似
た
り
と
云
さ
む
き
時
は

木
の
う
つ
る
岩
の
中
に
は
い
入
て
毛
ノ
む
ら
ノ
、
と
有
を
か
は
き
ぬ
に

似
り
と
云
也
又
い
も
せ
烏
上
夫
婦
の
中
を
恋
ル
鳥
と
云
義
也
上
二
如
一
写

、な
ら
の
い
そ
の
か
ゑ
烏
ト
ハ
天
武
天
皇
／
御
願
所
也
寄
二
無
義

夏
山
の
吾
に
物
お
も
ふ
我
に
こ
ゑ
な
き
か
せ
そ
と
は
郭
公
は
恋
す

タ
カ
フ
チ

る
烏
と
云
に
付
て
読
り
此
嵜
は
内
大
臣
高
藤
ノ
卿
忍
て
か
ょ
ひ

給
け
る
か
絶
て
桑
え
さ
り
け
る
に
読
て
造
す
藤
原
／
国
経
ノ
娘

の
寄
也
郭
公
鳴
声
き
け
は
の
吾
に
ふ
る
さ
と
さ
へ
そ
こ
ひ

し
か
り
け
る
と
は
上
に
て
旧
里
を
田
嘩
云
本
文
の
意
也
此
弓
は
大
江
の

忠
名
清
和
ノ
御
時
依
テ
無
実
一
一
讃
岐
ノ
八
嶋
に
な
か
さ
る
か
し
こ
に
て
郭
公

の
鳴
け
る
を
聞
て
よ
め
り
と
云
忠
名
か
弓
な
り
郭
公
な
か

、
～
な
、
、
ナ
カ
ク

な
く
里
と
は
二
義
有
一
二
〈
名
・
を
な
く
と
い
へ
り
二
〈
長
鳴
と
い
へ
り

此
吾
の
意
は
一
ッ
さ
と
な
ら
す
鳴
あ
り
け
は
我
の
桑
た
の
む
へ
き

に
は
あ
ら
れ
と
も
猶
う
と
ま
れ
ぬ
思
と
云
此
奇
は
小
野
小
町
か
男
あ
ま
た
か

よ
ふ
と
聞
け
れ
と
も
な
を
う
と
ま
れ
す
に
思
と
業
平
か
よ
め
る
寄
也
郭
公
は

嫁
に
た
へ
す
し
て
男
あ
ま
た
も
た
る
烏
也
さ
れ
ば
余
切
な
る
時
に
は
鶯

に
も
嫁
と
い
へ
り
小
野
小
町
も
如
此
と
云
里
の
あ
ま
た
有
と
は
さ
と
は
人

の
や
と
り
也
小
町
は
あ
ま
た
の
男
の
宿
り
な
り
と
云
意
を
里
の
あ
ま
た

L一
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思
ひ
出
時
は
の

山
の

時
平
大
臣

袖
ひ
つ
る

ひ
つ
を

か
ら
な
ん

し
や
か
汝
也

タ

あ
れ
は
と
云
也
文
選
云
郭
公
〈
恋
テ
旧
夫
亨
不
犀
堪
吟
嫁
二
と
云
り
故
に

鶯
に
も
嫁
と
云
古
奇
に
云
鶯
の
か
ひ
こ
の
中
の
郭
公
し
や
か
ち
坐

に
に
て
な
く
か
し
や
か
は
上
に
に
て
な
く
か
文
集
云
噺
胡
馬

北
風
巣
を
鳥
南
枝
文
の
意
は
漢
の
明
帝
の
御
時
胡
国
の
鳥
を

取
り
唐
に
来
ル
古
郷
を
恋
て
北
の
風
の
吹
時
に
は
噺
越
烏
と
は

ヲ
力

郭
公
也
此
は
越
国
の
人
也
し
か
越
王
の
后
を
犯
し
て
北
国
に
流
れ
て

死
て
後
郭
公
と
な
る
彼
后
の
事
を
不
し
忘
し
て
今
も
巣
を
く
う
時
に
ほ

木
の
南
の
枝
に
す
く
う
と
い
へ
り
是
も
嫁
に
た
へ
ぬ
心
也
思
出
る
時
は

崎
や
嘩
吻
郭
公
と
は
あ
ま
ね
き
郭
公
の
義
也
峰
誠
一
緬
岫
陸
一
溺
識
晴
函
蒄
リ

家
隆
に
は
常
葉
の
山
と
云
か
ら
く
れ
な
ゐ
に
ふ
り
出
て
紅
上
の
涙
を
な
か
す

マ
サ
タ
カ

を
云
本
文
同
上
一
此
吾
は
日
本
記
云
右
衛
門
守
源
ノ
正
隆
よ
き
妻
を

ト
キ
ヒ
ラ
メ
ト

持
た
り
け
る
を
本
院
ノ
左
大
臣
時
平
卿
お
し
取
て
妻
し
給
其
後

シ
ヘ
・
イ
ノ
ヲ
ト
、
。
⑥

五
六
年
過
て
正
隆
大
納
言
に
成
て
悦
ひ
申
シ
ニ
昭
宣
公
ノ
許
ト
ー
参
り

た
り
け
る
に
四
五
年
な
り
け
る
若
君
の
と
ら
れ
た
る
妻
に
似
タ
ル
ヵ
ま
し

ア
ヤ
シ
・
・
、

ノ
、
け
る
を
怪
染
て
人
に
間
け
れ
ば
答
云
是
は
昭
宣
公
ノ
御
孫
本
院
／

若
君
也
＃
云
さ
て
は
我
と
ら
れ
た
り
し
妻
ノ
子
な
り
け
り
と
思
て

。
ユ
ヒ

小
指
ヲ
く
ひ
切
て
其
血
ニ
テ
若
君
の
か
ひ
な
に
書
付
ク
女
房
是
ヲ
染
て
深
ク

歎
テ
忍
ひ
て
あ
ひ
給
ひ
け
り
と
い
へ
り
彼
お
さ
な
か
り
し
児
後
ニ
ハ
富
ノ
小

ア
キ

路
／
左
大
臣
顕
忠
と
い
は
れ
き
時
平
は
昭
宣
公
の
一
男
也
正
隆
は
文
徳
天

ヨ
シ
ア
リ

皇
ノ
孫
近
院
右
大
臣
能
有
二
男
也
声
は
し
て
涙
は
み
え
ぬ
の
吾
に

ヒ
ツ
ル

ひ
つ
を
か
ら
な
む
と
は
袖
潤
義
我
衣
手
の
ぬ
る
入
義
也
か
ら
な
む
と
は

イ
ッ
シ

ぬ
る
入
か
ら
と
云
心
也
此
奇
は
陽
城
院
第
四
ノ
姫
宮
誌
子
内
親
王

の
津
国
に
住
給
ひ
け
る
所
に
ゑ
や
仕
奉
ら
む
か
為
に
行
た
り
け
る
か
見

L－－
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酒
を
三
寸
卜

云
り

四
葉
と
ご
ろ

た
ふ
へ
げ
る

三
国
の
町
卜

云
女

や
よ
や
ま
て

三
葉

お
り
は
へ
て

奉
り
て
恋
奉
り
け
る
此
郭
公
の
鴫
け
る
を
聞
て
読
ル
牙
也
藤
原
ノ

ー

惟
岡
ヵ
嵜
也
足
引
の
山
郭
公
の
奇
に
お
り
は
へ
て
と
は
折
を
得
た

る
義
也
是
は
我
も
物
思
折
を
得
て
郭
公
も
鳴
と
読
り
此
寄
は

文
徳
天
皇
ノ
染
殿
ノ
后
を
す
さ
め
奉
り
け
る
比
読
て
皇
に
奉
け
る

寄
也
い
ま
さ
ら
に
の
奇
は
忠
仁
公
ノ
御
奇
也
寄
無
義
三
国
ノ
町
＃
は
紀
の

利
貞
か
娘
也
町
卜
は
女
官
也
寄
に
や
ょ
や
ま
て
と
は
や
上
し
は
し
ま
て

と
云
事
也
我
世
中
に
住
侘
ぬ
と
ょ
と
は
三
国
の
町
の
娘
の
死

た
り
け
る
事
を
思
ひ
出
て
読
ル
也
郭
公
は
よ
ゑ
ち
か
よ
ふ
烏
な
れ
は

。
。
即

我
世
中
に
住
わ
ひ
た
り
と
い
ひ
や
ら
む
し
は
し
ま
て
と
云
也

寛
平
の
御
時
の
牙
合
上
二
同
シ
五
月
雨
に
物
思
ひ
を
れ
は
の
野
は
友
則

老
後
ノ
嵜
也
別
ノ
義
な
し
や
と
り
せ
し
の
寄
義
な
し
夏
の
夜
の

ヨ
シ

牙
義
な
し
暮
る
か
と
の
弓
義
な
し
紀
秋
峯
ト
は
紀
能
人
か
子

干
時
若
狹
守
夏
山
の
吾
上
の
恋
鳥
の
心
を
読
ル
也
去
年
の
夏
の
奇

は
清
和
ノ
御
時
北
山
二
庵
ヲ
結
ヒ
テ
住
け
る
時
郭
公
の
鳴
け
る
を
間
テ
読
給

～

貞
信
公
の
御
嵜
也
吾
無
義
五
月
雨
の
弓
に
と
入
る
と
は
う
こ
く
を
云

キ
モ

ー
的
、
卜
、
ロ
ト
、
ロ

史
記
云
秦
始
皇
暴
悪
銘
噂
肝
二
殺
ス
内
官
外
官
宕
宮
中
ノ
助
キ
揺
キ
テ
鉦
劣

シ
ッ
カ
ナ
ル

閖
時
一
サ
プ
ラ
イ
’
一
テ
ヲ
ノ
コ
ト
モ
ヲ
ホ
ミ
キ
た
ふ
へ
け
る
と
は

。
歯
回
⑥
○
。
。
。
。
函
○

延
喜
ノ
御
時
殿
上
の
若
キ
人
々
を
召
て
酒
を
た
ふ
を
云
也
紀
貫
之
干
時

マ
サ
カ
タ

肥
前
守
也
刑
部
少
鯆
藤
原
雅
賢
躬
恒
等
也
酒
ヲ
ゑ
き
と
云
に
二
義
有

、
、

キ
キ

言
一
〈
三
寸
ト
書
て
ゑ
き
と
よ
め
り
是
は
馬
の
一
寸
二
寸
卜
云
ヵ
こ
と
し
呑
ぬ
れ

、
、
、
ボ
ク
“

は
風
三
寸
身
に
近
つ
か
す
二
二
三
木
と
害
り
文
記
録
云
ク
石
昨
得
テ

三
木
毛
助
一
二
天
命
↓
荒
児
飼
一
ア
ー
犬
二
伐
公
敵
↓
文
ノ
意
は
漢
ノ
明
帝
ノ
御
時
天
下
ノ

。
函

旱
魎
ス
或
は
七
年
都
に
水
た
え
て
頁
御
た
え
た
り
愛
二
石
昨
か
家
の

」
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や
ま
ひ
こ

人
ま
つ
山

う
ち
つ
げ
に

む
か
し
へ
や

わ
れ
と
は
な
し
に

酒
を
竹
葉

と
云
り

は
や
住
け
る
所

そ
の
に
三
シ
ま
た
な
る
桑
の
木
有
水
鳥
常
に
来
て
腓
る
石
詐

思
は
く
水
鳥
の
か
よ
ふ
は
水
の
あ
れ
は
こ
そ
と
て
行
て
ゑ
る
に
ま
た

の
中
な
る
う
つ
ぼ
に
竹
の
葉
を
折
て
を
具
へ
り
あ
け
て
桑
れ
は
水
た
上

へ
た
り
呑
て
み
れ
は
酒
也
一
度
呑
は
七
日
物
ほ
し
か
ら
す
是
を
御
門
に

奉
る
王
の
貢
御
な
か
り
け
れ
と
も
水
に
う
へ
給
は
す
故
に
天
命
を

助
く
と
云
此
故
に
酒
を
み
き
と
名
付
抑
此
酒
ノ
出
来
る
事
は
石
鮓

ウ

に
子
あ
り
継
母
に
く
ゑ
て
廉
食
を
あ
た
へ
く
う
由
し
て
彼
ノ
木
ノ
穴
一
一

入
し
置
ク
年
月
を
経
て
酒
と
成
り
人
に
見
せ
し
と
て
竹
の
葉
を

折
て
を
奥
へ
り
価
テ
竹
葉
と
名
付
酒
に
七
種
の
名
有
三
木

回
函

竹
葉
萩
花
忘
憂
白
散
長
命
款
冬
也
忘
憂
と
は

酒
を
呑
は
憂
を
忘
る
上
を
云
也
白
散
と
は
酒
を
呑
は
病
を
さ
る
を
云
也

長
命
と
は
酒
を
呑
は
命
を
延
る
也
款
冬
は
孝
徳
天
皇
酒
を
好
み
て

世
の
政
不
し
直
ス
価
テ
臣
下
計
ヒ
テ
酒
を
止
ム
王
坪
ノ
内
に
酒
を
埋
、
て
款
冬
を
植
て

酒
の
ほ
し
き
時
は
款
冬
見
に
と
て
行
て
酒
を
呑
給
故
に
酒
を
款
冬
と

名
付
郭
公
の
吾
に
や
ま
ひ
こ
と
は
こ
た
ま
也
樹
神
郭
公
の
吾
に
人

ｇ
ｏ
壷
③

ま
つ
山
と
は
延
喜
二
年
五
月
に
大
神
宮
の
勅
使
に
下
り
け
る
時
伊
勢
ノ

シ
ロ
ノ代
松
山
一
一
郭
公
の
鳴
を
問
て
読
ル
也
う
ち
つ
け
に
と
は
卒
示
ト
書
り
古
撰

ナ
カ
カ
ハ
ノ
．
．
、
ツ
コ
ソ
ニ
コ
レ
ウ
チ
ッ
ケ
ニ
フ
リ
ッ
ル
ア
メ
ノ
ク
モ
、
ハ
レ
ナ
ク

云
中
河
野
水
古
曽
濁
礼
卒
永
々
雨
津
留
雨
野
雲
毛
叶
無
具

う
ち
つ
け
に
恋
ま
さ
る
と
は
恋
烏
の
心
也
は
や
く
す
み
け
る
所
と
は

ヲ
チ

久
く
も
居
ぬ
る
所
也
是
は
春
日
に
詣
て
帰
り
け
る
時
忠
峯
か
伯
父

栄
仙
法
橋
か
許
に
立
寄
た
り
け
る
に
郭
公
の
鳴
け
れ
は
読
ル
也
是
は

奈
良
也
古
や
今
も
恋
し
き
の
弓
に
故
郷
と
は
奈
良
を
云
也
郭
公
わ
れ

と
は
な
し
に
と
は
郭
公
わ
れ
に
て
な
き
に
浮
世
の
中
に
鳴
は
と
い
へ
り
卯
花

」
”
ウ

」
釘
オ
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う
へ
の
を
の
こ

辻
〈

せ
う
え
う
三
義

二

葉
＊
ハ
リ

か
た
へ
涼
し
き

古
今
和
歌
集
巻
第
四
○
秋
寄
上

秋
立
日
と
は
貞
観
七
年
の
秋
也
秋
き
い
の
吾
に
無
義
あ
き
立
＃
は

寛
平
九
年
の
秋
也
う
へ
の
を
の
こ
共
卜
は
躬
恒
貫
之
友
則
滋
春
等
也

せ
う
え
う
と
云
に
三
義
有
源
氏
に
は
悦
ひ
を
い
ひ
日
本
記
伊
勢
物
語
に
は

遊
上
を
云
古
後
拾
遺
に
は
王
の
惠
：
、
ヲ
云
源
氏
二
云
柏
木
ノ
衛
門
ノ
督
ノ
権
を
奉
り
た
り

け
れ
は
せ
う
え
う
の
日
の
体
に
う
け
給
と
云
せ
う
え
う
と
は
祝
用
ト
書
り

祝
用
の
日
な
む
と
云
は
ゑ
な
祝
を
云
也
古
後
拾
遺
に
せ
う
え
う
と
は
照
耀

と
書
り
是
は
国
王
の
御
恵
の
光
を
云
長
能
ヵ
記
に
は
蚊
憲
相
ヲ
戴
吟
星
ヲ
雌
蝿
経
り
ゞ

六
旬
↓
未
嘩
遇
二
照
耀
ノ
恵
一
一
書
り
今
此
古
今
に
書
処
は
遊
上
の
義
也
古
今
道

ス

遙
の
義
也
河
風
の
吾
無
義
わ
か
せ
こ
の
奇
は
光
明
皇
后
の
御
奇
也

～

牙
無
義
昨
日
こ
そ
の
奇
は
惟
高
ノ
親
王
の
御
寄
也
此
吾
は
本
文
の
心
を

ウ
カ
ッ

読
ル
也
漢
害
云
昨
日
〈
林
葉
ノ
払
庁
露
ヲ
待
争
秋
友
↓
今
日
〈
山
花
穿
窪
電
語
春

へ
タ
ツ

契
↓
累
年
一
隔
咋
モ
日
ヲ
往
好
情
未
尽
得
守
深
々
ダ
ル
雪
ノ
中
ニ
モ
猶
尋
酔
跡
ヲ
波
ノ
上
ニ
ニ
』
伝
凍
ヲ
耆
ヲ
文

是
は
称
鴻
と
い
ひ
し
人
漢
ノ
武
帝
王
子
ト
志
シ
深
ク
契
リ
ヌ
さ
き
の
年
の
秋
紅
葉

さ
か
り
成
り
時
二
互
《
深
ク
遊
ヒ
テ
次
ノ
年
ノ
春
称
鴻
事
有
て
遠
キ
国
に
流
ル
彼
王
子

人
に
か
く
れ
て
雪
の
深
キ
ー
尋
来
リ
船
の
便
に
も
文
を
か
ょ
は
す
其
事
を
悦
て

は
う
き
と
い
わ
ん
か
為
也
蓮
葉
の
吾
に
序
二
如
云
一
夏
の
夜
の
吾
無
義

と
な
り
よ
り
と
こ
夏
こ
ひ
に
を
こ
せ
た
り
け
る
と
は
躬
恒
か
堀
河
の
家
の

と
な
り
也
平
の
定
文
か
家
よ
り
こ
え
り
ち
り
を
た
に
の
吾
無
義

裏
書
二
云
い
も
と
わ
か
ぬ
る
床
に
ち
り
を
す
へ
し
と
云
心
也
象
な
月
の
晦
日
卜
〈

昌
泰
三
年
の
六
月
晦
日
也
夏
と
秋
と
の
吾
に
か
た
へ
涼
し
き
と
は

日
万
と
す
上
し
き
と
云
義
也

（
約
四
行
分
余
白
）
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上
の
を
の
こ

と
も
叉

七
夕
宮
に

ヘナー
=ダノー

めな
は
十一
ノ､－

書
て
奉
る
文
也
必
す
昨
日
は
秋
今
日
は
春
に
て
は
な
け
れ
と
も
月

日
の
早
ク
う
つ
る
事
を
い
わ
ん
か
為
に
昨
日
秋
今
日
春
と
云
さ
れ
は
此
吾
一
一

昨
日
さ
な
へ
取
し
か
秋
風
吹
と
云
も
月
日
の
移
り
や
す
き
意
を
読
り

シ
モ
ト
ユ
ブ
カ
ッ
ラ
キ
ヤ
マ

此
奇
は
惟
高
親
王
の
遁
世
の
後
読
給
嵜
也
又
万
葉
云
桔
結
蔦
木
山

ヲ
キ
ノ
フ
ミ
テ
ハ
ナ
ニ
コ
タ
ハ
フ
シ
ワ
カ
ソ
テ
ノ
ケ
フ
ハ
サ
ム
ケ
キ
カ
セ
ニ
モ
ア
ル
カ
ナ

越
昨
日
見
天
花
永
戯
紫
吾
袖
野
今
日
波
寒
建
幾
風
永
毛
有
哉

是
人
丸
の
吾
也
此
寄
も
月
日
の
は
や
き
を
昨
日
今
日
と
読
也
秋
風
の
吹

ぬ
る
の
吾
に
久
か
た
の
あ
ま
の
河
原
に
た
上
ぬ
日
は
な
し
と
は
是
は
貫
之
か

歌
也
是
は
筑
前
国
大
崎
二
事
あ
り
彼
二
ノ
宮
ノ
中
に
河
有
其
河
を
天

の
川
と
い
ひ
辺
り
を
あ
ま
の
河
原
と
云
男
ほ
し
く
お
も
ふ
女
は
た
な
は

た
の
宮
に
籠
り
女
ほ
し
き
男
は
ひ
こ
ほ
し
の
宮
に
籠
ル
也
七
月
一
日

よ
り
七
日
ま
て
籠
て
夜
半
に
河
ノ
中
に
棚
を
ゆ
ひ
て
た
ら
い
三
シ

を
な
ら
へ
て
水
を
入
て
置
ク
三
ツ
ノ
楳
二
上
中
下
を
も
吾
キ
三
ノ
棟
の
中
に

お
も
ふ
男
の
名
を
も
害
ク
也
又
あ
ま
た
お
も
ふ
男
あ
れ
は
三
な
か
ら
に
其
名
を

害
〃
也
か
く
し
て
七
日
夜
半
に
祭
を
し
て
星
合
の
影
を
見
ル
必
す

三
シ
カ
中
二
〈
一
に
う
つ
る
也
そ
れ
を
も
て
何
な
る
男
女
共
に
し
る
也
久
方
の

あ
ま
の
河
原
渡
守
と
は
か
さ
坐
き
を
云
序
二
如
云
一
た
な
は
た
の
事
序
の

注
に
委
ク
見
タ
リ
必
す
舟
に
乗
テ
渡
ル
事
は
な
げ
れ
共
河
を
渡
ル
義
を
以
テ
舟
の

ミ
チ
イ
ク
ト
セ

梶
の
心
地
を
云
也
能
因
秋
百
首
ノ
序
二
云
烏
鵲
ノ
舟
ノ
路
幾
年
ヵ
渡
ル
ー
星
ノ
思
ヲ
文

さ
れ
は
必
す
舟
に
て
な
け
れ
共
渡
ル
義
を
以
テ
舟
と
書
り
此
吾
は
融
大
臣
ノ
娘
の
吾
也

天
河
の
奇
に
紅
葉
を
橋
に
わ
た
せ
と
は
紅
葉
の
橋
の
事
序
の
注
に
如
シ
ー
ョ

た
な
は
た
つ
め
は
た
な
は
た
つ
ま
也
五
音
を
以
テ
よ
め
り
此
寄
は
清
和
ノ
御
娘
久
選
子

釦
⑨

親
王
の
御
寄
也
こ
ひ
ｊ
、
て
の
牙
無
義
是
は
貫
之
か
吾
也
寛
平
の
御
時
と
は

寛
平
三
年
七
月
七
日
内
裏
の
牙
合
也
上
の
を
の
こ
と
も
と
は
殿
上
人
也

L一

39
ウ

」
伽
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三年か
葉のし
緒つ
る

糸

あ
さ
瀬

心
つ
く
し
の
秋

い
ま
こ
む
年

貫
之
友
則
滋
春
定
文
等
也
人
に
か
は
り
て
と
は
御
門
に
か
は
り
奉
て

読
也
奇
に
あ
ま
の
川
あ
さ
せ
し
ら
な
み
と
は
朝
瀬
と
書
り
此
心
に
て
は
こ
ょ
ひ

相
な
は
朝
た
か
へ
ら
ん
す
る
瀬
を
も
し
ら
す
と
い
へ
り
又
浅
瀬
と
も
い
へ
り
此
心

に
て
は
瀬
の
浅
き
深
き
を
も
不
し
知
と
云
心
也
后
の
宮
の
吾
合
と
は
七
条
の

中
宮
也
寄
無
義
年
毎
の
歌
無
義
七
夕
に
の
奇
に
か
し
つ
る
糸
と
は

⑥
ヲ

は
た
と
云
に
付
て
云
也
年
の
緒
ノ
と
は
い
の
ち
也
こ
ょ
ひ
こ
む
の
奇
は
八
幡
ノ

ー

別
当
玄
命
ヵ
娘
に
か
よ
ひ
け
る
時
こ
む
と
云
て
有
け
る
夜
折
し
も
七
夕

来
け
れ
は
読
ル
吾
無
義
七
日
の
朝
と
は
延
喜
五
年
七
月
七
日
の
朝
夕
也
源
の

ム
・
不
ユ
キ

宗
干
干
時
中
将
宇
多
院
ノ
御
子
也
吾
無
義
け
ふ
ょ
り
は
の
吾

に
い
ま
こ
む
と
は
又
こ
む
年
也
こ
の
ま
よ
り
の
吾
は
承
和
十
二
年
の

。
○
画

秋
内
裏
ノ
南
殿
に
天
皇
三
月
不
過
定
死
ト
書
ァ
落
書
ニ
し
た
り
是
を
委
ク

ロ
。
⑥
亜
○

尋
ル
ー
藤
原
ノ
守
房
か
手
跡
也
と
て
薩
摩
国
二
流
さ
る
彼
国
な
る
山
里
に

住
侍
け
る
時
読
ル
吾
也
心
つ
く
し
の
秋
は
き
に
け
り
と
は
秋
《
無
常
の
季
ナ
ル

か
故
に
秋
を
は
心
つ
く
し
の
時
と
云
さ
れ
は
朗
詠
ニ
モ
以
一
玉
愁
ノ
字
宅
秋
の
心
二
作
卜
云
り

長
房
ヵ
記
云
秋
来
〈
悲
万
葉
ノ
虫
是
《
催
一
無
常
↓
時
ナ
レ
〈
な
り
得
夏
、
ヲ
独
り
歎
ク

西
一
．
ス
ラ
ヲ

深
谷
ノ
賤
是
〈
人
ノ
不
埣
間
道
ナ
レ
ハ
ナ
リ
文
さ
れ
は
秋
は
無
常
時
也

大
か
た
の
吾
に
秋
く
る
か
ら
に
か
な
し
き
物
と
思
ひ
し
り
ぬ
る
と
は
上
の
無
常

の
心
也
是
は
伊
豆
内
親
王
長
岡
に
籠
リ
給
け
る
時
読
給
寄
也
我
為
に
と
の
奇

サ
カ
リ
カ
キ
リ

同
人
御
吾
也
物
こ
と
を
の
弓
は
滋
春
か
吾
也
是
は
文
記
二
春
〈
生
シ
夏
〈
盛
秋
限
一
冬

無
し
跡
山
葉
の
色
と
害
た
る
心
を
読
ル
也
秋
は
万
の
木
の
葉
の
散
る
は
限
と
云
り

貞

ひ
と
り
ぬ
る
の
奇
は
無
義
染
殿
の
后
の
御
吾
也
是
定
の
御
子
ト
ハ
千
時
三
品

上

中
務
卿
／
親
王
光
孝
天
皇
ノ
第
一
ノ
御
子
花
薗
ノ
宮
と
申
是
也
家
に
千
番
の

吾
合
せ
給
し
時
其
時
の
吾
合
に
御
子
の
読
給
御
吾
也
花
薗
の
吾
合
是
也

」
伽
ウ
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さ
む
か
ら
し
と
は

さ
む
か
る
ら
ん

草
に
や
つ
る
堅

な
べ
に

く
ら
ぷ
山

ち四さ

些葉よ
にな

か

い
つ
は
と
は

雷
の
坪

い
つ
は
と
は
の
吾
に
い
つ
は
と
は
と
云
事
也
是
も
秋
は
無
常
の
心
を
読
り

カ
ン
ナ
リ

イ
・
カ
ッ
チ

神
鳴
の
坪
と
は
延
喜
御
時
内
裏
ノ
大
極
殿
／
前
に
雷
落
タ
リ
そ
こ
を
擁
テ
神
鳴

函
四

坪
と
名
付
人
々
集
テ
と
は
躬
恒
貫
之
友
則
等
時
の
奇
人
集
テ
延
喜
四
年
の

秋
立
日
読
ル
を
云
也
か
く
は
か
り
の
吾
無
義
白
雲
に
の
奇
は
延
喜
御

奇
也
是
は
春
の
日
に
籠
リ
給
た
り
し
時
読
給
也
吾
無
義
さ
よ
な
か

ハ
ツ
ク
サ
ノ
ヲ
ン
ナ

と
は
子
の
時
以
前
を
云
奇
無
義
此
寄
業
平
ヵ
娘
初
草
女
の
吾
也

月
象
れ
は
の
弓
に
ち
上
と
は
あ
ま
た
の
義
也
久
方
の
月
ノ
桂
ゞ
〈
月
は
月
去

子
の
宮
殿
ま
て
其
庭
に
桂
有
秋
は
此
か
つ
ら
の
紅
葉
し
て
あ
か
く
な
る
故
に

月
の
ひ
か
り
ま
さ
る
と
い
へ
り
其
心
を
百
詠
二
云
桂
〈
生
ル
三
五
ノ
タ
ヘ
ト
云
り
其
レ
ハ
月

の
桂
の
紅
葉
す
る
を
云
也
秋
の
夜
の
牙
に
く
ら
ふ
の
山
！
〈
大
和
二

有
吾
二
無
義
人
の
も
と
に
ま
か
り
て
と
は
右
馬
頭
橘
常
主
ヵ
許
也
常
主
〈

忠
房
か
し
う
と
也
忠
房
〈
其
時
伊
勢
守
修
理
大
進
有
忠
か
子
也
き
り
ノ
、
す

の
吾
に
無
義
秋
の
夜
の
あ
く
る
も
の
吾
無
義
秋
萩
の
色
つ
き
ぬ

れ
は
と
は
萩
の
色
付
比
二
な
り
ぬ
れ
は
夜
の
長
也
其
比
に
来
た
れ
は

き
り
／
～
す
も
我
ヵ
如
〃
ね
か
て
鳴
か
と
読
り
此
吾
は
陽
成
の
御
時
勅
勘
に

て
近
江
国
に
住
け
る
時
に
よ
め
る
遠
経
の
大
納
言
の
読
給
寄
也
長
良
卿

の
八
男
也
秋
の
夜
は
奇
に
さ
む
か
ら
し
と
は
寒
ム
か
る
ら
ん
と
云
心
也
此
奇
は

染
殿
の
后
の
御
寄
也
次
三
首
同
人
の
御
寄
也
君
忍
ふ
草
に
や
つ

ヲ
上

る
里
と
は
家
の
ふ
る
く
な
り
つ
れ
は
必
す
忍
草
生
し
け
る
也
其
心
二
草
に

や
つ
る
Ｌ
と
読
給
也
秋
の
野
の
奇
に
別
義
な
し
秋
の
野
に
の
牙
は
貫
之

娘
助
か
奇
也
無
義
紅
葉
は
の
牙
は
七
条
ノ
中
宮
の
御
吾
無
義

タ
ヒ

曰
く
ら
し
の
牙
に
な
へ
に
と
は
な
へ
て
と
云
事
也
或
は
度
に
と
云
義
也
此
牙
は
津

国
ノ
あ
り
ま
の
湯
へ
行
給
と
て
道
に
て
読
給
重
明
ノ
親
王
の
御
寄
也
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五
葉

雁
ノ
玉
章

い
な
お
ほ
せ
烏

媚
の
な
く
山
里
の
吾
は
寛
平
法
皇
の
笠
置
住
給
け
る
時
読
給
吾
也
吾
一
一

無
義
待
人
の
寄
無
義
秋
風
に
の
吾
に
か
り
の
玉
章
と
云
事
二
義
有

ケ
イ

漢
明
帝
ノ
御
時
胡
国
ノ
契
多
王
を
打
と
て
蘇
武
と
李
陵
と
二
人
を

サ
シ
ッ
カ
ハ
ス

大
将
と
し
て
差
遣
彼
ノ
国
ノ
内
裏
に
十
重
ノ
鉄
の
築
地
を
つ
け
り

二
人
の
将
軍
は
か
ら
ひ
て
た
奥
ら
を
以
て
吹
破
入
ぬ
王
打
れ
む
と
し
け
る
時

彼
王
ノ
姫
宮
う
つ
く
し
か
り
け
る
か
出
向
テ
云
国
は
随
は
む
我
親
の
命
を

助
ヶ
給
へ
と
云
李
将
軍
め
て
上
云
我
を
夫
と
し
給
へ
王
を
助
ソ
と
云
無
卜
左
右
一

云
て
つ
れ
て
入
テ
城
ノ
内
一
夫
婦
と
な
り
ぬ
蘇
武
此
事
を
無
本
意
一
思
ひ
て

李
を
う
た
む
と
思
う
李
此
色
を
見
知
て
蘇
武
を
と
ら
へ
て
雪
深
き

山
に
流
す
三
年
を
経
て
召
返
す
猶
其
思
う
色
見
え
け
れ
は
片
足
を

し
」
戸

切
て
お
ひ
放
す
田
の
中
に
あ
り
き
て
く
わ
ひ
を
拾
ヒ
デ
食
ト
ス
自
然
二
か
り
か
ね

ナ
レ馴
一
一
″
不
恐
雁
に
向
云
ク
汝
二
』
生
あ
れ
は
人
の
歎
は
知
た
ら
む
此
ノ
札
唐
の

内
裏
ノ
上
林
莞
に
お
と
せ
と
て
札
を
言
テ
南
二
来
ル
雁
ノ
足
に
結
ひ
付
ク
其

札
ノ
詞
二
云
昔
者
被
庵
籠
二
嶮
荒
掘
一
愁
歎
悲
哀
ス
今
者
被
噂
拾
二
広
田
一
荒
一
一

為
一
足
ノ
身
骸
〈
成
二
胡
国
塵
↓
魂
〈
還
テ
事
診
君
圭
一
文
書
，
か
り
か
ね
此
札

を
上
林
薗
に
落
ス
是
を
見
付
て
蘇
武
か
札
成
と
て
蘇
武
未
生
た
り

と
て
蘇
武
を
帰
さ
む
か
為
但
将
軍
ヲ
指
遣
ス
胡
国
ヲ
打
テ
蘇
武
を
帰
ケ
リ

エ
ヒ
ス
。
函

二
《
王
昭
君
胡
国
ノ
狄
に
取
れ
て
行
た
り
し
に
都
を
恋
て
深
ク
歎
け
れ
は

雁
前
に
飛
来
て
南
を
差
し
て
鳴
け
れ
は
思
事
を
我
レ
ニ
云
伝
雪
卜
云
か
と
て
文

を
害
て
雁
の
翅
に
結
付
リ
文
集
云
昔
者
備
壼
錦
帳
玉
楼
一
一
為
リ
キ
万
臣
籠

今
者
籠
賤
屋
苔
筵
二
嫁
幸
下
夷
ノ
鉦
雀
情
ヶ
文
其
札
都
ノ
南
殿
に
落
た
り

釦
、
。

是
を
王
御
覧
し
て
弥
哀
に
思
ひ
給
ひ
け
り
さ
れ
ば
恋
に
雁
の
玉
章

、

を
読
事
是
也
わ
か
門
に
の
奇
に
い
な
お
は
せ
烏
卜
云
に
四
義
有
一
に
は

｜
魁
ウ

Ｌ
″
今

」
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あ
ま
の
と

六
葉

う
ら
ひ
れ
を
れ
は

夜
を
さ
む
象

ほ
に
あ
け
て

ど
よ
ゑ

ひ
こ
の
花

さ
や
げ
き
三
義

、

、
、

雀
ヲ
云
二
ニ
ハ
庭
た
坐
き
を
云
三
二
〈
秋
い
ね
を
お
ほ
す
る
烏
を
云
上
四
二
〈
た
う
を
云

イ
ナ
ヲ
ホ
セ
ト
リ
ノ
ナ
ク
コ
ロ
ハ
コ
シ
チ

此
四
ノ
中
二
〈
た
う
を
実
義
ト
ス
万
葉
云
タ
ウ
ト
云
う
稲
負
烏
野
鳴
比
波
北
路

ノ
カ
リ
モ
ヲ
モ
ヒ
タ
ッ
ラ
ン

乃
雁
毛
思
立
覧
さ
れ
は
た
う
と
雁
共
同
比
の
物
な
れ
は
必
す
か
れ
か
鳴

ヤ
ト

ヲ
Ｌ
Ｉ

は
是
も
こ
え
す
る
也
と
読
也
又
万
葉
云
我
宿
ノ
ソ
ト
ト
モ
ノ
竹
に
音
立
テ
、

イ
ナ
ヲ
ホ
セ
ト
リ
ノ
ヒ
ト

ー
ニ
ニ
キ
コ
フ

ヲ
チ

函
ツ
ミ

蘇
負
鳥
人
ト
ョ
ム
マ
テ
音
聞
ナ
ー
さ
れ
は
雀
云
也
此
寄
〈
平
城
ノ
王
子
高
積
親
王

函
。
。

、
本
一
一
不
見

の
御
吾
也
い
と
は
や
も
の
吾
二
無
義
但
い
ろ
と
る
と
読
是
は
忠

仁
公
寄
也
春
庭
の
奇
同
人
奇
也
寄
二
無
義
夜
を
さ
む
象
の
は
夜
を
さ

ス
カ
ネ
ヒ
ノ
、

む
し
と
云
事
也
人
丸
吾
也
寛
平
御
時
卜
は
同
上
一
藤
原
ノ
菅
根
卜
は
日
野

三
位
家
宗
ノ
三
男
千
時
治
部
少
輔
秋
風
の
奇
に
声
を
ほ
に
あ
け
て

。
⑥
、
酌

と
は
舟
と
云
に
付
て
ほ
と
云
な
せ
る
也
ほ
に
あ
く
る
と
は
あ
ら
は
な
る
事
也

本
文
同
上
雁
ヲ
舟
卜
云
事
同
上
一
旅
雁
浮
レ
舟
碧
羅
ノ
天
文
又
白
楽
天

サ
マ
ス

西
行
記
云
雁
船
ノ
唐
櫓
落
庵
窓
《
悟
夜
夢
三
月
張
ノ
弓
懸
塚
枕
二
財
眠
不
レ
久
文

此
文
雁
を
舟
と
云
ル
也
あ
ま
の
と
Ｌ
は
万
葉
云
天
戸
ト
モ
書
十
天
外
ト
モ
書
，

～

う
き
事
を
の
奇
無
義
山
里
の
寄
無
義
奥
山
の
奇
は
寛
平
の
時
七

う
ら
タ
ハ
ブ
レ

条
中
宮
御
寄
也
秋
萩
の
吾
に
う
ぐ
ひ
れ
お
れ
は
と
は
戯
を
れ
は
と
云

・
・
、
ザ
ヤ
ヤ
ク
メ
ノ
サ
ラ
ヤ
マ
ヒ
コ

事
也
此
ノ
牙
は
是
貞
ノ
親
王
の
吾
也
万
葉
云
美
作
哉
久
米
野
少
良
山
彦

ノ
ハ
ナ
ウ
ラ
ヒ
レ
ヲ
レ
〈
ヒ
ソ
ク
レ
ニ
ケ
ル
ロ
シ

野
花
遊
戯
居
波
日
曽
暮
示
建
留
と
い
へ
り
彦
の
花
と
ば
口
な
し
の
花
也

又
三
条
大
納
言
長
家
ノ
牙
二
云
ク
君
と
わ
か
う
ら
ひ
れ
を
れ
は
な
る
坐

を
し
厭
気
色
也
兼
て
ぷ
へ
な
ん
と
読
り
是
に
た
は
ふ
れ
の
義
也
と

ょ
衆
と
は
ひ
坐
く
を
云
也
秋
萩
の
し
か
ら
み
ふ
せ
て
の
吾
は
橘
ノ
清
友
ノ
歌
也

さ
や
け
き
と
云
二
三
義
有
一
二
〈
冷
ノ
字
二
ニ
ハ
寒
ノ
字
三
二
〈
顕
ノ
字
也
六
帖
集
云

文
屋
康
秀
ヵ
奇
に
秋
の
夜
の
月
の
さ
や
け
く
照
に
は
風
ふ
か
ね
と
も

コ
シ
ノ
ヤ
ー
。

袖
そ
す
上
し
さ
是
は
す
上
し
き
義
也
紀
時
文
か
後
撰
ノ
野
に
北
山
雪
吹
風

」
粥
ウ

」
“
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高
砂

玉
に
ぬ
か
む

け
ぬ
た
は
は
に

をつ七

れゆ葉
し

も

ふ
》
Ｃ
塒
え

の
さ
や
け
さ
に
氷
の
こ
せ
る
谷
川
そ
な
き
是
は
寒
を
読
リ
万
葉
云

マ
カ
ネ
プ
ク
キ
ヒ
ノ
ナ
カ
ヤ
マ
ヲ
ヒ
ニ
セ
ル
ホ
ソ
タ
ニ
カ
ハ
ノ
ヲ
ト
ノ
サ
ヤ
ケ
サ

真
金
吹
吉
備
野
中
山
帯
示
勢
留
細
谷
川
野
音
野
佐
野
気
佐

此
吾
は
顕
ル
、
を
さ
や
け
さ
と
云
今
此
古
今
に
も
顕
ル
、
を
さ
や
け
さ
と
云
り

秋
萩
の
吾
に
高
砂
の
尾
上
卜
云
は
必
す
播
磨
に
は
あ
ら
す
大
方
山
の
高
き

を
は
高
砂
の
尼
上
と
云
也
昔
あ
ひ
知
り
て
伝
る
人
と
は
清
原
ノ
友
房
也
是
は

躬
恒
但
馬
の
か
つ
ま
た
の
湯
あ
ゑ
て
上
り
け
る
時
友
房
〈
安
芸
国
へ
下
り

け
る
か
播
磨
の
い
な
み
野
に
行
あ
ひ
た
り
け
る
時
読
ル
寄
也
秋
萩
の

ふ
る
え
と
は
古
枝
也
返
嵜
有
東
撰
集
二
い
れ
り
中
勢
卿
ノ
撰
也
秋
萩
の

ふ
る
え
の
花
も
散
置
露
の
情
そ
わ
す
れ
さ
る
ら
ん
秋
萩
の

下
葉
の
吾
は
無
義
此
寄
は
四
条
の
后
／
里
に
座
し
け
る
時
よ
み
給
寄
也

鳴
わ
た
る
の
吾
は
忠
仁
公
ノ
斗
と
↓
し
て
国
経
ノ
大
納
言
〈
兄
な
り
け
れ
と
も

大
原
に
お
し
す
へ
て
弟
ノ
基
経
を
忠
仁
公
ノ
子
と
し
て
関
白
を
ゆ
つ
る

此
時
国
経
世
の
中
を
恨
．
、
け
る
此
雁
金
ノ
鳴
け
る
を
間
テ
読
ル
歌
也

萩
の
露
玉
に
ぬ
か
む
と
は
つ
ら
ぬ
か
む
と
云
義
也
け
い
と
は
消
ぬ
る
と
云
義
也

平
城
天
皇
の
御
寄
也
折
て
桑
は
の
牙
に
枝
も
た
は
坐
と
は
た
は
む
義
也

人
丸
の
嵜
也
萩
か
花
の
牙
に
つ
ゆ
し
も
と
は
秋
ノ
霜
を
云
也
越
の

と
は
丹
波
国
に
有
是
は
丹
波
守
に
成
て
下
給
ひ
け
る
時
読
給
延
喜

第
六
ノ
王
子
源
ノ
大
納
言
高
明
後
ニ
ハ
左
大
将
二
成
り
た
り
し
を
母
御
年
に
て
は
て
入

親
王
の
宣
旨
を
承
り
給
西
ノ
宮
ノ
高
明
親
王
四
品
笠
部
卿
是
也

ア
サ
タ
カ
ヨ
シ

文
屋
朝
康
〈
干
時
中
納
言
康
秀
か
父
天
忍
子
也
嵜
に
無
義

ナ
リ

名
に
め
て
皇
の
寄
序
二
如
一
覇
布
留
の
今
道
と
は
ふ
る
の
宮
の
神
主
成

マ
ツ
カ

ナ
ミ

松
子
也
異
本
二
〈
波
松
と
も
い
へ
り
女
郎
花
う
し
と
ゑ
つ
Ｌ
そ
行
す
く
る
と
は
女
郎

花
と
云
に
付
て
読
ル
也
秋
の
野
に
の
吾
に
猶
む
つ
ま
し
柔
た
ひ
な
ら

」
“
ウ
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物
へ
ま
か
り
十
る

な
に
人
か

う
し
ろ

め
た
く

な
そ
色
匡
出
て

八

葉

な
く
に
と
は
女
郎
花
と
云
名
の
む
つ
ま
し
さ
に
く
る
旅
に
て
は
な
け
れ
と
も

女
郎
花
の
名
に
め
て
具
留
〆
へ
し
と
読
也
小
野
美
機
ト
ハ
千
時
文
章

ノ
チ
ナ
リ

ハ
ル
カ
七

博
士
但
馬
守
後
生
カ
ニ
男
春
風
ヵ
弟
也
女
郎
花
の
吾
に
あ
や
な
く
あ
た
の

名
を
や
立
な
む
と
は
女
郎
花
と
云
に
付
て
読
ル
也
や
と
り
せ
は
と
は
や
と
り

。
唖
。

と
読
へ
き
也
寛
平
六
年
七
月
七
日
牙
合
也
寛
平
野
合
二
前
恭
後
番

の
吾
合
卜
云
事
有
然
に
寛
平
六
年
ヲ
《
前
番
と
云
上
九
年
を
は
後
番
卜
云
也

朱
惟
院
の
女
郎
花
合
は
い
ま
た
春
宮
ノ
御
時
也
血
平
九
年
七
月
聯
也
左
ノ
お
ほ

い
ま
う
ち
き
み
と
は
本
院
ノ
左
大
臣
時
平
ノ
川
也
研
無
義
藤
原
の
貞
方
↑
《
千
時

右
中
将
後
ニ
ハ
三
条
右
大
臣
１
号
ス
観
修
寺
ノ
内
大
臣
高
藤
ノ
三
男
也
秋
な
ら
て
の

奇
に
天
の
河
原
に
お
ひ
ぬ
物
と
は
此
女
郎
花
も
七
夕
な
ら
ね
と
も
秋
な
ら
て
は

合
し
難
シ
と
読
り
此
牙
〈
寛
平
九
年
七
月
吾
合
也
た
か
秋
の
弓
に
な
そ
色
一

出
テ
と
は
女
と
云
名
ノ
色
二
出
て
う
つ
る
ふ
と
云
也
同
時
吾
合
也
妻
恋
る
の
奇
是
も

女
郎
花
を
女
と
云
心
を
読
り
女
郎
花
ふ
き
過
て
の
吾
は
昌
泰
元
年
七

月
十
四
日
の
吾
合
也
吾
無
義
人
の
み
る
の
弓
別
義
な
し
同
時
ノ
牙
合
也

独
の
み
の
吾
無
義
寛
平
九
年
ノ
牙
合
也
も
の
へ
ま
か
り
け
る
に
人
の

マ
イ
リ

家
に
女
郎
花
植
た
る
と
は
伊
勢
太
神
宮
へ
詣
給
し
時
三
条
大
納
言
紀
是
岡

力
・
不

か
家
ノ
女
郎
花
を
み
て
読
給
彼
家
〈
東
山
二
有
兼
覧
ノ
王
↑
〈
惟
高
親
王
の

御
子
也
女
郎
花
の
奇
に
う
し
ろ
め
た
く
と
は
う
し
ろ
へ
た
な
く
と
云
義
也

此
牙
の
心
〈
女
と
云
花
の
あ
れ
て
人
な
き
宿
に
独
，
住
メ
〈
い
か
な
る
振
舞
か
す
る
ら
ん
と

う
し
ろ
め
た
な
く
思
也
と
読
り
寛
平
の
御
時
蔵
人
所
の
を
の
こ
と
も
と
は

ヲ
、
イ
シ
ノ
ト
、
＆
ナ
リ

キ
ン
ト
シ

タ
メ
ノ
フ

参
河
守
大
石
富
成
蔵
人
藤
原
公
俊
右
馬
権
助
良
峯
ノ
為
信
後
二
あ
ら
た
め

ヲ
キ
キ
ノ

て
為
宗
と
な
の
る
蔵
人
頭
平
貞
文
等
也
貞
文
奥
機
王
ノ
孫
遠
江
ノ
中
将

好
風
か
一
男
奇
に
無
義
ね
な
ま
し
も
の
を
と
茂
へ
し
な
に
人
か
と
は
誰

」
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も
奥
草

花
の
ひ
も
と
て

た
は
れ
む

月
草

す
ら
ん

の
ら

花
す
Ｌ
き

ま
ね
く

や
ま
と
な
て

九
葉

や
と
り
せ
し

藤
袴
ノ
コ
ト

ほ
に
い
つ
る

し
こ

カ
タ
言
も

セ
キ
“
ノ
。
。
。

人
か
と
云
義
也
ふ
ち
は
か
ま
ト
ハ
蘭
也
文
選
類
記
云
燕
曽
昔
日
之
方
見

ノ
ニ
レ
リ

ッ
キ

未
夕
残
蘭
花
色
早
露
遅
↓
水
誰
人
／
後
襟
ノ
之
涙
ノ
不
噌
尽
文
意
〈
成
王
卜
成
王
／

太
子
卜
軍
セ
ン
時
燕
曽
〈
太
子
ノ
方
ノ
大
将
成
王
ノ
大
将
に
は
範
騎
と
云
者
也
戦
時
／
燕

う
た
れ
て
死
一
△
彼
ノ
女
ナ
深
〃
悲
テ
死
た
る
所
の
野
を
尋
ね
あ
り
く
に
我
お
り
て

着
た
る
藤
袴
／
む
ら
さ
き
に
染
盛
た
る
か
有
け
る
を
ゑ
て
男
の
死
ダ
ル
所
と
知
推

さ
て
彼
骸
卜
は
か
ま
と
を
取
て
家
に
帰
り
て
墓
ヲ
築
キ
テ
袴
を
埋
シ
加
其
墓
言
一
リ

ア

ー

剛
生
ク
リ
怪
雲
、
テ
掘
り
テ
見
レ
〈
埋
顔
ル
袴
ョ
リ
生
上
と
を
れ
り
仇
藤
袴
と
号
す
藤
は
か
ま
を
人

に
遺
ス
↑
〈
貫
之
か
許
よ
り
延
喜
第
七
ノ
姫
宮
二
奉
る
冊
也
や
と
り
せ
し
と
は

彼
セ
ノ
宮
の
貫
之
に
忍
ひ
て
か
ょ
ひ
給
け
れ
は
や
と
り
せ
し
と
は
ね
た
て
ま
つ

る
事
を
云
也
ぬ
し
し
ら
ぬ
の
吾
に
無
義
香
こ
そ
に
ほ
へ
れ
と
は
香
こ
そ

匂
へ
と
云
事
也
蘭
そ
も
と
は
そ
と
云
義
也
今
よ
り
の
牙
に
ほ
に
出
る

と
は
あ
ら
は
る
上
義
也
此
吾
は
八
条
ノ
右
大
将
源
ノ
有
り
国
／
娘
を
忍
ひ
て
恋
け
る
か

寄

世
の
人
も
知
て
と
か
く
沙
汰
し
け
る
時
読
ル
也
寛
平
の
御
時
と
は
同
上

秋
の
野
の
牙
に
花
す
上
き
ま
ね
く
と
云
小
本
文
有
上
／
花
橘
の
段
に
有

ユ

我
の
象
の
牙
二
や
ま
と
な
て
し
こ
と
は
な
て
し
こ
を
子
二
な
そ
ら
へ
て
読
ル
也
な
て
し
こ

を
撫
子
ト
モ
書
り
此
意
を
読
り
一
緑
な
る
許
に
無
我
此
肝
は
嵯
峨
天
皇
位
を
押

取
て
遁
世
の
後
北
山
に
住
給
ひ
け
る
時
読
給
真
如
組
王
御
寄
也
俗
名

ヨ
コ
ッ
ノ

長
岡
の
親
王
也
も
上
草
卜
《
百
草
也
花
の
ひ
も
と
は
そ
は
ひ
も
と
は
し
へ
を
云
」

下
ひ
も
と
は
ぬ
い
を
云
た
は
れ
む
と
は
た
は
ふ
れ
む
と
云
義
也
此
奇
は
延
喜
の
御
吾
也

こ
う

次
作
者
同
シ
つ
き
く
さ
と
は
つ
ゆ
草
也
夜
ル
開
ク
ル
故
二
月
草
と
云
也
す
ら
む
と
は

シ
ケ
ミ
ツ

摺
衣
也
此
奇
は
大
江
重
光
か
娘
ヲ
思
召
け
る
時
読
給
御
寄
也
遍
昭
か
母

の
家
は
八
幡
二
有
是
は
淳
和
天
皇
の
御
娘
也
人
か
帰
り
ぬ
る
と
は
人
の
年

よ
り
た
る
と
云
義
也
の
ら
と
は
野
原
と
害
り
中
略
ノ
寄
也

」
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常
葉
山

二
葉

か
た
お
か
の

あ
し
た
の
は
ら

か
み
な
み
の
森

お
も
ひ
は
か
け
し

波
の
花

わ
た
つ
海

＊
【
』

古
今
和
歌
集
巻
第
五
○
秋
歌
下

吹
か
ら
に
の
弓
序
の
注
二
如
云
一
草
も
木
も
の
奇
に
わ
た
つ
ゑ
と
云
一
二
義
有

、

、

一
一
一
《
渡
津
海
卜
耆
り
是
は
渡
ル
な
と
に
限
レ
ー
ニ
ゞ
〈
広
原
ノ
海
ト
書
り
是
は
大
方
の
海
の

ワ
タ
ッ
、
、
、
ノ
ミ
チ
コ
ソ
、
、
、
ヘ
ネ
シ
ヲ
ノ
ヤ
マ
サ
シ
テ
カ
イ
ソ
ニ
キ
リ
タ
チ

名
也
万
葉
云
渡
津
海
野
道
古
曽
見
祢
塩
野
山
指
出
賀
磯
永
露
立

ワ
タ
ル

コ
ト
ハ

渡
留
長
能
ヵ
記
云
是
は
後
撰
集
仮
名
序
ヲ
受
テ
害
ル
詞
二
云
大
和
詞
《
始
言
一
リ
蘇

サ
ト
イ
ナ
タ
ヒ
メ
ワ
タ
ッ
ウ
．
．
、
シ
ダ

我
郷
稲
田
姫
一
一
発
苛
広
原
海
ノ
下
照
宮
一
一
文
書
リ
又
六
帖
集
二
云

ヘ
タ
ツ
ル

も
ろ
こ
し
は
国
を
隔
さ
か
ひ
に
て
わ
た
つ
う
み
こ
そ
路
は
し
る
け
れ
有
馬
里
子
／

寄
也
今
康
秀
か
牙
は
大
方
ノ
海
を
云
う
わ
た
つ
海
也
波
の
花
と
云
は
波
ノ
散
花

ト
ョ
ト
ハ
ニ
ハ
ル
ヤ
タ
ッ
ラ
ン
ウ
・
不
ノ
ノ
ノ
ヲ
チ
ノ
ミ
ッ

に
似
タ
リ
ト
云
也
日
本
記
嵜
二
云
常
永
春
哉
立
覧
宇
祢
野
野
之
越
野
水

ウ
言
、
ナ
、
一
、
ノ
〈
ナ
、
、
、
ユ

海
波
野
花
見
又
春
部
二
此
本
文
見
貫
リ
浪
の
花
に
そ
秋
な
か
り
け
る

と
は
浪
の
花
〈
春
ノ
気
色
に
て
秋
／
木
草
ノ
替
↓
モ
秋
と
は
み
へ
す
と
云
也
一
秋
吾

合
し
け
る
時
＃
〈
元
慶
八
年
二
紀
ノ
長
谷
雄
卿
ノ
家
に
五
百
番
の
吾
合
し
け
る
時
ノ
事
也

ヨ
シ
モ
チ

紀
ノ
淑
望
ト
は
干
時
民
部
卿
中
納
言
長
谷
雄
卿
の
二
男
也
吾
二
無
義
但
シ
常

～

葉
山
卜
〈
山
城
二
有
霧
立
て
の
吾
に
か
た
お
か
の
あ
し
た
の
原
と
は
大
和
に
有

ア
シ
タ
ノ
ハ
ラ

あ
し
た
の
原
と
は
畔
下
原
ト
書
リ
人
丸
の
寄
也
神
無
月
の
奇
に
か
み
な
み
の

の
森
と
は
大
和
／
竜
田
に
有
近
田
ノ
明
神
よ
り
南
な
る
故
に
神
南
の
森
ト
云

サ
タ
モ
ト

是
は
貞
元
親
王
の
嵜
也
清
和
第
三
皇
子
也
ち
は
や
ふ
る
の
吾
に
お
も
ひ

蟠
貫蝉
之
寄又
云ハ

（
約
三
行
分
余
白
）

（
約
三
行
分
余
白
）

フ
テ
ツ
ム
シ

聴
蝉
又
〈
蚕
異
名
〈
筆
津
虫
卜
云
‘

ふ
て
つ
む
し
秋
も
い
ま
は
と
あ
さ
ち
ふ
に

か
た
お
ろ
し
な
る
こ
ゑ
よ
は
る
な
り

」
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三
葉

も
る
山

か
さ
と
り
山

霜
露
の
物
を

染
る
事

う
つ
し
う
へ
は

さ
を
山

四
葉
は
Ｌ
そ
の
紅
葉

お
な
し
え

四
季
を
四
方

に
あ
つ
る

ば
か
け
し
と
は
神
ノ
紅
葉
な
れ
は
折
ラ
ン
と
は
お
も
ひ
か
け
す
と
云
家
持
か
嵜
也
貞
観
ノ
御
時

カ
チ
ヲ
ム

と
は
清
和
ノ
御
時
也
上
二
さ
ふ
ら
ふ
を
の
一
」
共
と
は
業
平
行
平
有
常
勝
臣
也

カ
チ
ヲ
ム

ノ
チ
ナ
リ
カ

勝
臣
子
時
伊
賀
守
後
生
子
也
嵜
に
お
な
し
元
は
同
枝
也
西
こ
そ
秋
の

は
し
め
也
け
れ
卜
は
四
季
を
四
方
に
あ
つ
る
に
は
西
ハ
秋
ノ
方
也
其
心
ヲ
読
り

秋
風
の
吾
に
無
義
但
シ
い
ろ
つ
き
に
け
り
と
可
レ
読
白
露
ノ
吾
二
無
義
但
シ
露
の

函
○
○
。
、

物
を
染
ル
ト
云
事
長
能
ヵ
記
二
云
詠
宴
未
尽
晩
秋
影
染
窒
踏
一
染
豐
相
一
四
境
ノ

菊
湿
堀
雨
湿
酔
浪
東
岸
ノ
松
ト
書
り
又
六
帖
集
云
白
露
の
染
つ
く
し
た
る

紅
葉
は
を
な
を
色
そ
へ
て
さ
す
日
影
哉
と
読
り
露
も
物
を
染
ん
也

秋
の
夜
の
牙
に
無
義
秋
の
露
の
吾
に
無
義
此
寄
は
七
条
の
中
宮
ノ
御
嵜
也

も
る
山
ト
ハ
近
江
に
有
漏
山
ト
書
り
寄
無
義
近
江
ニ
テ
〈
モ
リ
山
卜
云
也
雨
降
は
一
一
の

カ
サ
キ

奇
に
か
さ
と
り
の
山
と
は
山
城
の
笠
置
を
云
也
日
本
記
云
天
武
天
皇
彼
山
ニ
テ

狩
し
給
け
る
星
局
キ
峯
よ
り
馬
を
馳
落
か
け
よ
り
落
給
け
る
を
山
神
き

。
ド
ラ

給
へ
る
笠
の
つ
上
を
取
へ
て
落
奉
ら
す
し
て
助
ヶ
奉
ル
雌
て
宮
を
造
テ
奉
崇
メ
か

さ
き
の
北
ノ
宮
是
也
是
よ
り
し
て
彼
山
を
笠
取
山
と
云
神
の
社
の
あ
た
り

チ
モ

を
行
と
は
賀
茂
ノ
社
也
ち
は
や
ふ
る
の
奇
の
心
は
神
の
ち
か
ら
も
不
し
叶
い
か
き
の
蔦
昧
と

い
へ
は
雛
て
紅
葉
す
る
と
読
也
附
降
は
の
丹
に
行
か
ふ
人
の
袖
さ
へ
そ
て
る
と
は

紅
葉
の
色
に
行
か
ふ
人
の
袖
も
て
る
と
読
ル
也
ち
ら
ね
と
も
の
寄
は
七
条
の

中
宮
の
御
寄
也
吾
に
無
義
大
和
国
に
ま
か
り
け
る
と
は
友
則
寛
平
の

御
時
春
日
ノ
官
人
に
成
て
か
よ
ひ
け
る
時
の
事
也
さ
を
の
山
と
は
大
和
二
有

～

許
無
義
秋
霧
の
牙
に
無
義
但
シ
は
坐
そ
の
紅
葉
と
は
母
そ
と
云
木
の
名
也

坂
上
是
則
卜
は
淡
路
ノ
廃
帝
後
胤
石
見
守
為
忠
ヵ
孫
三
河
守
定
盛
か
子
也

干
時
大
内
記
寄
に
無
義
此
寄
は
定
文
か
家
の
奇
合
也
人
の
前
裁
と
は
遍
昭
か
花

山
ノ
家
の
前
裁
也
寄
に
う
つ
し
う
へ
は
の
意
は
う
つ
し
植
た
ら
は
秋
な
き
時
こ
そ

」
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素
性
カ
コ
ト

天
神
の
御
親
ノ

コ
ー
卜

久
方
の
雲
の
上

菊
を
星
二

似
タ
リ
ト
云
リ

五
葉

ふ
き
あ
げ
の浜

老
せ
ぬ
秋

下
位
の
内
記

う
へ
し
う
へ
は

さ
か
す
と
も
根
は
有
て
又
こ
む
秋
は
咲
な
む
と
読
り
家
隆
ノ
云
う
へ
し
う
へ

⑥
○
酌
○
○

は
と
有
是
は
う
へ
し
う
へ
た
ら
は
秋
な
き
時
〈
さ
か
す
花
こ
そ
ち
ら
め
又

根
さ
へ
か
れ
も
そ
す
る
と
読
り
寛
平
の
御
時
菊
の
は
な
を
よ
ゑ
給
と
は

寛
平
元
年
九
月
九
日
仙
室
を
造
り
山
岳
に
景
気
を
造
り
て
菊
を
し
け
く

立
な
ら
へ
て
時
の
奇
人
達
を
召
テ
奇
ょ
ま
せ
給
け
る
時
の
事
也
奇
人
＃
は

貫
之
友
則
敏
行
素
性
等
也
久
方
の
雲
の
上
と
は
内
裏
を
云

菊
を
星
に
似
リ
ト
云
事
白
楽
天
云
似
レ
別
レ
ル
ニ
星
雲
母
ノ
苑
如
吟
集
ダ
ル
雪
白
浪
ノ
中
卜
云
り

雲
母
〈
菊
の
名
白
浪
〈
花
ノ
異
名
也
此
奇
は
未
殿
上
ゆ
る
さ
れ
さ
り
け

る
に
ト
は
此
時
敏
行
は
下
位
の
内
記
に
て
昇
殿
せ
さ
り
し
か
兵
衛
ノ
佐
に

任
し
て
読
ル
吾
也
下
位
ノ
内
記
と
は
未
内
記
二
な
ら
す
し
て
内
記
一
可
陸
成
定
ル
ヲ
云
也

露
な
か
ら
の
弓
に
老
せ
ぬ
秋
↑
ハ
菊
は
仙
薬
な
れ
は
露
な
か
ら
折
ラ
ハ
菊

水
な
る
へ
し
是
を
服
セ
〈
仙
人
と
成
て
老
せ
ぬ
秋
久
か
る
へ
し
と
云
植

し
時
の
吾
に
無
義
同
御
時
せ
ら
れ
け
る
菊
合
と
は
上
二
仙
室
な
り
と

～

造
り
て
菊
植
た
り
し
時
の
事
也
ふ
き
あ
げ
の
浜
に
菊
う
へ
た
る
と
云
る
は

つ
く
り
物
也
菅
原
朝
臣
↑
《
北
野
ノ
天
神
也
干
時
右
大
臣
贈
太
政
大
臣
也

寄
無
義
仙
宮
二
菊
を
わ
け
て
人
の
い
た
れ
る
と
は
是
も
造
り
物
也

同
レ
上
一
一
ぬ
れ
て
ほ
す
の
奇
は
菊
水
の
心
を
読
り
素
性
↑
は
遍
昭
清
水
↓
｜

詣
り
け
る
時
四
歳
斗
な
る
お
さ
な
き
物
を
み
付
テ
子
と
し
た
り
し
人
也

抑
此
人
を
化
生
の
人
と
云
事
は
後
世
ノ
人
知
レ
ー
源
三
位
頼
政
雨
の
降
た
る
日
前
裁

に
向
て
牙
を
詠
し
て
居
た
る
処
に
黒
ク
疲
た
る
僧
一
入
来
し
り
誰
人
そ
と

問
二
素
性
答
フ
頼
政
縁
よ
り
向
て
い
か
な
る
奇
か
御
嵜
に
秀
寄
と
思
食
候
と
云

答
云
天
神
の
御
跡
を
こ
そ
読
候
へ
と
云
て
か
き
け
つ
様
二
失
ヌ
い
つ
く
に
御
座
ゞ

間
け
れ
は
質
〈
な
く
し
て
音
は
か
り
に
て
北
山
ノ
頭
リ
霊
堀
と
答
さ
て
時
の
人

」
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寛仁六心
平和葉あ
法寺て
皇に

大
沢
の
池

へ
み

仙
人
ノ
化
し
た
り
と
知
ル
さ
れ
は
ぬ
れ
て
ほ
す
の
吾
も
我
身
の
有
様
を
読
，

と
云
り
天
神
跡
を
継
と
は
天
神
此
度
は
ぬ
さ
も
取
あ
へ
す
の
吾
の
時
素
性
手

向
に
は
つ
上
り
の
袖
も
き
る
へ
き
に
と
読
た
り
し
事
を
云
也
菊
の
花
の

マ
ー
ア

も
と
に
て
人
ヲ
待
る
と
云
も
同
時
ノ
造
り
物
也
花
み
つ
堅
の
奇
は
菊
の
下
に
居

た
れ
は
白
妙
の
袖
か
と
見
ゆ
る
を
読
り
大
沢
の
池
の
か
た
に
と
云
も
そ
の
時
ノ

造
り
物
也
大
沢
の
池
〈
山
城
に
有
一
本
の
寄
無
義
世
の
中
の
は
か
な
き
事
を

お
も
ひ
け
る
と
云
は
友
則
同
キ
撰
者
な
り
し
か
延
喜
五
年
三
月
に
死
た
り
け
れ

は
其
哀
を
お
も
ひ
け
る
時
の
事
也
嵜
二
花
よ
り
さ
き
と
し
ら
ぬ
我
身
と
は
花

よ
り
先
二
死
に
や
せ
ん
す
ら
ん
と
云
心
な
り
次
に
心
あ
て
と
は
お
し
は
か
ら
ふ
義
也

１

置
ま
と
わ
せ
る
と
は
菊
も
露
も
白
け
れ
は
何
ト
モ
わ
か
す
と
云
也
色
か
は
る

の
奇
に
無
義
此
吾
は
重
明
ノ
親
王
の
御
吾
也
仁
和
寺
と
は
光
孝
天
皇
の
仁
和

年
中
に
建
立
し
給
事
也
彼
御
子
宇
多
ノ
天
皇
お
り
居
の
後
御
出
家
有
て

寛
平
法
皇
卜
号
ス
寛
平
九
年
十
月
二
日
御
出
家
有
法
名
入
覚
仁
和
寺
二
住
シ

給
ひ
け
り
御
室
の
始
な
り
菊
の
め
し
け
る
と
は
昌
泰
三
年
九
月
に
仁
和
寺
一
一

菊
ノ
花
ノ
会
を
始
て
人
々
に
牙
を
め
し
け
る
也
奇
に
秋
を
き
て
時
こ
そ

有
け
れ
と
は
秋
よ
り
後
も
さ
か
り
の
あ
れ
は
こ
そ
う
つ
ろ
ふ
色
は
お
も
し
る

け
れ
と
読
ル
也
さ
ほ
山
の
吾
の
心
は
紅
葉
の
散
ぬ
へ
き
間
よ
る
も
見

よ
と
て
月
は
照
す
か
と
読
リ
是
は
伊
豆
内
親
王
に
年
来
仕
リ
け
る
程

に
仁
和
元
年
九
月
十
二
日
内
親
王
莞
給
け
れ
ば
其
思
に
閉
龍
け
る
を
仁

和
御
門
よ
り
頻
二
被
し
召
け
れ
は
夜
の
問
に
髪
を
そ
り
お
ろ
し
て
佐
保

山
／
中
に
庵
リ
結
テ
住
シ
け
る
時
読
り
周
防
守
藤
原
隆
成
入
道
ノ
寄
也

時
の
人
彼
隆
成
は
内
親
王
二
忍
テ
か
よ
ひ
奉
り
け
る
と
云
り
牙
一
一
へ
ゑ
と
は
へ
し

と
云
義
也
宮
仕
久
ク
つ
か
ま
つ
ら
て
山
里
に
住
け
る
と
は
仁
明
天
皇
ノ
御
時
勅
勘
を
承
テ

」
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散
と
ま
か
ふ
に

八
葉

竜
田
姫

山
の
錦

七
葉

か
ら
紅
に
水

ノ
、
上
》
。

て
る
日
の
光

い
わ
か
き

ナ

北
山
二
閉
籠
た
る
時
の
事
也
関
雄
干
時
因
幡
大
橡
冥
ヲ
名
ノ
大
臣
／
孫
左
衛
門

督
浜
成
か
男
也
お
く
山
の
い
わ
か
き
紅
葉
散
ぬ
へ
し
と
は
我
身
の
い
ま
た
鵬
リ

な
る
に
王
ニ
モ
つ
か
ふ
ま
つ
ら
て
徒
二
死
二
な
む
と
云
也
て
る
日
の
光
見
ル
時
雫
無
ク
て
と
は

～

王
を
も
見
奉
ら
て
と
云
也
い
わ
か
き
と
云
に
二
義
有
一
一
一
《
い
と
わ
か
き
紅
葉
と
云

、

是
は
初
紅
葉
を
云
也
ニ
ニ
ハ
岩
垣
の
紅
葉
と
云
岩
ノ
岸
な
と
ヲ
云
殊
ニ
あ
や
う
き
処
ノ
紅
葉
卜

云
義
也
今
此
吾
は
い
と
わ
か
き
義
也
竜
田
河
の
吾
は
序
二
如
一
至
聖
武
天
皇
竜
田
一
一

人

行
幸
な
り
し
時
の
寄
也
次
の
吾
は
同
し
御
時
の
丸
ノ
牙
也
恋
敷
は
の
奇
は

ヒ

ー

衣
通
姫
／
吾
也
是
は
允
恭
天
皇
ノ
暫
ク
か
ょ
ひ
給
は
さ
り
し
時
読
ル
也
秋
風
に

あ
へ
す
散
ぬ
る
の
吾
は
遍
昭
遁
世
ノ
始
に
読
ル
寄
也
秋
は
き
ぬ
と
は
秋
の
始
テ

来
二
〈
非
す
さ
ひ
し
き
宿
の
あ
き
た
る
を
秋
に
そ
へ
て
読
ル
也
延
喜
ノ
御
寄
也

奇
無
義
ふ
み
分
て
の
奇
は
小
野
篁
配
流
の
時
隠
岐
国
に
て
読
ル
吾
也
寄
無
義

秋
ノ
月
の
司
無
義
貫
之
か
吾
也
吹
風
の
牙
無
義
七
条
の
中
宮
ノ
吾
也

霜
／
た
て
露
の
ぬ
き
こ
そ
の
吾
に
山
ノ
錦
と
は
紅
葉
を
云
文
選
云
織
レ
霜
二
織
レ
露
一

所
ノ
名
ナ
リ

紅
葉
ノ
錦
曝
レ
風
二
曝
陸
日
二
三
月
浜
至
此
文
ノ
意
也
わ
ひ
人
の
分
て
立
寄
木

の
も
と
上
は
遍
昭
遁
世
ノ
時
の
事
也
寄
無
義
二
条
后
ノ
春
宮
卜
〈
清
和
ノ

春
宮
ノ
御
時
ノ
み
や
す
所
也
寄
無
義
ち
は
や
ふ
る
の
吾
に
か
ら
く
れ
な
ゐ

に
水
く
上
る
と
云
は
紅
葉
ノ
水
の
し
た
を
く
坐
り
て
洗
ル
、
を
云
也
此
奇
は
貞
観

サ
タ
モ
ト

六
年
二
貞
元
親
王
貞
保
親
王
錘
祉
子
也
雲
林
院
親
王
鈍
剰
惟
高
親
王
な
む
と
の

竜
田
河
に
道
遙
シ
二
座
シ
け
る
御
共
二
業
平
行
テ
読
リ
此
奇
二
深
義
有
可
尋

～

わ
か
き
つ
る
の
吾
に
ち
る
と
ま
か
ふ
と
は
紅
葉
の
散
ま
か
ふ
を
云
也
神
な
ゑ
の

三
室
の
山
ト
ハ
共
二
大
和
に
有
司
無
義
見
ル
人
も
の
吾
無
義
竜
田
姫
卜
《

サ
カ
タ
ー
、
ク
ニ
ヲ
シ
ヨ
リ
カ
タ
キ
西

竜
田
大
明
神
也
是
は
地
神
産
火
火
出
見
ノ
尊
ノ
御
女
ア
マ
ノ
逆
玉
国
押
依
片
息
々

ヒ
メ
ト
シ
ュ
シ
ソ

姫
ノ
命
是
は
崇
神
天
皇
御
時
よ
り
竜
田
山
二
い
わ
ゐ
奉
ル
秋
を
ま
も
る
神
と
成
ル
故
に
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ふいか山ゑ

ちなり田て
衣をほもを
ふる

せ

烏

九
葉

木
葉
を
舟
卜
云

小
野

佐
保
姫

ぬ
さ

紅
葉
を
手
向
ト
ス
一
切
ノ
秋
ノ
山
神
〈
皆
是
春
属
也
故
二
主
ノ
名
を
借
リ
テ
秋
ノ
山
／
神
ヲ
ハ
竜
田
姫
卜
云

ヒ
コ
ア
マ
ッ
タ
マ
ヨ
リ
ノ
ナ
カ
ッ
ヒ
メ

彼
ノ
御
妹
二
彦
天
津
玉
依
野
中
津
姫
ノ
命
是
は
春
を
つ
か
さ
と
る
神
と
成
テ
同
御
代
に

さ
ほ
山
二
い
わ
ゐ
奉
ル
是
ヲ
佐
保
姫
卜
云
一
切
ノ
春
ノ
山
神
皆
是
祥
属
也
佃
一
ァ
主
ノ
名
ヲ
借
ァ
春
ノ

ッ
カ
ナ

山
ノ
神
ヲ
〈
佐
保
姫
卜
云
夏
冬
ヲ
主
ト
ル
神
南
二
不
し
読
可
尋
之
ぬ
さ
と
は
紙
を
こ
ま
か
に
切
て

神
の
前
二
ま
く
物
也
お
ほ
ぬ
さ
ト
ハ
切
り
か
け
た
る
四
手
を
云
故
二
ぬ
さ
を
は
ち
る
共
ま
く

共
読
也
大
ぬ
さ
を
は
ひ
ま
て
あ
ま
た
共
よ
承
ふ
し
な
む
と
も
読
也
小
野
卜
は
北
山
に

有
秋
ノ
山
ノ
奇
に
住
我
さ
へ
涯
旅
心
ち
す
る
と
は
ぬ
さ
の
散
あ
り
く
を
承
れ
ば
我
も

心
の
あ
く
か
れ
て
旅
に
立
心
地
ノ
す
る
と
読
り
神
な
ゑ
の
山
を
過
て
行
↑
〈
清
原

深
養
父
紀
伊
国
ノ
目
代
二
成
て
延
喜
御
時
下
り
け
る
時
読
ル
寄
也
吾
無
義
白
浪
に
秋

の
こ
の
は
の
う
か
へ
る
と
は
木
葉
ヲ
舟
卜
云
事
朗
詠
二
一
葉
舟
中
乗
病
身
云
リ
又
後
漢
害
云

。
“

斎
州
銭
黛
河
長
泉
液
キ
リ
渡
旅
七
日
ノ
行
混
達
落
吟
敵
二
不
し
遁
レ
此
難
↓
観
テ
梧
桐
ノ
ー

。
○
○
函
⑪
○

ヲ
ヒ
テ

葉
宅
作
テ
舟
船
↓
得
卸
渡
ゞ
ト
ヲ
混
達
賢
人
ナ
リ
室
尤
軍
サ
セ
シ
時
負
手
ヲ
負
落
行
ク
程
二
銭
堂
河
ヲ

不
し
得
し
渡
ゞ
－
ヲ
文
桐
ノ
葉
の
水
に
浮
を
ゑ
て
俄
二
舟
ヲ
作
，
乗
テ
渡
テ
命
を
た
す
か
り
ぬ
さ
れ
は

寺
キ
ク
タ
ス
ニ
フ
ノ
ソ
マ
カ
ハ
ア
キ
フ
ケ
テ
ヒ
ト
ハ

こ
の
葉
の
舟
二
云
事
此
本
文
也
万
葉
云
真
木
下
次
丹
生
野
杣
河
秋
深
天
一
葉

ナ
カ
ル
、
ア
ケ
ノ
ソ
ウ
フ
ネ
Ａ
Ｉ

Ａ
、
ツ
ラ
ギ

流
留
赤
野
曽
宇
舟
紅
葉
は
の
吾
無
義
春
道
列
樹
卜
は
子
時

ク
ス
ツ
ナ

ニ
ヒ
ナ

加
賀
守
本
〈
小
野
氏
也
小
野
葛
縄
か
未
河
内
ノ
大
抵
新
名
か
子
也
寄
無
義

裏
書
云
家
隆
嵜
し
か
の
浦
や
関
の
小
河
の
末
と
め
て
花
を
尋
ぬ
る
浪

の
を
ち
か
た
と
読
り
関
の
小
河
ト
ハ
逢
坂
ノ
関
よ
り
落
る
河
也
い
け
の
ほ
と

り
と
は
広
沢
の
池
の
辺
也
寄
無
義
但
シ
水
き
よ
し
と
ば
声
を
可
読
也
た
ち

と
ま
り
の
寄
無
義
但
シ
桑
て
を
と
は
象
て
と
云
事
也
山
田
も
る
と
は
山
田
ヲ

．
、
１
～
～
カ
リ
タ
ル
ホ

守
ル
也
か
り
ほ
と
は
二
義
有
一
一
一
〈
か
り
の
庵
と
も
い
ひ
二
《
苅
穂
ト
モ
云
也
是
ノ
奇
に

イ
ナ
ヲ
ホ
セ
ト
リ

云
稲
負
烏
卜
〈
た
り
也
ほ
に
い
て
ぬ
の
吾
に
ふ
ち
｝
一
ろ
も
涯
二
義
有

一
一
一
《
し
つ
か
賎
シ
キ
衣
を
云
二
一
一
《
物
お
も
ふ
時
き
る
衣
也
是
は
大
国
の
事
也
漢
高
祖
ノ

」
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回
つ
ち
ほ

＊
、
５

人
め
も
か
る
坐

三
雪

夕
月
夜

二
葉

つ
ぎ
て
ふ
ら
な
ん

お
し
な
み

崩
御
／
時
月
卿
雲
客
花
ノ
如
ク
に
装
束
し
て
葬
送
の
御
供
を
し
た
り
け
れ
は

イ
ソ
コ
ウ
ト

高
祖
ノ
王
子
胤
候
云
人
王
の
御
歎
を
浅
く
思
へ
《
こ
そ
か
上
る
装
束
は
し
た
れ
と
て

布

し
か
り
給
ひ
け
れ
は
皆
還
‘
て
後
藤
衣
ノ
賤
衣
を
着
タ
リ
其
雪
リ
大
国
二
は
哀
腸
の
有
時
は

藤
ノ
衣
ヲ
着
也
さ
れ
は
思
ひ
す
る
時
着
ル
衣
を
藤
衣
と
云
也
此
吾
は
賎
き
衣
ヲ
云
也

二
条
后
御
吾
並
二
二
首
か
れ
る
田
に
の
奇
ひ
つ
ち
と
は
苅
田
ノ
稲
の
跡
よ
り
生
ル
ヲ
云
也
此
牙
は

二
条
后
の
業
平
か
事
に
依
て
東
山
に
お
し
籠
レ
テ
御
座
シ
け
る
時
読
給
御
吾
也
も
ゑ

ち
は
の
吾
に
無
義
ゑ
や
こ
よ
り
の
吾
無
義
秋
の
は
つ
る
と
は
延
喜
三
年
の
秋
也
吾

的
”

ユ
ウ
ッ
ク
ョ

無
義
長
月
の
つ
こ
も
り
と
は
昌
泰
元
年
の
秋
也
夕
月
夜
は
ゆ
ふ
さ
り
の
月
也

を
く
ら
山
！
〈
山
城
二
有
な
く
鹿
の
声
の
う
ち
に
や
秋
〈
か
へ
る
ら
ん
と
は
程
な
く
暮
る

心
地
を
云
也
万
葉
云
う
た
上
ね
の
一
夜
の
夢
に
一
と
上
せ
の
募
る
は
や
す
き
年
の

暮
か
な
是
も
必
す
よ
一
夜
に
一
年
の
く
る
些
事
は
な
け
れ
と
も
年
の
く
れ
や
す

き
を
云
上
の
吾
も
此
意
也
道
し
ら
は
の
吾
無
義

古
今
和
歌
集
巻
第
六
○
冬
歌

竜
田
山
の
歌
無
義
聖
武
天
皇
の
御
牙
也
山
里
の
吾
は
宗
干
ノ
中
納
言
朱
雀
院

の
象
や
す
処
を
お
か
し
奉
り
テ
淡
路
の
国
二
六
鴫
と
云
処
の
山
里
二
住
け
る
時
読
り
其
後

延
喜
／
御
門
へ
一
首
の
奇
を
奉
‐
て
召
返
さ
れ
ぬ
金
玉
集
二
入
し
り
其
寄
二
云
お
も
ひ
や
れ

苫
を
か
た
し
く
袖
の
上
に
露
も
涙
も
か
け
ぬ
日
そ
な
き
彼
象
や
す
所
は
忠
仁
公
の
御

ト
モ

孫
長
朝
ノ
大
納
言
の
御
娘
メ
也
人
め
も
か
る
奥
と
は
ひ
と
め
は
か
る
皇
と
云
文
也
お
ほ
空
の

フ
ユ
ノ
ヒ
ハ
ミ

奇
は
人
丸
の
吾
也
ゆ
ふ
さ
れ
は
の
奇
に
三
雪
↑
〈
真
ノ
雪
ト
書
り
万
葉
云
冬
野
日
波
真

雲
蚤
舞
示
鐸
酔
函
縮
崇
出
存
砂
野
雌
野
加
鐙
野
蔀
鈴
漉
恥
鶴
野
敏
此
吾
は

～

坂
上
の
老
女
か
吾
也
い
ま
よ
り
の
奇
に
つ
き
て
ふ
ら
な
む
と
は
相
続
し
て
降
へ
し

と
云
義
也
す
坐
き
お
し
な
み
と
は
お
し
な
ひ
か
し
な
り
此
吾
は
惟
高
親
王
北

（
約
一
行
分
余
白
）
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雪
汁

故
郷

雪
を
花
ト
ヨ
メ
リ

白
浪
の
末
の
松
山

坐
め
さ
ほ
ら
叶
叩

四
葉

こ
Ｌ
７
Ｉ
０

三
葉

ね
は
か
も
な
く

け
ぬ
ら
し

こ
の
川
と
は

紛
川
也

か
れ
に
し

野
に
す
ゑ
給
け
る
時
季
忍
ひ
て
参
り
た
り
け
る
時
雪
の
ふ
り
け

マ
サ
ス
ミ

る
に
読
ル
源
ノ
当
純
ヵ
娘
ノ
吾
也
降
雪
二
の
吾
に
げ
ぬ
ら
し
と
は
き
え
ぬ
ら
ん

コ
カ
〈

と
云
り
貫
之
吾
也
こ
の
河
ト
ハ
粉
河
也
彼
川
を
粉
河
と
云
事
は
河

内
国
な
る
人
観
音
を
作
り
奉
ら
ん
と
云
願
有
て
霊
木
を
尋
け
る
に

夢
想
二
依
て
紀
伊
国
二
入
り
誕
白
孝
粉
ヲ
流
セ
ル
河
有
其
ノ
水
上
を
尋
て
伽

ユ
キ
キ
ヘ

藍
を
建
シ
価
テ
粉
河
＃
号
ス
雪
け
の
水
と
は
雪
消
の
水
也
此
奇
は
橘
清

友
か
寄
也
次
の
吾
同
作
者
也
故
郷
卜
〈
奈
良
ノ
京
を
云
也
我
宿
の
吾
は

皿
昭
か
寄
也
奇
一
一
無
義
雪
ふ
れ
は
の
寄
無
義
雲
淘
埖
卜
紀
ノ
秋
峯
卜
云
《

ヨ
シ

イ
ハ
ホ

淑
人
一
男
也
白
雪
ノ
嵜
二
巌
に
も
咲
花
と
こ
そ
ゑ
れ
と
は

長
房
か
紀
の
文
ノ
意
也
文
日
雪
キ
白
キ
ハ
巌
石
二
見
レ
花
ヲ
水
青
メ
〈
池
渕
二
巻
。

緑
糸
↓
文
此
文
ノ
意
也
象
よ
し
の
上
寄
無
義
浦
ち
か
く
の
寄

無
義
但
シ
白
浪
の
末
の
松
山
こ
ゆ
と
云
事
序
二
如
一
写
三
吉
野
の
牙

『
設
手
〃

は
忠
峯
か
伯
父
栄
仙
法
橋
大
峯
へ
入
た
り
け
る
に
便
リ
ニ
付
テ
読
テ
送
る
吾
也

カ
リ
嗽

～

白
雪
の
嵜
無
義
雪
降
て
の
奇
に
跡
は
か
も
な
く
と
は
跡
は
か
り
な
し
と

云
義
也
冬
な
か
ら
の
寄
無
義
冬
こ
も
り
の
吾
二
無
義

大
和
国
二
ま
か
り
け
る
時
卜
〈
是
則
大
和
守
二
成
て
住
け
る
時
の
事
也

あ
さ
ほ
ら
け
の
吾
に
無
義
但
シ
あ
さ
ほ
ら
け
と
は
あ
け
ほ
の
の
事
也

け
い
か
上
」
の
吾
は
平
城
天
皇
ノ
御
奇
無
義
梅
の
花
の
寄
序
二
如
云
一

～

小
野
篁
干
時
参
議
中
納
言
峯
守
か
一
男
也
花
の
色
の
吾
に
無
義

梅
の
花
の
奇
に
こ
と
ｊ
＼
は
こ
と
ｊ
、
く
也
雪
降
は
の
寄
無
義

も
の
へ
ま
か
り
け
る
人
と
ば
忠
峯
ヵ
延
喜
御
時
美
濃
極
二
成
て
行
シ
時
也

清
水
の
有
所
と
は
逢
坂
の
関
の
清
水
也
わ
か
ま
た
ぬ
の
牙
二
か
れ
に
し

人
と
は
わ
か
れ
に
し
人
也
年
の
ば
て
＃
〈
元
慶
四
年
也
あ
ら
た
ま
の

」
手
”
ウ

」
弱
オ
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ま
寺
ノ
錆

注注注魁
*＊*＊

8765

注
＊
３

注
＊
４

注注
＊＊

21

注
Ｔ
プ
ｊ二
十
一
丁
オ
モ
テ
上
欄
に
「
第
二
」
と
朱
書
。

二
十
九
丁
ウ
ラ
上
欄
に
「
第
三
」
と
朱
耆
。

三
十
二
丁
オ
モ
テ
５
行
目
上
欄
に
「
山
岸
文
庫
」
（
双
辺
枠
長
方
陽
刻
朱
印
）
の
蔵
書
印
あ
り
。

三
十
八
丁
ウ
ラ
上
欄
に
「
第
四
」
と
朱
書
。

四
十
八
丁
オ
モ
テ
上
欄
に
「
第
五
」
と
朱
書
。

五
十
四
丁
ウ
ラ
上
欄
に
「
第
六
」
と
朱
書
。

二
十
丁
オ
モ
テ
上
欄
に
「
二
」
と
朱
書
。

二
十
丁
オ
モ
テ
九
行
目
か
ら
二
十
丁
ウ
ラ
十
一
行
目
ま
で
、
文
頭
に
「
イ
ャ
カ
キ
」
と
墨
で
記
し
、
「
古
今
和
歌
集
巻
第
二
…

は

．
・
省
略
。
：
・
・
・
我
身
の
と
ま
ま
し
け
れ
・
は
て
う
し
と
云
也
）
」
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
書
写
者
の
異
な
る
二
十
一
丁
オ

モ
テ
一
行
目
か
ら
二
十
一
丁
ウ
ラ
一
行
目
の
「
古
今
和
歌
集
巻
第
二
…
…
省
略
・
…
・
我
身
の
と
ま
る
ま
し
け
れ
は
は
て
う
し
と

云
也
」
の
重
複
書
写
と
思
わ
れ
る
た
め
、
二
十
丁
オ
モ
テ
九
行
目
か
ら
ウ
ラ
十
一
行
目
に
か
け
て
、
翻
刻
本
文
か
ら
は
削
除
し

奇
に
雪
も
わ
か
身
も
降
ま
さ
る
と
は
年
の
老
い
を
云
也
雪
降
て
の
牙

史
記
云
勁
松
露
ル
歳
ノ
寒
言
一
文
意
也
年
の
ば
て
と
は
延
喜
三
年
の
事

也
寄
無
義
奇
奉
れ
と
仰
ら
れ
し
と
は
古
今
撰
シ
時
人
々
二
嵜
召
シ
ョ
ハ
士
ソ

時
／
事
也
ゆ
く
年
の
吾
に
ま
す
か
皇
み
と
云
ニ
ニ
義
有
一
一
一
〈
四
方
な
る

鏡
を
云
也
真
角
ノ
鏡
二
↓
ハ
鏡
の
影
を
ゑ
て
お
と
ろ
へ
行
す
か
た
を

ふ
て
日
こ
と
に
お
も
ひ
の
ま
す
を
以
て
増
見
の
か
上
承
と
も
云
な
り

古
今
和
歌
集
間
言
以
上
四
季
之
分
尾

（
約
七
行
分
余
白
）

L一L一L一

」
恥
オ

弱
ウ
後
見
返
し

後
表
紙
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